
ハンドボール競技の参加資格の変更について

1．日本ハンドボール協会からの要望概要

✓成年種別における参加資格の変更

✓適用は、第79回滋賀大会（2025）から

2．現状の参加資格（第78回佐賀大会競技別実施要項）抜粋

6．参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準

（１）原則として、公益財団法人日本ハンドボール協会に登録したチーム、チーム役員、選手であること。

3．日本ハンドボール協会における説明内容

（１）要望の理由、目的

●日本ハンドボールリーグ（以下、「リーグH」という。）加盟チーム等の企業単独チームに委ねることなく、出身都道府県への恩返しをする大会と

位置づけ、「ふるさと選手制度」を中心とした大会としたい。

●都道府県間における戦力の均衡を図り、競技普及の観点を重視していきたい。

（２）具体的な変更内容
①リーグH加盟チーム及び大学生登録チームは、単独チームとしては出場できない。

②リーグH加盟チーム選手及び大学生選手は、「ふるさと登録」制度を利用してのみ、出身小学校・中学校・高校のいずれかの所在都道府県から出場できる。
 ただし、居住地や勤務地が出身小学校・中学校・高校のいずれかの所在地と同一である場合には、居住地・勤務地として出場が可能となる。

③滋賀国スポに限り、強化の実情やチーム編成・体制など、制度変更の移行期のためのやむを得ない事情がある場合のみ例外として居住地・勤務地での
 出場を認める。
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１．調査概要

●期間

・2024年11月21日～12月4日

●対象

・後催県（滋賀県・青森県・宮崎県・長野県・群馬県・島根県・奈良県）

・47都道府県スポーツ協会

２．調査結果

次ページ以降参照

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果

2



Q.第79回滋賀国スポ（2025年）からの参加資格の変更について

【後催県】

【都道府県スポーツ協会】

【全体】

賛同する,7, 

100%

賛同できない, 

0, 0%

賛同する, 37, 

78.7%

賛同できない,9,

19.1%

未回答, 1, 

2.1%

賛同する,44,

81.5%

賛同できない,9, 

16.7%

未回答, 1, 

1.9%

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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〇賛同できない県からの主な意見

・特にリーグHチームは地域に根差した活動をしているため、選手が国スポに出場をしないとなると、県のハンドボール競技振興に
影響を及ぼす。

・所属チームの試合日程や秋シーズンを控えている選手たちが「ふるさと選手制度」を使用して出場することは考えにくく、選手の
確保が困難となる。

・リーグH選手と同様に、大学生の出場を制限することに疑問。

・現行でも「ふるさと選手制度」を使って出身地から出場できる中で、ハンドボール競技のみ出身都道府県からのみ出場をと制限さ
れることについて納得できない。

・トップアスリート選手の国スポ参加を拡大することを改革の一つとしている中で、選手の出場機会を奪うことに反対。

・問題点が多く、JSPO、各都道府県、チーム所在地市町村等の十分な議論が必要であり、2025年からの適用は時期尚早である。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.国スポハンドボール競技における成年種別の参加資格変更について

賛同できない理由

日本リーグ加盟チームの単独チームとして出場できないことには賛同します。 
しかしながら、日本リーグ加盟チームと大学生登録チームを同列にして単独チームとしては出場できないが、大学の部活動は教育活動の一
環であり、人間育成の場所として考慮すれば、出場の間口を少しでも広くすべきである。 よって、学生選手の登録地（居住地を示す現住所）
での参加も認めるべきと思慮する。

本県の事情（学生単独チームが出場することが度々あること）、制度変更となった場合に「ふるさと制度を利用する選手」、「その選手が所属
するチーム」、「制度を活用する競技団体」の三者に費用、時間、コンディションなど大きな負担がかかるため。

・成年女子が参戦中。地域に根差した活動をしており、また、県からの強化支援も受けているため。
・トップレベルの試合を見せるのも国スポの役割である。本県チームは、スポーツを通じて地域貢献を行っており、今までの強化の歴史から
も今回の改定は賛同できない。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.国スポハンドボール競技における成年種別の参加資格変更について

賛同できない理由

「第１回今後の国民スポーツ大会の在り方を考える有識者会議」において、持続可能な大会にするためにはトップアスリートの出場が必要不可欠と
の意見がある。 今回の要項変更により、トップアスリートもふるさと活用により出場できるため、トップアスリートの出場機会は減らないと一見思
えるが、トップアスリートの出場人数は間違いなく減少する。 所属チーム側も国スポまでの半年から数ヶ月間、選手が断続的にチームから離れるこ
とは容認できず、９月からシーズンが始まるなか選手を地元に帰させることは到底考えにくい。 ハンドボール競技は連携を重要とするコンビネー
ションスポーツである。普段顔も合わせない地元の選手との混合チームでは連携プレーも十分にはできず、競技レベルを落とすことは確実である。 
国体・国スポの開催を契機として誕生し、現在日本リーグ等トップで活躍しているチームはたくさんある。それらは、地元企業と協力してできた
チームであり、地域貢献活動・普及活動にも取組み、地元の方々にも支えられている。このような長い時間をかけて育成してきたチームが国民ス
ポーツ大会に出場できなくなってしまうのは不適当である。 また、今回の参加資格変更が認められた場合、他の中央競技団体も同様の変更を求
めてくる可能性が高く、国民スポーツ大会そのものの質を落とすこととなりかねない。 以上のことは、「第１回今後の国民スポーツ大会の在り方を
考える有識者会議」で示された、「子供達が国スポに興味・関心を持つことが持続可能な大会につながる」「トップアスリートの出場による関心の高
まり」に反するものであり、賛同できない。

ふるさと登録は増えたが、選手選考なども含めて選手確保が厳しい可能性がある。居住地が県内である学生が国スポに参加できること
は選手にとっても モチベーションが上がるきっかけとなっており競技力向上につながっているが、この制度の導入により選手確保が厳
しくなる。今年度に関しては、ふるさと登録が昨年度よりも増え、Hリーグ所属の選手も参加してもらえたが、Hリーグが優先のためなか
なか練習などに参加できないのが現状である。Hリーグのシーズンにもかかわってくるので、今年度よりスタートしたリーグのため今後
の状況を見て決定して欲しい。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.国スポハンドボール競技における成年種別の参加資格変更について

賛同できない理由

・本県におけるハンドボール競技の成年男子・成年女子種別の国民スポーツ大会出場チームは、長年にわたり、本県ハンドボール界をけ
ん引し続け、とりわけ本県のジュニア層の底上げと強化に結び付く大きな存在となっています。 
特に、国民スポーツ大会での活躍は、県民に活力を与えるとともに、本県スポーツの振興に多大なる貢献をいただくという成果につな
がっています。 
・近年の少子化に伴うジュニアの競技人口の減少に歯止めをかけるとともに、ハンドボール競技の更なる発展のためにも、引き続き、日
本ハンドボールリーグ加盟チームの国民スポーツ大会への出場は、従前どおりの取扱いとするよう切望いたします。

・新しい国民体育大会を求めて～国体改革２００３～において次のようにトップアスリートの参加を促している。「国民スポーツ大会を国
内トップレベルの大会として構築しジュニアからトップアスリートを含む幅広い競技者層を対象に競技者の発掘・育成の場として充実・活
性化を促進する。」
この方向性の中で、トップアスリートの参加を促進するために、競技団体において定めている参加制限等の撤廃について明記されてい
る。JSPOは各競技のトップアスリートが国スポに参加することを改革の一つとしているため。（個人競技の参加とは違った、団体競技で
のトップチームの参加が望まれていると解釈している。） また、国スポにトップチームが参加することは、開催地の観客がトップチームの
プレーを見ることができることができ、ジュニア選手等のすそ野を広げることにも繋がっていると考えられるため。 
・県は国スポに参加するチームに県外遠征費等の強化費の支援を行ってきたが、国スポに参加しないチームには支援できない。これまで
地域を盛り上げ、県のハンドボール界を牽引してきたチームに支援が届かなくなってしまうため。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.国スポハンドボール競技における成年種別の参加資格変更について

賛同できない理由

○ 国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）は、個人や団体の競技成績だけではなく、都道府県対抗で競技種別毎の順位や総合成績を競う、日
本が世界に誇る大会である。 その根幹となる地元選手の参加を制限するような変更については、ハンドボール競技だけの問題ではなく、国スポの
在り方を踏まえた大きな観点からの議論が必要と考える。
○ 本来、成年種別選手は、「居住地を示す現住所」、「勤務地」及び「ふるさと」のいずれかに属する都道府県、いわゆる「地元」から出場することが
できることとなっているが、今回の変更案では、地元から出場できない選手が生じることとなる。 このことは、選手の出場機会を制約するもので
あり、より慎重な検討が求められる。
○ リーグＨのビジョンでは、「地域とともに歩むハンドボール」や「チームと地域のつながりを通じた地域貢献の実現」を掲げられているが、地域に
根付いて活動し、その地域に貢献しているチームが出場できなくなる今回の変更案は、この考えにそぐわないのではないか。 リーグＨ加盟チーム、
大学チームとも地域に多大な貢献をしていることから、地元代表としての出場を制限するのではなく、各地域、各チームの実情に委ねるべきであ
る。
○ また、今回の変更案は、リーグＨ所属選手及び大学生選手一律の取扱いではなく、「ふるさと選手制度を中心」としていることで、一部の選手は
出場が可能となることに疑問がある。
○さらに、変更理由として「競技普及の観点を重視」とあるが、そもそも競技人口が少ない地域において、一般チームの増加につながるのか疑問が
あるだけでなく、地域に定着しているチームを地元から出場できなくすることで、チームの活動や地域の応援機運に水を差すことになり、むしろ競
技普及に逆効果となるおそれがある。  ○このほか、概要説明資料に「都道府県ハンドボール協会への意見照会」の結果が示されているが、２０２１
年時点のものであり、昨年１２月に日本ハンドボール協会から各都道府県スポーツ協会へ意見照会をされた際の結果や、その後の各都道府県ハン
ドボール協会、日本スポーツ協会との議論などが、今回の提案にどのように反映されているのか不明。 また、同資料の「リーグＨ選手への意見照
会」の結果についても、Ｑ１の「現行の制度」には「ふるさと選手制度」も含まれるが、改めてＱ２で「ふるさと選手制度」での参加意向の設問となっ
ているため、現行制度と違う制度であるかのような誤解が危惧される。現行制度下でも、ふるさと選手として出場することは可能であり、他競技
では対応しているところである。 
○ 今回の変更案には、上記のような多くの問題点、疑問点があることに加え、国スポの意義及び地域におけるスポーツ振興の取組にも関わる重
要な問題であることから、公益財団法人日本スポーツ協会、各都道府県、チーム所在市町村等の関係機関と十分な議論が必要であり、２０２５（令
和７）年第７９回大会本大会（滋賀県）からの適用開始は拙速と考える。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.国スポハンドボール競技における成年種別の参加資格変更について

賛同できない理由

①国民スポーツ大会実施要項で定められている参加条件に反して、選手の権利である「在住地・勤務地での出場」に制限を課すこと
について反対する。 

②すべての競技、種別で実施している参加資格確認書における参加要件確認では、参加資格が認められているにもかかわらず、ハ
ンドボール競技だけ出場が認められないということについて矛盾があり、本県選手に対して納得できる説明ができない。 

③プロ契約選手または実業団だけでなく、県外出身の大学生についても一律に出場制限がされるのであれば、今後の選手確保に
大きな支障が出る恐れがある。在住選手とふるさと選手を中心に選手編成を行う際、主に８月に行われるブロック大会などで所属
チームの試合日程や秋シーズンに向けた選手の障害予防の観点からの安全管理などによっては、ふるさと選手出場に協力してもら
えないことが十分考えられ、加えて強化練習の日程や遠方からの旅費の負担などの面からも選手確保が難しくなると考えられる。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.その他ご意見等

ご意見等

本県としては、このような参加資格に関わる大きな変更については、時間的余裕をもって示すべきと主張してきた。今回の変更案につい
ては、影響緩和のために時間的余裕をいただいたものと捉えている。 その上で、ハンドボール競技の大会要項には、以下の記載が適切で
あると考える。 
「強化の実情やチーム編成・体制など、」は削除し、「制度変更の移行期として、やむを得ない事情がある場合のみ、例外として居住地・勤務
地での出場を認める」と表記していただきたい。 本県だけのためではなく、今後もこのような参加資格に関わる大きな変更については、
時間的余裕を持って慎重に決定していただきたいと考えている。 本件について、国スポ委員会等で説明される際にも、その趣旨をご理
解いただき、説明内容についてはくれぐれもご配慮いただきたい。

本県競技団体も十分納得・賛同しており、今後の国スポの在り方を模索する際のパイロットケースと言えるものでもあることから、是非と
も進めていただきたい。

「賛同」と回答させていただきましたが、正確には「条件付き賛同」になります。
本来なら大学生にも調査を実施して欲しいところではありますが、リーグ選手へのアンケート結果にあるように、ふるさと選手制度を利用
しての国スポ参加希望が半数以上を占めている点にあります。「今後の国民スポーツ大会の在り方を考える有識者会議」の中でも、国民ス
ポーツ大会の開催の意義、価値、理念に地域活性化に寄与すること、トップアスリートが参加できる大会の実現とあるように、日本のハン
ドボール界の最高峰のリーグHの選手やトップレベルのチームが、積極的に国民スポーツ大会に参加できるように、国民スポーツ大会期
間に他の大会やイベントを入れずに実施していくことを条件に、「条件付きの賛同」と回答させていただきます。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.その他ご意見等

ご意見等

本県としては厳しい状況もありますが、やむを得ないと思います。

・ハンドボール競技における参加資格変更の趣旨・目的については賛同するが、国スポ改革の議論（都道府県対抗のあり方など）が進む
中、一競技が他競技に先行して進むことについては、実業団等が担ってきた地域におけるスポーツ振興への役割等も鑑みて、国スポ委
員会で議論されたその決定に委ねたい。
・アスリートファーストの観点から、選手にとって不利益にならない措置も同時に整理していただきたい。
・この変更により、ふるさと制度３回目となってしまう選手はいないのか。
・「やむを得ない事情がある場合」の判断が難しいのではないか。本県としては厳しい状況もありますが、やむを得ないと思います。

ふるさと選手として出場する上で、大学の試合や実業団の試合を国スポ期間中はもちろん、その前後にも計画しないように日本スポー
ツ協会からも各所属側に働きかけてほしい。

トップレベルの試合を見せるのも国スポの役割である。本県チームは、スポーツを通じて地域貢献を行っており、今までの強化の歴史か
らも今回の改定は賛同できない。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.その他ご意見等

ご意見等

本協会としては、このような参加資格に関わる大きな変更については、時間的余裕をもって示すべきと主張してきた。今回の変更案
については、影響緩和のために時間的余裕をいただいたものと捉えている。 その上で、ハンドボール競技の大会要項には、以下の
記載が適切であると考える。 「強化の実情やチーム編成・体制など、」は削除し、「制度変更の移行期として、やむを得ない事情がある
場合のみ、例外として居住地・勤務地での出場を認める」と表記して頂きたい。 本協会としては、本県だけのためではなく、今後もこ
のような参加資格に関わる大きな変更については、時間的余裕を持って慎重に決定して頂きたいと考えている。 本件について、国
スポ委員会等で説明される際にも、その趣旨をご理解いただき、説明内容についてはくれぐれもご配慮いただきたい。

大学生登録チームの単独チームで出場できない。とあるが、出身都道府県が大学生登録チームであり、結果的に大学生登録チームの
単独となる場合はどのような扱いになりますか。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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Q.その他ご意見等

ご意見等

要望内容の③について、滋賀国スポに限りやむを得ない事情がある場合のみ例外とする、と記載されているが、「やむを得ない理由かど
うかの判断」をどの組織（日本スポーツ協会、日本ハンドボール協会、滋賀県実行委員会等）が判断し、それをすべての県が納得できるよ
うに公表するのかお聞きしたい。また、必ず公表していただきたい。もし、その理由に対して他の県がやむを得ないと判断しなかった場合、
改善するか①②を遵守させるなどの措置案まで講じて再度提案して欲しい。すべての県に対して平等な判断をぜひお願いしたい。

「滋賀大会に限り、制度変更のためのやむを得ない事情がある場合のみ、例外として居住地・勤務地での出場を認める」という例外規定は、
従来の参加資格と何も変わらず、日本ハンドボール協会が提案している目的にそぐわない。「都道府県間における戦力の均衡を図り、競
技普及の観点を重視する」という目的をさらに１年引き延ばすことになるため、安易に例外規定を設けるべきではない。本県としては、次
年度の滋賀大会についても日本協会が提案している青森国スポ以降の規定にすべきであると考える。

他の競技についても、ハンドボールと同様に変更することを検討いただきたい。

ハンドボール競技の参加資格に関する意見照会の結果
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

正式競技・特別競技 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔１〕 
３ 種別（種目）及び参加人員 

⑴ 各都道府県は、監督２名、選手29名（男子選手19名以内、女子選手19名以内）計31名以内で編成し、

種別、種目、参加数は下記のとおりとする。 

監督、選手の兼務は１名とする。この場合は参加選手を30名とすることができる。 

種  別 種  目 共通種目 合計 

19

 

成年 

100ｍ 300ｍ 800ｍ 110ｍH 400ｍH 

3000ｍSC 10000ｍW 走幅跳 三段跳 

砲丸投 やり投（11種目） 

- 

４× 

100mR 

男女 

混合 

４× 

400mR 

56

31
名

 

少
年 

Ａ 
100ｍ 300ｍ 5000ｍ 300ｍH 棒高跳 

走幅跳 ハンマー投 やり投（８種目） 

800ｍ 

5000mW 

走高跳 

（３種目） 
Ｂ 

100ｍ 3000ｍ 110ｍH 走幅跳 

円盤投（５種目） 

19

 

成年 

100ｍ 300ｍ 800ｍ  5000ｍ 400ｍH 

5000ｍW 走高跳 棒高跳 走幅跳 

砲丸投 ハンマー投 やり投（12種目） 

- 

４× 

100mR 

少
年 

Ａ 
100ｍ 300ｍ 800ｍ 3000ｍ 100ｍH 

300ｍH 砲丸投 やり投（８種目） 

走高跳 

走幅跳 

三段跳 

（３種目） Ｂ 100ｍ 100ｍH 円盤投（３種目） 

 

 

 ⑵ 各都道府県の参加は、下記の出場制限によるものとする。 

エ 男女混合４×400ｍリレーの編成は男女２名ずつとし、合計８名以内で申込むこと。男女とも少年

Ａもしくは少年Ｂから各１名、残りの男女各１名は成年、少年Ａ、少年Ｂのいずれかの種別とする。 

 

カ 成年男子10000ｍ競歩の出場者は、5000ｍ競歩の予選会を経た者でもよい。少年男子共通5000ｍ競

歩、成年女子5000ｍ競歩の出場者は、3000ｍ競歩の予選会を経た者でもよい。 

 

キ 成年男子三段跳には、少年男子Ａからもエントリーできる。ただし、各都道府県からエントリー

できるのは、成年男子又は少年男子Ａ、いずれかの１名のみとする。 

ク 成年女子5000ｍ競歩には、少年女子Ａからもエントリーできる。ただし、各都道府県からエント

リーできるのは、成年女子又は少年女子Ａ、いずれかの１名のみとする。 

ケ 成年女子棒高跳には、少年女子Ａからもエントリーできる。ただし、各都道府県からエントリー

できるのは、成年女子又は少年女子Ａ、いずれかの１名のみとする。 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

(1) 各都道府県は、監督2名、選手29名（男子選手19名以内、女子選手19名以内）計31名以内で編成し、

種別、種目、参加数は下記のとおりとする。 

監督、選手の兼務は1名とし、その場合は参加選手を30名とすることができる。 

種 別 種 目 共通種目 合計 

19
名
以
内

 

成年 

100m 300m 800m 110mH 400mH 

3000mSC 走高跳 走幅跳 砲丸投 

円盤投 やり投（11種目） 

－ 

4×

100mR 

男女

混合 

4×

400mR 

56
名

31
名
以
内

 

少

年 

Ａ 

100m  300m  5000m  300mH  5000mW 

三段跳 円盤投 ハンマー投 

やり投（９種目） 

800m 

110mH 

走高跳 

棒高跳 

（４種目） 
Ｂ 

100m 3000m 走幅跳 砲丸投 

（４種目） 

女
子

19
名
以
内

 

成年 

100m 300m 800m 100mH 400mH 

10000mW 走高跳 棒高跳 三段跳 

砲丸投 ハンマー投 やり投（12種目） 

－ 

4×

100mR 
少

年 

Ａ 
100m 300m 800m 3000m 300mH 

2000mSC 5000mW 三段跳（８種目） 
100mH 

やり投 

（２種目） Ｂ 100m 1500m 走幅跳（３種目） 

 

(2) 各都道府県の参加は、下記の出場制限によるものとする。 

エ 男女混合4×400ｍリレーの編成は男女２名ずつとし、合計８名以内で申込むこと。男女とも少年

Ａもしくは少年Ｂから各１名、残りの男女各１名は成年、少年Ａ、少年Ｂのいずれかの種別とする。

なお、走順は男子-女子-男子-女子とする。（追記） 

カ 成年女子10000ｍ競歩の出場者は、5000ｍ競歩の予選会を経た者でもよい。少年男子Ａ5000ｍ競

歩、少年女子Ａ5000ｍ競歩の出場者は、10000m競歩又は3000ｍ競歩、いずれかの予選会を経た者で

もよい。 

キ 成年男子3000ｍ障害には、少年男子（削除）からもエントリーできる。ただし、各都道府県から

エントリーできるのは、成年男子又は少年男子（削除）、いずれかの１名のみとする。 

ク 成年女子走高跳には、少年女子（削除）からもエントリーできる。ただし、各都道府県からエン

トリーできるのは、成年女子又は少年女子（削除）、いずれかの１名のみとする。 

ケ 成年女子棒高跳には、少年女子（削除）からもエントリーできる。ただし、各都道府県からエン

トリーできるのは、成年女子又は少年女子（削除）、いずれかの１名のみとする。 

 

陸
上
競
技 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

  

※当該種目の公認記録がない場合は、資格記録なしとして番組編成を行う。 

 

 

 

 

４ 競技上の規則及び方法 

 

⑵ 少年男子Ａハンマー投のハンマーの重さは、6.000kgとする。 

⑶ 少年男子Ａやり投のやりの重さは、800ｇとする。 

 

⑷ 少年男子Ｂ110ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.991ｍ/9.14ｍとする。 

⑸ 少年男子Ｂ円盤投の円盤の重さは、1.500kgとする。 

⑹ 少年女子Ａ100ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.838ｍ/8.50ｍとする。 

⑺ 少年女子Ａ300ｍハードルの、ハードルの高さは、0.762ｍとする。 

⑻ 少年女子Ａ砲丸投の砲丸の重さは、4.000kgとする。 

⑼ 少年女子Ａやり投のやりの重さは、600ｇとする。 

⑽ 少年女子Ｂ100ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.762ｍ/8.50ｍとする。 

⑾ 少年女子Ｂ円盤投の円盤の重さは、1.000kgとする。 

⑿ ベースボール・マガジン社が運営する「陸上競技ランキング」に2024年８月28日（水）時点で反映さ

れている公認記録で番組編成を行う。資格記録の有効期間は2024年１月１日（月）から2024年８月25日

（日）までとする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑵ 参加資格・所属都道府県 

ウ ふるさと選手制度については、第78回国民スポーツ大会実施要項総則５（別記１を含む）の規程に

よる。 

 

 

 

 

９ 参加申込み方法 

⑴  

注１ 上記アへの申込みは、所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必

要項目を入力の上、所属都道府県体育・スポーツ協会を通じて申込み手続を完了すること。 

   参加申込締切日以降、必要に応じて佐賀市実行委員会等から項目修正を依頼することがある。ま

た、2024年９月４日（水）以降は所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセ

スできなくなるため、同日までに修正を行うこと。 

 

ス 少年女子Ａ2000m障害の出場者は、2000m障害の予選会を経た者のみとする。（追記） 

※当該種目の公認記録がない場合は、資格記録なしとして番組編成を行う。 

※リレーの番組編成について、男子4×100ｍリレーは前年の天皇杯の点数から皇后杯の点数を引いた

順位、女子4×100ｍリレーは前年の皇后杯順位、男女混合4×400ｍリレーは前年の天皇杯順位をも

とに番組編成を行う。（追記） 

 

４ 競技上の規則及び方法 

(2) 少年男子Ａ円盤投の円盤の重さは、1.750kg とする。（追記） 

(3) 少年男子Ａハンマー投のハンマーの重さは、6.000kg とする。 

(4) 少年男子Ａやり投のやりの重さは、800ｇとする。 

(5) 少年男子Ｂ砲丸投の砲丸の重さは、5.000kg とする。（追記） 

(6) 少年男子共通 110ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.991ｍ/9.14ｍとする。 

（削除） 

(7) 少年女子Ａ300ｍハードルの、ハードルの高さは、0.762ｍとする。 

(8) 少年女子共通 100ｍハードルの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.838ｍ/8.50ｍとする。 

（削除） 

(9) 少年女子共通やり投のやりの重さは、600g とする。 

（削除） 

（削除） 

(10) ベースボール・マガジン社が運営する「陸上競技ランキング」に 2025 年 8 月 26 日（火）時点で

反映されている公認記録で番組編成を行う。資格記録の有効期間は 2025 年 1 月 1 日（水）から 2025

年 8 月 24 日（日）までとする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(2) 参加資格・所属都道府県 

ウ ふるさと選手制度については、第79回国民スポーツ大会実施要項総則５（別記１を含む）の規程に

よる。 

＜永住権を有する外国籍競技者の参加＞ 

原則参加申込締切日までに、永住者だとわかる「在留カード」または「在留資格認定証明書」のコピ

ーを、彦根市実行委員会事務局に提出すること。（追記） 

 

９ 参加申込み方法 

(1) 

注（削除） 上記アへの申込みは、所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセ

スし、必要項目を入力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて申込み手続を完了すること。（削除）

締切期限以降は所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスできなくなるの

で、締切期限を厳守すること。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 ⑵ 選手・監督の申込みの変更 

選手・監督が交代する際は、診断書（下記提出先(ｱ)へ原本、(ｲ)(ｳ)へはコピー）を添えて提出する

こと。 

 

ウ 提出先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE ９階 

公益財団法人 日本陸上競技連盟 

             TEL 050-1746-8410 FAX 050-3588-1869 

 

※ やむを得ない場合は、2024年10月10日（木）午前９時30分までに、競技者変更届（上記９⑵、

アと同様の書類）をＴＩＣに提出のこと。 

 

(2) 選手・監督の申込みの変更 

選手・監督の交代する際は、診断書コピーを添えて下記提出先(ｱ)はメール、(ｲ)(ｳ)は郵送にて提出

すること。上記の変更の申し出の書式、期日及び提出先は、次のとおりとする。 

 

ウ 提出先 

(ｱ) （削除） 

公益財団法人日本陸上競技連盟 Email:kokutai@jaaf.or.jp（追記） 

（削除） 

 

※ やむを得ない場合は、2025年10月2日（木）に競技者変更届（上記９(2)、アと同様の書類）を

TICに提出すること。なお、提出は午前9時30分までに行うこと。（追記） 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔２〕 
１ 期  日   2024年９月７日（土）から９月16日（月）まで（10日間） 

 ○ 水球日程 

種  別 ９月９日(月) ９月10日(火) ９月11日(水) ９月12日(木) 

少 年 男 子 
予選リーグ 

（12試合） 
 

準決勝 

（２試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

女      子  
予選リーグ 

（10試合） 

予選リーグ 

（10試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

○ オープンウォータースイミング 

種   別 監  督 選  手 参加都道府県 計（人） 

男     子 
１ 

１ 47 
114 

女     子 １ 47 

 

５ 予選方法 

○ 水 球 

⑵ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 少年男子 女  子 ブロック名 少年男子 女  子 

北  海  道 

東     北 
１ １ 

近     畿 ２ １ 

中     国 １ １ 

関     東 ２ ２ 四     国 １ １ 

北  信  越 １ 1 九     州 １ １ 

東     海 ２ １ 開  催  県 １ １ 

○ アーティスティックスイミング 

⑵ ブロック大会はテクニカルルーティン、フリールーティンを実施し、下表のとおりの区分により代表

チームを決定する。 

ブロック名 出場チーム ブロック名 出場チーム 

北  海  道 
２ 

近     畿 ３ 

東     北 中     国 

四     国 
２ 

関     東 ４ 

北  信  越 ３ 九     州 １ 

東     海 ２ 開  催  県 １ 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑹ 飛込は、各都道府県水泳連盟（協会）が次の2024年度競技会において、公益財団法人日本水泳連盟の

定める標準点を突破した者は、各都道府県水泳連盟（協会）において代表候補選手として選考し、公益

財団法人日本水泳連盟に予備エントリーをすることができる。また、予備エントリーをした都道府県 

１ 期  日   2025年9月6日（土）から9月15日（月）まで（10日間） 

 ○ 水球日程 

種  別 9月8日(月) 9月9日(火) 9月10日(水) 9月11日(木) 

少 年 男 子 
予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（６試合） 

準決勝 

（２試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

女      子 
予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（６試合） 

予選リーグ 

（８試合） 

３位決定戦・決勝

（２試合） 

 

３ 種別（種目）および参加人員 

○ オープンウォータースイミング 

種   別 監  督 選  手 参加都道府県 計（人） 

男     子 
１ １～２ 47 114 

女     子 

 

５ 予選方法 

○ 水 球 

(2) ブロック大会区分および代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 少年男子 女  子 ブロック名 少年男子 女  子 

北  海  道 

東     北 
１ １ 

近     畿 ２ １ 

中     国 １ １ 

関     東 ３ ２ 四     国 １ １ 

北  信  越 １ １ 九     州 １ １ 

東     海 １ １ 開  催  県 １ １ 

○ アーティスティックスイミング 

(2) ブロック大会はテクニカルルーティン、フリールーティンを実施し、下表のとおりの区分により代

表チームを決定する。 

ブロック名 出場チーム ブロック名 出場チーム 

北  海  道 

東     北 
２ 

近     畿 ２ 

中     国 

四     国 
２ 

関     東 ４ 

北  信  越 ３ 九     州 ２ 

東     海 ２ 開  催  県 １ 

 

６ 参加資格、所属都道府県および選手の年齢基準 

(6) 飛込は、各都道府県水泳連盟（協会）が次の2025年度競技会において、公益財団法人日本水泳連盟の

定める標準点を突破した者は、各都道府県水泳連盟（協会）において代表候補選手として選考し、公益

財団法人日本水泳連盟に予備エントリーをすることができる。また、予備エントリーをした都道府県 

水
泳
競
技 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 には１名の出場枠を与える。 

なお、総則５別記４に定める「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の対象と

なる選手については、次の2024年度競技会を経ずに、公益財団法人日本水泳連盟に予備エントリーをす

ることができる。 

ア 成年種別対象競技会 

関東・関西選手権 

イ 少年種別対象競技会 

① 地域高等学校選手権 ②全国JOCジュニアオリンピックカップ地域別予選会 

※ 開催県は標準点突破者であれば、前記３の人数枠（４名）内でフルエントリーすることができる。 

 

 

 

９ 参加申込み方法 

⑷ 注意 

イ 競泳は、2024年８月６日（火）までに各都道府県水泳連盟（協会）より公益財団法人日本水

泳連盟へ監督及び選手を予備エントリーすること。 

エ 飛込は、2024年８月１日（木）までに各都道府県水泳連盟（協会）より公益財団法人日本水

泳連盟へ候補選手を予備エントリーすること。 

ク オープンウォータースイミングは、2024年８月１日（木）までに各都道府県水泳連盟（協会）

より公益財団法人日本水泳連盟へ候補選手を予備エントリーすること。 

⑸ 参加申込締切2024年８月15日（木）後の監督および選手変更は、一切認めない。 

 

 

 

 

 

 

 

には１名の出場枠を与える。 

なお、総則５別記４に定める「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の対象と

なる選手については、次の2025年度競技会を経ずに、公益財団法人日本水泳連盟に予備エントリーをす

ることができる。 

ア 成年種別対象競技会 

関東・関西選手権 

イ 少年種別対象競技会 

①地域高等学校選手権 ②全国JOCジュニアオリンピックカップ地域別予選会 

※ 開催県は標準点突破者であれば、前記３の人数枠（４名）内でフルエントリーすることができる。 

※ 天候等の理由により競技が成立しなかった場合は、日本水泳連盟飛込委員会が、対象大会を追加す

る場合がある。（追記） 

 

９ 参加申込み方法 

(4) 注意 

イ 競泳は、2025年８月５日（火）正午（追記）までに各都道府県水泳連盟（協会）より公益財

団法人日本水泳連盟へ監督および選手を予備エントリーすること。 

エ 飛込は、2025年８月１日（金）正午（追記）までに各都道府県水泳連盟（協会）より公益財団

法人日本水泳連盟へ候補選手を予備エントリーすること。 

ク オープンウォータースイミングは、2025年８月５日（火）正午（追記）までに各都道府県水泳連盟

（協会）より公益財団法人日本水泳連盟へ候補選手を予備エントリーすること。 

(5) 参加申込締切2025年８月14日（木）後の監督（兼任含む）（追記）および選手変更は、一切認めな

い。 

 

10 ＡＤカード（追記） 

  監督の以外のチームスタッフについては、選手４名に対し１枚を発行する。 

  選手ＡＤカードは写真付きを使用する。 

  縦4.5cm×横3.5cmの写真を準備し、配付されたＡＤカードに添付すること。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔３〕 
３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年女子 １ 15 16 256 

920 少年男子 １ 16 24 408 

少年女子 １ 15 16 256 

（注）成年女子の監督は、選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 競技規程 

イ 成年種別及び少年男子は、試合開始前に登録された交代要員の内、５名まで交代が認められる。た

だし、交代枠を使用後、プレーの続行が困難な負傷等が発生した場合に、追加で１名に限り交代して

退いた競技者が再び出場することが認められる。 

少年女子は、再交代（交代して退いた競技者が交代要員となって再び出場可能）が認められる。 

 

⑵ 試合の方法 

イ 試合時間は 70 分間（前後半各 35 分）とし、ハーフタイムのインターバルは 10 分間とする。勝敗

が決しないときは、１回戦から準決勝及び３位決定戦は、ペナルティーキック方式により、次回戦進

出チーム及び３位を決定する。決勝戦は、20 分間（前後半各 10 分間）の延長戦を行い、なお決しな

いときは、ペナルティーキック方式により、１位を決定する。 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年 

女子 

少年

男子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東  北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ １ ３ 

関  東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ３ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ ２ ３ 

東  海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ ２ 

近  畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ ２ ３ 

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ ２ 

四  国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ２ ２ 

九  州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ２ ３ 

開催県 佐賀 １ １ １ 

計 16 16 24 
 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ 15 16 256 

920 少年男子 １ 16 24 408 

少年女子 １ 15 16 256 

（注）成年男子の監督は、選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 競技規程 

イ 成年種別及び少年男子は、試合開始前に登録された交代要員の内、５名まで交代が認められる。

ただし、交代枠を使用後、プレーの続行が困難な負傷等が発生した場合に、追加で１名に限り交代

して退いた競技者が再び出場することが認められる。 

少年女子は、試合開始前に登録された交代要員は、（追記）再交代（交代して退いた競技者が交代

要員となって再び出場可能）が認められる。 

(2) 試合の方法 

イ 試合時間は 70 分間（前後半各 35 分）とし、ハーフタイムのインターバルは 10分間とする。勝敗

が決しないときは、１回戦から準決勝及び３位決定戦は、PK 戦により、次回戦進出チーム及び３位

を決定する。決勝戦は、20 分間（前後半各 10 分間）の延長戦を行い、なお決しないときは、PK戦

により、１位を決定する。 

 

５ 予選方法 

(4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

少年

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東  北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ３ ２ 

関  東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ４ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ ２ １ 

東  海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ 

近  畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ ２ １ 

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ 

四  国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ２ １ 

九  州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ４ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 16 24 16 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 ６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑵ 成年女子 

 

 

 

⑹ 監督 

チーム（全種別）の監督は、公益財団法人日本サッカー協会公認指導者ライセンスに基づく、JFA 公

認Ｓ級コーチ、JFA 公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会コーチ４）、JFA 公認Ｂ級コーチ（日本スポーツ

協会コーチ３）のいずれかを有するものとする。 

 

７ 総合成績決定方法 

⑴ 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成年女子 

少年男子 

少年女子 

成年女子 

少年女子 

各種別とも、１位 64 点、２位 56点、３位 48点、

４位 40 点、５位（４チーム）各 20 点の競技得点を与

える。 
 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(2) 成年男子 

ウ 成年男子代表チームについて、高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年生の登録で

きる人数は５名以内とする。（追記） 

 

(6) 監督 

チーム（全種別）の監督は、公益財団法人日本サッカー協会公認指導者ライセンスに基づく、Pro ラ

イセンス、Ａライセンス（日本スポーツ協会コーチ４）、Ｂライセンス（日本スポーツ協会コーチ３）

のいずれかを有するものとする。 

 

７ 総合成績決定方法 

 (1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成 年 男 子 

少 年 男 子

少 年 女 子 

（削除） 

少 年 女 子 

各種別とも、１位 64 点、２位 56点、３位 48 点、４

位 40 点、５位（４チーム）各 20 点の競技得点を与え

る。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔４〕 
１ 期   日   2024 年９月 21 日（土）から９月 24日（火）まで（４日間） 

種 別 ９月 21 日（土） ９月 22 日（日） ９月 23 日（月） ９月 24 日（火） 

成年男子 １ 回戦 ２ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

成年女子 １ 回戦 ２ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

少年男子 
１ 回戦 

２ 回戦 
３ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

少年女子 １ 回戦 
２ 回戦 

３ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ６ ６ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ ８ ８ ８ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ５ ５ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ３ ４ ４ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ ４ ６ ６ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ４ ２ ５ ５ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ３ ２ ４ ４ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ６ ５ ７ ７ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 32 32 47 47 

 

12 その他 

⑵ 代表者・監督会議及び表彰式に参加する選手・監督の服装は、都道府県体育・スポーツ協会支給のユ

ニフォームとする。 

 

 

１ 期  日   2025 年９月 29 日（月）から 10 月２日（木）まで（４日間） 

種 別 ９月 29 日（月） ９月 30 日（火） 10 月１日（水） 10 月２日（木） 

成年男子 １ 回戦 ２ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

成年女子 １ 回戦 ２ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

少年男子 
１ 回 戦 

（削除） 

２ 回戦 

３ 回戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

少年女子 
１ 回戦 

２ 回戦 

（削除） 

３ 回 戦 

準々決勝 

準 決勝 

５～８位決定１回戦 

決 勝 

３～８位決定戦 

表彰式 

 

５ 予選方法 

(4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ６ ６ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ ７ ８ ８ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ ５ ５ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ３ ４ ４ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ ４ ５ ５ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ４ ５ ５ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ３ ２ ４ ４ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ６ ５ ８ ８ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 32 32 47 47 

 

12 その他 

(2)  代表者・監督会議及び表彰式に参加する選手・監督の服装は、都道府県（削除）スポーツ協会支給

のユニフォームとする。 

   なお、代表者・監督会議及び表彰式は公式行事でありコードオブコンダクトを適用する。(追記) 

 

テ
ニ
ス
競
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔５〕 
５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び代表クルー数は、下記のとおりとする。 

 

ブ
ロ
ッ
ク
名 

都 道 府 県 名 

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

舵
手
つ
き

 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 
青森、岩手、宮城、秋田、 

山形、福島 
２ ２ １ １ ２ ２ ３ ３ ２ ３ ３ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、 

千葉、東京、神奈川、山梨 
３ ３ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ２ ４ 

北信越 
新潟、長野、富山、石川、 

福井 
２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ １ １ 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、兵庫、 

奈良、和歌山 
３ ２ ３ １ ２ ３ ２ ３ ３ １ ２ 

中 国 
鳥取、島根、岡山、広島、 

山口 
２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ １ ２ ２ １ １ ２ １ １ 

九 州 
福岡、長崎、熊本、大分、 

宮崎、鹿児島、沖縄 
２ ２ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ３ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

合   計 20 20 20 15 20 20 20 20 20 15 20 

 

 

５ 予選方法 

(4)  ブロック大会区分及び代表クルー数は、下記のとおりとする。 

名 

都道府県名 

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

舵
手
つ
き

 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

舵
手
つ
き

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 
青森、岩手、宮城、秋田、山

形、福島 
2 2 1 2 2 2 2 2 2 3 2 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千

葉、東京、神奈川、山梨 
3 3 3 3 4 3 3 3 2 2 3 

北信越 
新潟、長野、富山、石川、福

井 
2 2 3 2 2 2 2 2 2 1 2 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 

近 畿 
京都、大阪、兵庫、奈良、和

歌山 
2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 2 

中 国 
鳥取、島根、岡山、広島、山

口 
2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 2 2 2 0 1 2 2 2 2 1 2 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大

分、宮崎、鹿児島、沖縄 
3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 3 

開催県 滋賀 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

合  計 20 20 20 15 20 20 20 20 20 15 20 
 

競
技 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔６〕 
１ 期  日   2024 年 10 月 5 日（土）から 10 月 9日（水）まで（5日間） 

種 別 10 月 5 日(土) 10 月 6 日(日) 10 月 7 日(月) 10 月 8 日(火) 10 月 9 日(水) 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦  

決   勝 
 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 公益社団法人日本ホッケー協会 2024 年度版ホッケー競技規則・競技運営規程、レギュレーション及

び有効な通達事項に則り行われる。 

 ⑵ 試合時間は全種別とも下表のとおりとする。 

第１ 

クォーター 
クォーター間 

第２ 

クォーター 

ハーフ 

タイム 

第３ 

クォーター 
クォーター間 

第４ 

クォーター 

15 分 ２分 15 分 10 分 15 分 ２分 15 分 

試合時間内に勝敗が決しない場合は、シュートアウト戦を行い、勝敗を決定する。 

決勝及び３位決定戦においては、シュートアウト戦を行わず、両チームを第１位あるいは３位とする。 

 

10 参加上の注意 

⑴ 選手・監督ユニフォームには、都道府県名及び番号の標識を明確に表示するものとする。これに違反

したチームは出場停止とすることがある。 

⑸ 選手交代はビブス等を持って交代すること。 

 

⑹ 全種別、マウスガードの装着を義務付ける。 

⑺ 参加チーム・競技役員は「行動規範確認書」を必ず提出しなければならない。（提出方法については

別途通知） 

 

 

⑻ 国民スポーツ大会ホッケー競技には抗議制度はない。 

よって監督はゲーム終了後、速やかに公式記録用紙に署名をしなければならない。 

⑼ その他、ルールに適しない行為のあったときには、そのチームの出場を停止することがある。 

 

11 その他 

 

１ 期  日   2025 年 10 月１日（水）から 10 月５日（日）まで（５日間） 

種 別 10月１日(水) 10月２日(木) 10月３日(金) 10月４日(土) 10月５日(日) 

成年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

少年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) チーム代表者会議日の時点で有効な（追記）公益社団法人日本ホッケー協会2025年度版ホッケー競

技規則、競技運営規程、レギュレーション及び有効な通達事項に則り行うものとする。 

(2) 試合時間は全種別とも下表のとおりとする。 

第１ 

クォーター 
ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ 

第２ 

クォーター 

ハーフ 

タイム 

第３ 

クォーター 
ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ 

第４ 

クォーター 

15分間 ２分間 15分間 10分間 15分間 ２分間 15分間 

試合時間内に勝敗が決しない場合は、シュートアウト戦を行い、勝敗を決定する。 

決勝及び３位決定戦においては、シュートアウト戦を行わず、両チームを第１位あるいは３位とする。 

 

10 参加上の注意 

(1) 選手・監督ユニフォームには、都道府県名及び番号（№１～18）（追記）の標識を明確に表示する

ものとする。これに違反したチームは出場停止とすることがある。 

(5) 選手交代はビブス等（各チームで準備）（追記）を持って交代すること（ユニフォームと同様に

都道府県名以外の標識を付けることはできない）（追記）。 

(6) 全種別、マウスガードの装着を義務付ける（ゴールキーパーは推奨）（追記）。 

(7) 参加者（チーム、競技役員、大会関係者）は、（公社）日本ホッケー協会および日本アンチ・ドーピ

ング機構が定める諸規程を熟知し、その内容に同意の上、「行動規範確認書」を提出したものとみなし

ます。規程に違反した場合、協会および機構が定める処分を受けることがあります。参加者は、言動

について責任を負うものとします。 

(8) 国民スポーツ大会ホッケー競技には抗議制度はない。 

（削除） 

 (9) その他不都合な行為があった時は、そのチームの出場を停止することもある。 

 

11 その他 

(3) 開始式 

競
技 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

  

 

 

 

⑶ 表彰式 

 

日 時  2025年９月30日（火） チーム代表者会議終了後 

場 所  米原市伊吹薬草の里文化センター ジョイホール 

〒521-0314 滋賀県米原市春照37番地 

TEL 0749-58-0105  FAX 0749-58-0296 

(4) 表彰式 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔７〕 
 

実施なし 

１ 期  日   2025年９月29日（月）から10月３日（金）まで（５日間） 

種 別 ９月29日(月) ９月30日(火) 10月１日(水) 10月２日(木) 10月３日(金) 

成年男子 １ 回 戦 １、２ 回 戦 準々決勝 準 決 勝 決    勝 

女    子 １ 回 戦  準々決勝 準 決 勝 決    勝 

少年男子 １ 回 戦 １、２ 回 戦 準々決勝 準 決 勝 決    勝 

 

２ 会  場   東近江市   東近江市能登川アリーナ 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監督 セカンド 選手 
参加 

都道府県 

小計 合計 

（人） 監督 セカンド 選手 

成年男子 １ － ５ 24 24 － 120 

314 女    子 １ － １ 13 13 － 13 

少年男子 １ － ５ 24 24 － 120 

（注1） 監督は公益社団法人日本ボクシング連盟（以下日本連盟）役員登録済みであること。 

 

４ 競技上の規程及び組合せ方法 

(1) 競技規則は、日本連盟競技規則による。 

女子種別については、上記及び女子ボクシング実施基準による。 

(2) 代表チーム編成は、次の各階級とする。 

＜成年男子＞ ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、 

ウェルター、ミドル、ライトヘビーの以上８階級。 

＜女  子＞ フライの１階級。 

＜少年男子＞ ピン、ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、 

ウェルター、ミドルの以上８階級。 

(3) 競技は、トーナメント方式で行い、３位決定戦及び順位決定戦は行わない。 

(4) 試合時間は、下記のとおりとする。 

種   別 第１ラウンド 休憩 第２ラウンド 休憩 第３ラウンド 

成年男子 ３分 １分 ３分 １分 ３分 

女    子 ３分 １分 ３分 １分 ３分 

少年男子 ２分 １分 ２分 １分 ２分 
 

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

  (5) 組合せ抽選は、2025年９月８日（月）16:00～ JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 内で事前 

抽選を行う。 

(6) 成年男子及び少年男子種別における代表チームの階級の選定は、全て異なった階級とし、 

規定された８階級のうち任意の５階級に出場する。 

(7) 競技日程 

月  日 健 診 ・ 計 量 等 競技開始時刻 

９月８日

（月） 
16：00 

スポーツエントリーズチェック確認、

事前組合せ抽選 
オンラインで実施 

会 期 前  インテグリティ研修 オンラインで実施 

９月28日 

（日） 

11：00 

13：00 

スポーツエントリーズチェック 

監督会議 

 

９月29日

（月） 
８：00 女子、少年男子、成年男子の順 11：00 

女子、少年男子、成年男子

の順 

９月30日

（火） 
８：00 少年男子、成年男子の順 11：00 少年男子、成年男子の順 

10月１日

（水） 
８：00 女子、少年男子、成年男子の順 11：00 

女子、少年男子、成年男子

の順 

10月２日

（木） 
８：00 女子、少年男子、成年男子の順 11：00 

女子、少年男子、成年男子

の順 

10月３日

（金） 
８：00 女子、少年男子、成年男子の順 11：00 

女子、少年男子、成年男子

の順 

ア インテグリティ研修は、オンラインにて実施する。全ブロック予選終了後、日本連盟より実施日程及び受講

用ID・パスワード等を通知する。 

イ 健診・計量は、種別ごとのセッション制を導入する。なお、女子種別、少年男子種別、成年男子種別の順に

行う。 

ウ 競技は、女子種別、少年男子種別、成年男子種別の順に行う。 

 

５ 予選方法 

(1) 各都道府県は、都道府県大会又は選考会を実施し、ブロック大会出場者を決定する。ただし、公益財団法

人日本スポーツ協会が定める「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の適応を受ける

選手は、当該年度において都道府県大会又は選考会に出場していなくてもブロック大会及び本大会に参加

できる。 

なお、都道府県大会及び選考会の期日、参加人員、試合記録の送付は、９ 参加申込み方法(3)を参照する

こと。選考会を複数回実施した場合は、最終選考会の結果で決定すること。 

(2) 各種別ともブロック大会を実施し、本大会出場都道府県を決定する。なお、各都道府県の出場選手につい

て、本大会の出場権を得た種別については、選手及び階級の変更はできることとするが、選手の変更について

は、「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の適応を受ける選手又は都道府県大会若しく

は選考会に出場した選手の中から選出しなくてはならない。 
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  (3) 各ブロックからの本大会出場都道府県数は、下表のとおりとする。 

種 別 

北 

海 

道 

東 

 

北 

関 

 

東 

北 

信 

越 

東 

 

海 

近 

 

畿 

中 

 

国 

四 

 

国 

九 

 

州 

開 

催 

県 

 

計 

 

成年男子 １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

女    子 － － － － － － － － － － 13 

少年男子 １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

   

 

６ 参加資格及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

(1)監督の参加資格 

監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボ クシングコーチ１、

公認ボクシングコーチ３、公認ボクシングコーチ４のいずれかの資格を有すること。 

 ※ 本大会が開催される年度の４月１日時点（2025年４月１日）で公認スポーツ指導者資格を有し、かつ有効期限

が本大会が開催される年度の末日（2026年３月31日）以降であること。 

  (2)選手の年齢基準 

成年男子選手は、1984年10月４日から2007年４月１日までに生まれたものとする。 

女子選手は、1984年10月４日から2008年4月１日までに生まれたものとする。 

少年男子選手は、2007年４月２日から2010年４月１日までに生まれたものとする。 

 

７ 総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合計とし、その得点

の多い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

(1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競  技  得  点 

成 年 男 子 

女     子 

少 年 男 子 

 

女     子 

各種目（各階級）とも１位８点、２位７点、３位（２

名）各5.5点、５位（４名）各2.5点の競技得点を与

える。 

(2) 参加得点 

大会（ブロック大会を含む）に参加した都道府県に10点を与える。ただし、ブロック大 

会で大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。 

 

８ 表  彰 

(1) 男女総合成績及び女子総合成績第１位から第８位までの都道府県に、表彰状を授与する。 

(2) 男女総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。 

(3) 各種別の第１位から第５位までに、賞状を授与する。 

 

 

女子枠については調整中 
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  ９ 参加申込み方法 

(1) 所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、所属都道

府県スポーツ協会を通じて、2025年９月４日（木）までに申込手続きを完了すること。 

(2) 締切期限以降は所定のWebページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスできなくなるので、

締切期限を厳守すること。 

(3) Googleフォームを利用して、セカンド届・スポーツエントリーズチェック確認表・選手確認一覧表を申し込

むこと。日本連盟事務局より各都道府県事務局へ案内があるので、2025年９月４日（木）までに入力を完了

すること。 

(4) 都道府県大会又は選考会の記録について、2025年９月４日（木）までに別途下記提出先にメールにて送

付すること。 

 ＜提 出 先＞ 

ア  公益社団法人日本ボクシング連盟 

メール boxing@jabf.or.jp 

イ わたSHIGA輝く国スポ・障スポ東近江市実行委員会 

メール kokusupo-kyogi@city.higashiomi.lg.jp 

(5) 参加申込締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認めるものとし、「トップアスリートの国民

スポーツ大会参加資格の特例措置」の適応を受ける選手又は都道府県大会若しくは選考会に出場した選手に

限り認める。ただし、その場合、下記提出先に、それぞれ医師の診断書を添えて、文書で届けなければならな

い。また、参加申込み後の階級の変更は認めない。その取り扱いについては次のとおりとする。 

ア 提出期限 2025年９月27日（土）監督会議前日まで 

注 下記イ(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)への申込みについては書留郵便又は宅配便により送付すること。 

イ 提出先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

              公益社団法人日本ボクシング連盟 

TEL 03-6804-6751 FAX 03-6804-6752  

(ｲ) 〒520-0807 滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

               わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局 

        （滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 競技第一係） 

 TEL 077-528-3324 FAX 077-528-4836 

(ｳ) 〒527-8527 滋賀県東近江市八日市緑町10番5号 

            わたSHIGA輝く国スポ・障スポ東近江市実行委員会 

      TEL 0748-24-5675 FAX 0748-24-5571 

なお、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、大会終了後、別途所定の手続きにより、参加申込情報

を修正すること。 

 

10 参加上の注意 

(1) 個人で持参するもの 

選手手帳、健康保険証等、男女兼用健康申告書、競技用具（ユニフォーム、ヘッドガー 
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  ド（少年男子種別、女子種別）、シューズ、マウスピース、カッププロテクター、ローブローガード（女子種別）、

チェストガード（女子種別）等）。 

なお、競技用具等については、日本連盟競技規則に準ずる。 

(2) バンテージは本部から支給された日本連盟検定品を使用すること。 

(3) 競技中の疾病・負傷等の応急処置は主催者が行うが、以降の責任は負わない。 

(4) 選手手帳は大会日数分の記載欄があるもので、写真が貼付されているものであること。 

(5) 監督・セカンドは、日本連盟に2025年度の役員登録済みの者であること。セカンドについては、日本連盟

「公認セカンド制度に関する規程」に準ずる。 

(6) グローブについては、主催者が準備したものを使用する。 

(7) ヘッドガードは、日本連盟検定品を使用する。 

(8) 選手が競技で着用するユニフォームについては，国民スポーツ大会ユニフォーム規程に則ったものを着用す

ること。（原則として所属する都道府県名を表示する。種別の単位で都道府県ごとに統一するものとし、個人に

よって異なるものにしてはならない。） 

 

11 その他 

(1) スポーツエントリーズチェック確認・事前抽選 

2025年９月８日（月）午後４時から行われる事前抽選時にオンラインで行う。 

各都道府県監督またはセカンドが参加すること。事前抽選の案内は「９参加申込み方            法（3）

Googleフォームの利用」と合わせて日本連盟より行う。 

(2) スポーツエントリーズチェック 

2025年９月28日（日）午前11時から正午までの間に各都道府県監督及びセカンドが 

出席すること。 

・持参する物 

選手手帳、種別毎ユニフォーム（赤・青）、男女兼用健康申告書、セカンド手帳（インテグリティ研修受講者

のみ） 

(3) インテグリティ研修 

オンラインにて実施。なお、各種別のチーフセカンド（Ａ級セカンド）は必ず参加すること。（その他のセカン

ドは任意参加） 

(4) 監督会議 

日 時  2025年９月28日（日）午後１時 

場 所  東近江市埋蔵文化財センター 学習室 

〒521-1225 滋賀県東近江市山路町2225番地 

TEL 0748-42-5011  

(5) 開始式 

日 時  2025年９月28日（日）午後２時 

場 所  東近江市能登川アリーナ 

〒521-1225 滋賀県東近江市山路町2225番地 

TEL 0748-42-5099 FAX 0748-42-6111 

(6) 表彰式 
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日 時  2025年10月３日（金）競技終了後 

場 所  東近江市能登川アリーナ 

〒521-1225 滋賀県東近江市山路町2225番地 

TEL 0748-42-5099 FAX 0748-42-6111 

 (7) この要項以外の規程は下記を適用します。 

  ア 公益社団法人日本ボクシング連盟 競技規則 

  イ アマチュアボクシング競技 医事ハンドブック 

  ウ 公認セカンド制度に関する規程 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔８〕 
１ 期  日 

＜６人制種目＞ 2024 年 10 月６日（日）から 10 月９日（水）まで（４日間） 

種  別 10 月６日（日） 10 月７日（月） 10 月８日（火） 10 月９日（水） 

成年男子 １  回  戦 準 々 決 勝 
５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

成年女子 １  回  戦 準 々 決 勝 
準  決  勝 

５・７位決定戦 

３・４位決定戦 

決     勝 

少年男子 １  回  戦 ２  回  戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

少年女子 １  回  戦 ２  回  戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

注 10 月８日（火）の６人制種目成年女子５・７位決定戦は、ナイトゲーム実施のため 

準決勝を先に行う。 

 

＜ビーチバレーボール種目＞ 2024 年９月 14日（土）から９月 17 日（火）まで（４日間） 

種  別 ９月 14 日（土） ９月 15 日（日） ９月 16 日（月） ９月 17 日（火） 

少年男子 １  回  戦 ２  回  戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決      勝  

少年女子 １  回  戦 ２  回  戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決      勝  

 

４ 競技上の規程及び方法 

＜６人制種目＞ 

⑴ 競技規則 

2024 年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

注１ 競技は全試合５セット・マッチとする。ただし、少年男女については、１回戦から準々決勝、

５・７位決定戦までを３セット・マッチとする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

 

 

１ 期  日 

＜６人制種目＞ 2025 年９月 28日（日）から 10 月１日（水）まで（４日間） 

種  別 ９月 28 日（日） ９月 29 日（月） ９月 30 日（火） 10 月１日（水） 

成年男子 １  回  戦 準 々 決 勝 
５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

成年女子 １  回  戦 準 々 決 勝 
５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

少年男子 １  回  戦 ２  回  戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

少年女子 １  回  戦 ２  回  戦 

準 々 決 勝 

５・７位決定戦 

準  決  勝 

３・４位決定戦 

決     勝 

（削除） 

 

 

＜ビーチバレーボール種目＞ 2025 年９月６日（土）から９月９日（火）まで（４日間） 

種  別 ９月６日（土） ９月７日（日） ９月８日（月） ９月９日（火） 

少年男子 １  回  戦 ２  回  戦 
準 々 決 勝 

準  決  勝 

５・７位決定戦 

３・４位決定戦 

決  勝  戦 

少年女子 １  回  戦 ２  回  戦 
準 々 決 勝 

準  決  勝 

５・７位決定戦 

３・４位決定戦 

決  勝  戦 

 

４ 競技上の規程及び方法 

＜６人制種目＞ 

(1) 競技規則 

2025 年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。 

注１ 競技は成年男女は全試合 5 セット・マッチ、少年男女は決勝、準決勝、3 位 4 位決定戦が 5

セット・マッチとし、その他は 3セット・マッチとする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(7) 本大会に参加する監督・選手は、原則としてブロック大会に出場した監督・選手とし、変更は認めら

れない。（追記） 

 

競
技 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔９〕 
３ 種別及び参加人数 

 ○体操競技・新体操 

種  別 監督 選手 参加都道府県 小計 合計 

成年男子 体操競技 １ ５ 11  66 

624 

成年女子 体操競技 １ ５ 10  60 

少年男子 
体操競技 １ ５ 25 150 

新体操 １ ５ 10  60 

少年女子 
体操競技 １ ５ 25 150 

新体操 １ ５ 23 138 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

 

 ○トランポリン 

種  別 監督 選手 参加都道府県 小計 合計 

男子（成年少年共通） 
１ 

１ 10  20 
30～39 

女子（成年少年共通） １ 10  20 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

※ 男女同一出場県の監督については１人とする。 

※ 体操競技・新体操・トランポリンの参加総数は 661 人以内で調整する。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 公益財団法人日本体操協会制定の競技規則及び採点規則による。 

⑵ 体操競技の競技方法 

ア 成 年（団体総合競技） 

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順位は、

６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４種目の

各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

なお、成年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県

協会に通達する。 

イ 少 年（団体総合競技） 

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技による予選と決勝を行

う。予選での６種目の各種目ベスト４の得点総合計により上位 18チームを選び、決勝を行う。成

績順位は、決勝における６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技による予選と決勝を行う。予選

での４種目の各種目ベスト４の得点総合計により上位 18 チームを選び、決勝を行う。成績順位

は、決勝における４種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

３ 種別（種目）及び参加人数 

○ 体操競技・新体操・トランポリン 

種目・種別 監 督 選 手 
参加 

都道府県 

小 計 
合 計 

監督 選手 計 

体操競技 

成年男子 １ ５ 11 11 55 66 

661 

※上記の人数

内で調整 

成年女子 １ ５ 10 10 50 60 

少年男子 １ ５ 25 25 125 150 

少年女子 １ ５ 25 25 125 150 

新体操 
少年女子 １ ５ 23 23 115 138 

少年男子 １ ５ 10 10 50 60 

トランポリン 
男子 

1 
1 10 

10-19 
10 

30-39 
女子 1 10 10 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

（削除） 

（削除） 

 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 公益財団法人日本体操協会制定の競技規則（削除）による。 

(2) 体操競技の競技方法 

ア 成 年（団体総合競技） 

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順位は、

６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４種目の

各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

なお、成年男女の詳細な適用規則については、別途、公益財団法人日本体操協会のホームページ

にて周知する。 

イ 少 年（団体総合競技） 

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技による予選と決勝を行

う。予選での６種目の各種目ベスト４の得点総合計により上位18チームを選び、決勝を行う。成績

順位は、決勝における６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技による予選と決勝を行う。予選

での４種目の各種目ベスト４の得点総合計により上位18チームを選び、決勝を行う。成績順位は、

決勝における４種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。 

体
操
競
技 
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 なお、少年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県

協会に通達する。 

（注） 予選において同点が生じた場合、競技規則に準じて決勝通過順位を決定する。 

⑶ 新体操の競技方法 

適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県協会に通達する。 

ア 少年男子 

③ 個人競技 

個人競技の演技者として、団体の中から４名だけが出場できる。 

 

５ 予選方法 

  本大会に出場する都道府県代表チームを選出するため、下表によってブロック大会を行う。 

ブロック名 都道府県名 

体操競技 新体操 
トラン 

ポリン 

成
年
男
子 

成
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

男
子
共
通 

女
子
共
通 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 
青森、岩手、宮城、秋田、山形、

福島 
１ １ ３ ３ １ ３ １ １ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、

東京、神奈川、山梨 
１ １ ４ ４ １ ３ １ １ 

北信越 新潟、富山、石川、福井、長野 １ １ ２ ３ １ ２ １ １ 

東 海 岐阜、静岡、愛知、三重 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、

和歌山 
１ １ ３ ３ １ ４ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ３ ２ １ ２ １ １ 

四 国 徳島、香川、愛媛、高知 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

九 州 
福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄 
２ １ ４ ４ １ ３ １ １ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ １ １ １ １ 

計  11 10 25 25 10 23 10 10 

 

⑸ 申し込み方法 

ア 体操競技・新体操 

都道府県の協会は、参加申込書に種別、監督名、選手名（新体操は、予備登録選手２名を含む）

を明記の上、各種別それぞれ 1チームをブロック大会開催の都道府県協会に申込むこと。 

なお、少年男女の詳細な適用規則については、別途、公益財団法人日本体操協会のホームページ

にて周知する。 

（注） 予選において同点が生じた場合、競技規則に準じて決勝通過順位を決定する。 

(3)  新体操の競技方法 

適用規則については、別途、公益財団法人日本体操協会のホームページにて周知する。 

ア 少年男子 

③ 個人競技について 

個人競技の演技者として、団体の５名のうちから４名だけが出場できる。 

 

５ 予選方法 

  本大会に出場する都道府県代表チームを選出するため、下表によってブロック大会を行う。 

ブロック

名 
都道府県名 

体操競技 新体操 
トラン 

ポリン 

成
年
男
子 

成
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

少
年
男
子 

少

年
女
子 

男
子
共
通 

女
子
共
通 

北海道 北海道 １ １ １ １ １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ ３ ３ １ ３ １ １ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東

京、神奈川、山梨 
１ １ ４ ４ １ ３ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ ３ ２ １ ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ １ ３ ３ １ ３ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ２ ３ １ ２ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮

崎、鹿児島、沖縄 
１ １ ４ ４ １ ４ １ １ 

開催地枠 滋賀 １ １ １ １ １ １ １ １ 

計 11 10 25 25 10 23 10 10 

 

 

 

 

 
 

(5) 申込み方法 

ア 体操競技・新体操 

都道府県の協会は、参加申込書に種別、監督名、選手名（新体操は、予備登録選手２名を含

む）を明記の上、各種別それぞれ１チームをブロック大会開催の都道府県協会に申込むこと。 
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 ブロック大会の細部については、開催都道府県から指示する。 

イ トランポリン 

都道府県の協会は、参加申込書に、監督名、選手名を明記の上、各種別それぞれ１選手をブロッ

ク大会開催の都道府県に申込むこと。 

ブロック大会の細部については、開催都道府県協会から指示する。 

 

ブロック大会の細部については、開催都道府県協会から指示する。 

イ トランポリン 

都道府県の協会は、参加申込書に種別、監督名、選手名を明記の上、各種別それぞれ１選手を

ブロック大会開催の都道府県協会に申込むこと。 

ブロック大会の細部については、開催都道府県協会から指示する。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔10〕 １ 期  日   2024 年 10 月 10 日（木）から 10 月 14 日（月・祝）まで（５日間） 

種  別 
10 月 10 日

（木） 

10 月 11 日

（金） 

10 月 12 日

（土） 

10 月 13 日

（日） 

10 月 14 日

（月・祝） 

成年男子 
１ 回 戦 

(ナイトゲーム) 
１ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝 

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝  

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝 

少年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決 勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合計（人） 

成年男子 １ 12 16 208 

1,024 
成年女子 １ 11 16 192 

少年男子 １ 12 24 312 

少年女子 １ 12 24 312 

⑴ 成年男女において選手と監督は兼任できる。 

  ※今年度の成年女子においては、選手と監督を兼任した場合、選手の人数を最大 12 名登録するこ

とができる 

 

６ 予選方法 

⑷ 各ブロック大会区分及びその代表チーム数は次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ ３ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ３ ３ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ ３ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ １ ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ３ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ３ ３ ３ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 16 16 24 24 
 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 10 月３日（金） 10 月４日（土） 10 月５日（日） 10 月６日（月） 10 月７日（火） 

成年男子 
１ 回 戦 

(削除) 
準 々 決 勝 準  決  勝 決   勝  

成年女子  １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決     勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝 

少年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 決   勝 
 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合計（人） 

成年男子 １ 11 16 192 

1,024 
成年女子 １ 12 16 208 

少年男子 １ 12 24 312 

少年女子 １ 12 24 312 

⑴ 成年男女において選手と監督は兼任できる。 

  ※今年度の成年男子においては、選手と監督を兼任した場合、選手の人数を最大 12 名登録するこ

とができる。 

 

６ 予選方法 

(4) 各ブロック大会区分及びその代表チーム数は次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ３ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ２ ４ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ４ ４ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 16 16 24 24 
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７ 選手の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑶ 成年男子 

イ 登録選手は、12 名とする。 

⑷ 成年女子 

イ 登録選手は、11 名とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 選手の参加申し込み後の変更について（エントリー変更について） 

エ 他別途、JSPO が、国スポバスケットボール競技の予選免除大会と認めている大会(下記)以外は、

予選免除にはならない。 

・FIBA3x3 アジアカップ（3×3男子・女子） 

・UOQT2（3×3男子・女子） 

・OQT（3×3 男子・女子） 

・FIBA3x3 U18 ワールドカップ（3×3男子・女子） 

・FIBA3x3 U23 ワールドカップ（3×3男子・女子） 

・FIBA U18 女子アジア選手権 2024（5×5 女子） 

・FIBA U17 女子ワールドカップ 2024（5×5女子） 

・FIBA 女子ワールドカップ 2026 プレ予選（5×5 女子） 

・FIBA U18 アジア選手権 2024（5×5男子） 

 

８ 監督・スタッフの参加資格、他について 

⑵ 本大会に参加するスタッフは、監督１名、他スタッフ含めて合計５名以内とする。 

 

７ 選手の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑶ 成年男子 

イ 登録選手は、11 名とする。 

(4) 成年女子 

イ 登録選手は、12 名とする。 

 

※  成年男子・女子ともに選手の人数は最大 12名とする。（追記） 

※ 成年男子・女子ともに、「大学の所在地」は、所属都道府県の条件には当てはまらない。従って、

「大学の所在地」を根拠とした都道府県よりの参加はできない。（追記） 

※  成年男子・女子における、早生まれを除く高校２年生及び高校３年生の参加資格（所在地等）に

ついては、当該年４月１日時点での年齢が、成年 少年どちらの年齢域に属するかで判断する。（総

則５⑶ 選手の年齢基準に定める年齢による）（追記） 

 

⑺ 選手の参加申し込み後の変更について（エントリー変更について） 

エ 他別途、JSPO が、国スポバスケットボール競技の予選免除大会と認めている大会(下記)以外は、予

選免除にはならない。 

・全国中学校体育大会／第 55 回全国中学校バスケットボール大会（予選含む） 

＊ 他予選免除大会については、現在、JSPO に申請中   

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 監督・スタッフの参加資格、他について 

⑵  本大会に参加するスタッフは、監督１名、他スタッフ含めて合計 6名以内とする。 

＊ トレーナーについては、スタッフ(6名)枠内にてエントリ―すること。（追記） 

今大会より、活動制限区域内におけるビブス申請のトレーナーは認めない。（追記） 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔11〕 １ 期  日   2024 年 10 月６日（日）から 10 月９日（水）まで（４日間） 

種別 種  目 10 月６日（日） 10 月７日（月） 10 月８日（火） 10 月９日（水） 

成年

男子 

フリースタイル

レスリング 
  

１・２回戦 

準 々 決 勝 
準決勝・決勝 

グレコローマン 

レスリング 
１・２回戦 

準々・準決勝 

決    勝 

（ナイトゲーム） 

  

女子 女子レスリング 
62 ㎏級 

１・２回戦 

準々・準決勝 

決    勝 

（ナイトゲーム） 

53 ㎏級 

１・２回戦 

準 々 決 勝 

準決勝・決勝 

少年

男子 

フリースタイル 

レスリング 
      

１・２回戦 

準 々 決 勝 
準決勝・決勝 

グレコローマン 

レスリング 
１・２回戦 

準々・準決勝  

決勝 
  

（注）試合進行日程の詳細については、監督会議において発表する。 

（注）10 月 7日（月）成年グレコローマンレスリング・女子レスリング 62 ㎏級の決勝戦は、17 時 30 分

より開始しナイトゲームとする。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ ルール 

2024 年度公益財団法人日本レスリング協会のルールによる。ただし、一部国民スポーツ大会ルール

を適用する。 

 ⑺ 試合前の計量 

ア 出場選手は、所定の計量会場で定められた時間内に、メディカルチェック・計量を受け、合格し

なければならない。メディカルチェックは、10 月６日（日）及び 10 月８日（火）の午前８時から

順次行う（出場選手は、計量前にメディカルチェックを必ず受けて計量を行うこと）。 

出  場  選  手 計  量  時  間 

男子グレコローマンレスリング出場選手 

女子レスリング 62kg 級出場選手 
10 月６日(日)の午前８時 00 分から８時 30 分まで 

上記種別準々決勝出場選手 10 月７日(月)の午前８時 00 分から８時 15 分まで 

男子フリースタイルレスリング出場選手 

女子レスリング 53kg 級出場選手 
10 月８日(火)の午前８時 00 分から８時 30 分まで 

上記種別準決勝出場選手 10 月９日(水)の午前８時 00 分から８時 15 分まで 

（注）計量は、各スタイル１日目・２日目はともに、リミットとする。 

イ 計量を受ける選手は、本人の顔写真（４㎝×４㎝）を貼付した計量カードを携行し、計量の際、

所定の欄に計量委員から署名を受けるものとする。計量カード以外の身分証明書は、一切代用でき 

１ 期  日   2025 年 9 月 29 日（月）から 10 月 2日（木）まで（４日間） 

種別 種  目 9 月 29 日（月） 9 月 30 日（火） 10 月１日（水） 10 月 2 日（木） 

成年

男子 

フリースタイル 

レスリング 
１・２回戦 

準々・準決勝 

決    勝 
  

グレコローマン 

レスリング 
  

１・２回戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決   勝 

女子 女子レスリング １・２回戦 
準々・準決勝 

決    勝 
  

少年

男子 

フリースタイル 

レスリング 
１・２回戦 

準々・準決勝 

決    勝 
  

グレコローマン 

レスリング 
  

１・２回戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決   勝 

 （注）試合進行日程の詳細については、監督会議において発表する。 

   (削除) 

 

 

 

 

 
 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) ルール 

世界レスリング連盟（UWW）ルールによる。ただし、一部国スポルールを適用する。 

 

(7)  試合前の計量 

ア 出場選手は、所定の計量会場で定められた時間内に、メディカルチェック・計量を受け、合格し

なければならない。メディカルチェックは、9月 29 日（月）及び 10 月１日（水）の午前 8時 00 分

から順次行う（出場選手は、計量前にメディカルチェックを必ず受けて計量を行うこと）。 

出  場  選  手 計  量  時  間 

男子フリースタイルレスリング出場選手 

女子レスリング（削除）出場選手 
9 月 29 日(月)の午前 8時 00 分から 8時 30 分まで 

上記種別準々決勝出場選手 9 月 30 日(火)の午前 8時 00 分から 8時 15 分まで 

男子グレコローマンレスリング出場選手 

（削除） 
10 月 1 日(水)の午前 8時 00 分から 8時 30 分まで 

上記種別準決勝出場選手 10 月 2 日(木)の午前 8時 00 分から 8時 15 分まで 

（注）計量は、各スタイル１日目・２日目はともに、リミットとする。 

イ 計量を受ける選手は、本人の顔写真（４㎝×３㎝）を貼付した計量カードを携行し、計量の際、

所定の欄に（削除）署名をするものとする。計量カード以外の身分証明書は、一切代用できない。 

レ
ス
リ
ン
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 ない。 

エ 各スタイルとも計量の際は、計量カードに刻印を受け、計量開始時刻には所定の計量台前に全員

整列して待機しなければならない。 

⑼ チームの構成 

エ 計量失格、試合前の棄権等、マット上に最初から上がれない選手は、棄権負けではなく、不戦負

けとして取扱い、競技得点の対象としない。 

 

 

 

オ 試合の中止 

１クラスの申込み人員が１名のみの場合及び計量にパスした選手が１名のみの場合は、そのクラ

スの試合は中止し、そのクラスは競技得点対象外とする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑷ 

なお、都道府県大会に参加した選手は、都道府県大会終了後２週間以内、本大会に参加した選手は10

月23日（水）までに、各大会期間中の外傷・障害・健康調査票を公益財団法人日本レスリング協会スポ

ーツ医科学委員会に提出すること。（開封厳禁） 

 （注１）公益財団法人日本スポーツ協会ホームページの「スポーツドクター検索」から検索を 

     行うか、所属都道府県体育・スポーツ協会へ問い合わせること。 

     URL：https://www.japan-sports.or.jp/coach/DoctorSearch/tabid75.html 

     また、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクターであれば、スポーツ種目 

を問わず受診できる。 

  （注２）公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクター以外の医師診断書は認めない。 

 

 

 

８ 表  彰 

⑷ 表彰は、次のとおり行う。 

ア クラスの表彰は、各種目の試合終了後に行う。 

イ ７日（月）少年男子グレコローマンレスリングの表彰は、試合終了後直ちに行う。 

ウ 男女総合成績の表彰は、表彰式において行う。 

エ 女子総合成績の表彰は、表彰式において行う。 

 

９ 参加申込み方法 

⑸ 正副選手の交代は、正選手が負傷等正当な理由により出場不可能になった場合のみ、2024 年 10 月５

日（土）及び 10 月７日（月）の監督会議の議決により許可するものとする。なお、当該選手の監督

は、所定の参加選手交代（変更）届に添えて、医師の診断書を提出しなければならない。提出は、監

督会議の１時間前までとする。 

 

エ 各スタイルとも（削除）計量開始時刻には、所定の計量台前に全員整列して待機しなければなら

ない。 

⑼ チームの構成 

  エ 計量失格や理由のない棄権 

計量失格や理由なく試合を棄権した場合、不戦負けとなり、その選手は競技得点の対象としない。 

オ 負傷による棄権 

負傷をしてマットに上がれない場合は、大会ドクターの判断で医事証明書を発行してもらい、大

会本部に報告をすること。その選手は競技得点の対象とする。 

カ 試合の中止 

１クラスの申込み人員が１名のみの場合及び計量にパスした選手が１名のみの場合は、そのクラ

スの試合は中止し、そのクラスは競技得点対象外とする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(4) 

なお、都道府県大会に参加した選手は、都道府県大会終了後２週間以内、本大会に参加した選手に

ついては、10月16日（木）までに都道府県レスリング協会が取り纏めのうえ（追記）、各大会期間中

の外傷・障害・健康調査票を公益財団法人日本レスリング協会スポーツ医科学委員会に提出すること

（開封厳禁）。 

（注（削除）） 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページの「スポーツドクター検索」から 

検索を行うか、所属都道府県スポーツ協会へ問い合わせること。 

URL：https://www.japan-sports.or.jp/coach/DoctorSearch/tabid75.html 

また、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツドクターであれば、スポーツ種目を問わ 

ず受診ができる。 

（削除） 

(8) 国スポ諸規定、大会実施要項は、所属都道府県スポーツ協会へ問い合わせ確認すること。（追記） 

 

８ 表  彰 

(4) 表彰は、次のとおり行う。 

ア クラスの表彰は、各種目の試合終了後に行う。 

（削除） 

イ 男女総合成績の表彰は、総合表彰式において行う。 

ウ 女子総合成績の表彰は、総合表彰式において行う。 

 

９ 参加申込み方法 

(5) 正副選手の交代は、「正選手が負傷等正当な理由により出場不可能になった場合」のみ、2025 年 9

月 28 日（日）及び 9月 30 日（火）の監督会議の議決により許可するものとする。なお、当該選手の

監督は、所定の参加選手交代（変更）届に添えて、医師の診断書を提出しなければならない。提出は、

監督会議当日の午前 10時までとする。 
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 ⑹ 監督の交代（変更）は、特別な事情の場合のみ、2024 年 10 月 5 日（土）及び 10 月 7 日（月）の監

督会議の議決により許可するものとする。なお、参加資格等を確認した上で所定の監督交代（変更）

届を提出しなければならない。提出は、監督会議の１時間前までとする。 

⑺ 監督の【交代（変更）届 】は、PDF にてメールを公益財団法人日本レスリング協会へ送付、又は監

督会議（１時間前まで）に必ず提出すること。 

⑻  参加選手【交代（変更）届 ・ 棄権届】は、診断書（交代・変更届の場合）を添付のうえ、PDF にし

てメールを公益財団法人日本レスリング協会へ送付し、診断書の原本は監督会議（1時間前まで）に

必ず提出すること。 

 

10 参加上の注意  

⑴ 選手は、計量カードに必要な顔写真（４㎝×４㎝）１葉を携行のこと。 

 

 (6) 監督の交代（変更）は、「特別な事情」の場合のみ、2025 年 9 月 28 日（日）及び 9 月 30 日（火）

の監督会議の議決により許可するものとする。なお、参加資格等を確認した上で所定の監督交代（変

更）届を提出しなければならない。提出は、監督会議当日の午前 10 時までとする。 

 (7) 参加選手【交代（変更）届・棄権届】は、以下提出先に診断書（交代・変更届の場合）を添付の上

送付し、診断書の原本は監督会議当日の午前 10時までに必ず提出すること。なお、公益財団法人日本

レスリング協会への送付は、PDF にしてメールとする。 

 (8) 監督の【交代（変更）届】は、以下提出先へ送付又は監督会議当日の午前 10 時までに必ず提出する

こと。なお、公益財団法人日本レスリング協会への送付は、PDF にしてメールとする。 

 

10 参加上の注意  

(1) 選手は、計量カードに必要な顔写真(４㎝×３㎝)１葉を携行のこと。 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔12〕 １ 期  日  2024年９月28日（土）から10月１日（火）まで（４日間） 

[計測 ９月26日（木）・９月27日（金）、トライアルレース ９月27日（金）]  

月  日 時  間 内  容 

９月26日（木） ９:00～17:00 計  測  （佐賀県ヨットハーバー） 

９月27日（金） 
８:30～10:00  計測予備日 （佐賀県ヨットハーバー） 

16:30～17:30 監督会議  （佐賀県ヨットハーバー式典テント） 

 

10月１日（火） 

13:00～13:30 

14:00～14:30 
種目別表彰式（佐賀県ヨットハーバー式典テント） 

15:00～15:40 総合表彰式 （佐賀県ヨットハーバー式典テント） 

 

 

 
 

月 日 
予告信号 

時 刻 
Ａ・Ｃ海面 

予告信号 

時 刻 
Ｂ・Ｃ海面 

９月 27 日 

（金） 

10:55 

11:02 

11:09 

12:55 

 

13:02 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

10:55 

11:02 

 

11:55 

12:55 

13:02 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

ﾄﾗｲｱﾙﾚｰｽ 

９月 28 日 

（土） 

９:25 

９:32 

９:39 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第１レース 

第１レース 

第１レース 

９:25 

９:32 

 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第１レース 

第１レース 

引続き 少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第２レース 

第２レース 

第２レース 

引続き 少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第２レース 

第２レース 

12:55 

 

13:02 

成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第１レース 

 

第１レース 

11:55 

引続き 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

第１レース 

第２レース 

引続き 成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第２レース 

 

第２レース 

14:25 

14:32 

成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

第 1レース 

第１レース 

引続き 

 

成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

第２レース 

第２レース 
 

１ 期  日   2025年９月28日（日）から10月１日（水）まで（４日間） 

[計測 ９月26日（金）・９月27日（土）、トライアルレース ９月27日（土）]  

月  日 時  間 内  容 

９月26日（金） ９:00～17:00 
大会装備検査  （滋賀県立柳が崎ヨットハーバー 

大津市柳が崎特設セーリング会場） 

９月27日（土） 
８:30～10:00 

大会装備検査予備日 （滋賀県立柳が崎ヨットハーバー 

大津市柳が崎特設セーリング会場） 

16:30～17:30 監督会議  （大津市柳が崎特設セーリング会場式典テント） 

 

10月1日（水） 

13:00～13:30 

14:00～14:30 
種目別表彰式（大津市柳が崎特設セーリング会場式典テント） 

15:00～15:40 総合表彰式 （大津市柳が崎特設セーリング会場式典テント） 

 

月 日 
予告信号 

時 刻 
Ａ海面 

予告信号 

時 刻 
Ｂ海面 

９月 27 日 

（土） 

10:55 

11:02 

 

12:55 

13:02 

13:09 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

（削除） 

成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

トライアルレース 

トライアルレース 

 

トライアルレース 

トライアルレース 

トライアルレース 

11:05 

11:12 

11:19 

 

13:05 

13:12 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

（削除） 

成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

トライアルレース 

トライアルレース 

トライアルレース 

 

トライアルレース 

トライアルレース 

９月 28 日 

（日） 

９:55 

10:02 

 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

（削除） 

第１レース 

第１レース 

 

10:05 

10:12 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第１レース 

第１レース 

引続き 少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

（削除） 

第２レース 

第２レース 

引続き 少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第２レース 

第２レース 

12:55 

13:02 

13:09 

成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第１レース 

第１レース 

第１レース 

12:05 

引続き 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第１レース 

第２レース 

引続き 成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第２レース 

第２レース 

第２レース 

14:35 

14:42 

成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

第 1レース 

第１レース 

引続き 

 

成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

第２レース 

第２レース 
 

競
技 
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９月 29 日 

（日） 

９:25 

 

９:32 

成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第３レース 

 

第３レース 

９:25 

引続き 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

第３レース 

第４レース 

引続き 成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第４レース 

 

第４レース 

11:55 

12:02 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第３レース 

第３レース 

引続き 少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第４レース 

第４レース 

12:55 

13:02 

13:09 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第３レース 

第３レース 

第３レース 

14:25 

14:32 

成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

第３レース 

第３レース 

引続き 少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第４レース 

第４レース 

第４レース 

引続き 成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

第４レース 

第４レース 

９月 30 日 

（月） 

９:25 

９:32 

９:39 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第５レース 

第５レース 

第５レース 

９:25 

９:32 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第５レース 

第５レース 

引続き 成年女子ＩＬＣＡ６級 第６レース 10:55 

引続き 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

第５レース 

第６レース 

12:55 

 

13:02 

成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第５レース 

 

第５レース 

13:55 

14:02 

成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

第５レース 

第５レース 

引続き 成年男子４７０級 

 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第６レース 

 

第６レース 

引続き 

 

成年男子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

成年女子国ｽﾎﾟウインドサーフィン級 

第６レース 

第６レース 

10 月１日 

（火） 

９:25 

９:32 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

第６レース 

第６レース 

９:25 

９:32 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第６レース 

第６レース 

⑴ 各海面の引続き行うレースは、その前のレースの各種目終了後引続き行う。 

⑵ 天候等の事情により、競技日程及びレース海面は、レース委員会において変更することがある。 

⑶ 10月１日（火）には、11時00分より後に予告信号を発しない。 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

⑶ 各種目で使用する艇及びボードは選手の所有するもの、都道府県が所有するもの、またはチャータ

ーしたもので、参加都道府県が持参するものとする。 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 2021-2024 セーリング競技規則（以下「RRS」という。）に定義された規則を適用する。 

なお、本実施要項は、RRS におけるレース公示に該当するものである。 

RRS の定義：規則（ｇ）に基づくその他の文書には、サポートチーム規程（STR）及び計測指示書が 

９月 29 日 

（月） 

９:55 

10:02 

10:09 

成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第３レース 

第３レース 

第３レース 

10:05 

引続き 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第３レース 

第４レース 

引続き 成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第４レース 

第４レース 

第４レース 

12:05 

12:12 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第３レース 

第３レース 

引続き 少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第４レース 

第４レース 

13:25 

13:32 

 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

（削除） 

第３レース 

第３レース 

14:35 

14:42 

成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

第３レース 

第３レース 

引続き 少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

（削除） 

第４レース 

第４レース 

 

引続き 成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

第４レース 

第４レース 

９月 30 日 

（火） 

９:55 

10:02 

 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

（削除） 

第５レース 

第５レース 

10:05 

10:12 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第５レース 

第５レース 

12:25 

12:32 

12:39 

成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第５レース 

第５レース 

第５レース 

11:05 

引続き 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

成年女子ＩＬＣＡ６級 

第５レース 

第６レース 

引続き 成年男子４７０級 

成年女子セーリングスピリッツ級 

成年男子ＩＬＣＡ７級 

第６レース 

第６レース 

第６レース 

14:05 

14:12 

成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

第５レース 

第５レース 

引続き 成年男子国スポウインドサーフィン級 

成年女子国スポウインドサーフィン級 

第６レース 

第６レース 

10 月１日 

（水） 

９:25 

９:32 

少年男子４２０級 

少年女子４２０級 

第６レース 

第６レース 

９:35 

９:42 

少年男子ＩＬＣＡ６級 

少年女子ＩＬＣＡ６級 

第６レース 

第６レース 

 

(1) 各海面の引続き行うレースは、その前のレースの各種目終了後引続き行う。 

(2) 天候等の事情により、競技日程及びレース海面は、レース委員会において変更することがある。 

 (3) 10月１日（水）には、11時00分より後に予告信号を発しない。 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

(3) 各種目で使用する艇及びボードは選手の所有するもの、都道府県が所有するもの、またはチャー

ターしたもので、参加都道府県が持参するものとする。なお、チャーター艇の場合、計測証明書の

有効性を確認するため借用書等の証憑を持参すること。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 2025-2028 セーリング競技規則（以下「RRS」という。）に定義された規則を適用する。 

なお、本実施要項は、RRS におけるレース公示に該当するものである。 

RRS の定義：規則（ｇ）に基づく大会を管理するその他の文書には、サポートチーム規程（STR）及 
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 含まれる。 

各クラス規則のセール番号及び艇体番号の同一性に関する条項並びに個人会員登録（艇及びセール

登録は除く）に関する条項は適用しない。 

[NP] [DP]本大会は、公益財団法人日本スポーツ協会の「国民体育大会企業協賛に関するガイドライ

ン」（平成 22 年 12 月 16 日制定）に基づき、一切の広告が制限される。 

⑷ 本大会における上告の権利は、RRS70.5(b)及び日本セーリング連盟規程 5.4 に基づき否認される。 

⑹ レースに使用する艇は、クラス規則、４７０級及び４２０級は計測証明書に合致していなければな

らない（RRS78 参照）。さらに、レース前にテクニカル委員会による計測を受けるか、または、その承

認を得たものに限られる。 

 

各種目共、各レース終了後に任意に抜き取り、海上または陸上で計測を行うことがある。 

 

⑻ ＩＬＣＡ７級及びＩＬＣＡ６級は水上にいる間は、直径６ｍｍ、長さ８ｍ以上のバウ・ラインをバ

ウ・アイにつけておかなければならない。 

⑾ レース前の計測時には、艇及びボードは乾燥した状態でなければならない。 

⑿ 計測後の艇及びボード等は、テクニカル委員会の許可なく装備の修理及び交換をすることができな

い。計測済みの艇及びボード等に、破損その他事故が生じたときは、テクニカル委員会の承認により、

改めて計測を受けたものに限り、使用を許されることがある。 

⒁ [NP] [DP]各種目のセールには、県名と県番号を付けていなければならない。県名（片面･スターボー

ド側）は、４７０級、セーリングスピリッツ級、４２０級は１字 450 ㎜×450 ㎜で太さ 40 ㎜、国スポ

ウインドサーフィン級、ＩＬＣＡ７級、ＩＬＣＡ６級は１字 380 ㎜×380 ㎜で太さ 32 ㎜ 、県番号（両

面・スターボード側上位）は、１字 270 ㎜×150 ㎜で太さ 40 ㎜とし、色は黒色でほぼ一定の太さのラ

インで書かれたものであること。 

⒄ [NP] [DP]県名、県番号及び識別マークの表示位置 

県名、県番号及び識別マークの表示位置、計測の手順及び提出書類、また大会期間中の装備の交換と

修理に関しては、大会ホームページに掲載される計測指示書に示す。 

⒆ 競技者への通告は、第 78 回国民スポーツ大会（ＳＡＧＡ２０２４）セーリング競技会ホームページ

（以下「大会ホームページ」という。）に設置された公式掲示板に掲示される。公式掲示板はオンライ

ンのみとし、ホームページの不具合等は、艇からの救済の要求の根拠とはならない。これは、RRS60.1(b)

を変更している。 

 

８ 参加申込み方法 

⑵ 下記の書類は、2024 年８月 16 日（金）までに送付すること。 

 

 

 

 

 

 

び大会装備規定が含まれる。 

各クラス規則のセール番号及び艇体番号の同一性に関する条項並びに個人会員登録（艇及びセール

登録は除く）に関する条項は適用しない。 

[NP] [DP]本大会は、公益財団法人日本スポーツ協会の「国民スポーツ大会企業協賛に関するガイド

ライン」（令和 6年 1月 1日制定）に基づき、一切の広告を制限する。 

(4) 本大会の上告の権利は、RRS70.3(c)及び日本セーリング連盟規程 5.4 に基づき否認される。 

(6) レースに使用する艇は、クラス規則、４７０級及び４２０級は計測証明書に合致していなければな

らない（RRS78 参照）。さらに、レース前にテクニカル委員会による検査を受け、（削除）承認を得

たものに限られる。 

すべての艇は大会装備検査終了後から最終レース終了まで常にクラス規則に従っていなければなら

ない。（追記）各種目共、各レース終了後に任意に抜き取り、水上または陸上で検査を行うことがあ

る。 

(8) [DP]（追記）ＩＬＣＡ７級及びＩＬＣＡ６級は水上にいる間は、直径６㎜、長さ８m 以上の曳航用

のロープをバウ・アイにつけておかなければならない。 

(11) レース前の検査時には、艇及びボードは乾燥した状態でなければならない。 

(12) 検査後の艇及びボード等は、テクニカル委員会の許可なく装備の修理及び交換をすることができな

い。検査済みの艇及びボード等に、破損その他事故が生じたときは、テクニカル委員会の承認により、

改めて検査を受けたものに限り、使用を許されることがある。 

(14) [NP] [DP]各種目のセールには、県名と県番号を付けていなければならない。県名（片面･スターボ

ード側）は、４７０級、セーリングスピリッツ級、４２０級は１字 450 ㎜×450 ㎜で太さ 40 ㎜、国

スポウインドサーフィン級、ＩＬＣＡ７級、ＩＬＣＡ６級は１字 380 ㎜×380 ㎜で太さ 32㎜ 、県番

号（両面・スターボード側上）は、１字 270 ㎜×150 ㎜で太さ 40㎜とし、色は黒色でほぼ一定の太さ

のラインで書かれたものであること。なお、各寸法は＋－5%の許容差を認める。（追記） 

 (17) [NP] [DP]県名、県番号及び識別マークの表示位置 

県名、県番号及び識別マークの表示位置、検査の手順及び提出書類、また大会期間中の装備の交換

と修理に関しては、大会ホームページに掲載される大会装備規程に示す。 

(19) 競技者への通告は、第 79 回国民スポーツ大会（わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ）セーリング競技

会ホームページ（以下「大会ホームページ」という。）に設置された公式掲示板に掲示される。公式掲

示板はオンラインのみとし、ホームページの不具合等は、艇からの救済の要求の根拠とはならない。

これは、RRS61.1(a)を変更している。 

 

８ 参加申込み方法 

(2) 下記の提出書類は、所定のファイルに添付し、PDF 形式の電子データに変換したうえで、2025 年８

月 13 日(水)までに電子メールで提出すること。 
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 申 込 先 必 要 書 類 

公益財団法人日本セーリング連盟 

〒160-0013 

東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE９階 

TEL 03-6447-4881 

FAX 03-6447-4882  

E-mail: kokutai@jsaf.or.jp  

参加資格証明書（所定のファイルに添付） 

1. 監督・選手は 2024 年日本セーリング連盟メンバーズ

カード（電子版）の写し 

2. 監督は公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指

導者登録証（裏面）の写し 

3. 選手は日本セーリング連盟バッジテスト認定証の写し 

 

10 その他 

⑴ 帆走指示書は 2024 年７月 31日（水）までに大会ホームページに公開する。 

帆走指示書についての質問は 2024 年８月 30 日（金）まで文書で受け付ける。 

質問の送り先は、日本セーリング連盟宛とする。質問についての回答は、大会ホームページの公式掲

示板に掲示する。 

 

提 出 先 提 出 書 類 

公益財団法人日本セーリング連盟 

国スポ委員会（追記） 

（削除） 

 

 

 

E-mail: kokutai@jsaf.or.jp 

参加資格証明書（所定のファイルに添付し、PDF 形式の電

子データに変換したうえで、電子メールで提出する） 

1. 監督・選手は 2025 年日本セーリング連盟メンバーズ

カード（電子版） 

2. 監督は公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指

導者登録証（裏面）、または電子版登録証 

3. 選手は日本セーリング連盟バッジテスト認定証 

 

10 その他 

(1) 帆走指示書は 2025 年７月 31日（木）までに大会ホームページに公開する。 

（削除） 

 

 

  

30



第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔13〕 ５ 予選方法 

⑵ ブロック大会 

ウ ブロック大会区分及び本大会代表選手数は、下表のとおりとする。なお、本大会への申込階級

は、都道府県からの選考選手との重複は認めない。 

〇 成年男子 

ブ ロ ッ ク 名 都 道 府 県 名 選 手 数 

北海道 北海道 ２名 ２名 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １位は２名、２～５位は１名 ６名 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 
１～２位は２名、3～5 位は 1名 ７名 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １位は２名、２～５位は１名 ６名 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

九 州 
福岡、熊本、大分、長崎、宮崎、 

鹿児島、沖縄 
１～２位は２名、３～４位は１名 ６名 

開催県 佐賀 ２名 ２名 

計 45 名 
 

５ 予選方法 

(2) ブロック大会 

ウ ブロック大会区分及び本大会代表選手数は、下表のとおりとする。なお、本大会への申込階級

は、都道府県からの選考選手との重複は認めない。 

〇 成年男子 

ブ ロ ッ ク 名 都 道 府 県 名 選 手 数 

北海道 北海道 ２名 ２名 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １位は２名、２～５位は１名 ６名 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、 

神奈川、山梨 
１～２位は２名、3～5 位は 1名 ７名 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １位は２名、２～４位は１名 ５名 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １位は２名、２～３位は１名 ４名 

九 州 
福岡、佐賀、熊本、大分、長崎、宮崎、 

鹿児島、沖縄 
１～２位は２名、3～5 位は１名 ７名 

開催県 滋賀 ２名 ２名 

計 ４５名 
 

競
技 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔14〕 １ 期   日   2024 年 10 月 10 日（木）から 10月 14 日（月）まで（５日間） 

種  別 
10 月 10 日

（木） 

10 月 11 日

（金） 

10 月 12 日

（土） 

10 月 13 日

（日） 

10 月 14 日

（月） 

成年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決  勝 

成年女子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決  勝 
 

少年男子 １ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決  勝 
 

少年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準 々 決 勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決  勝 

 

３ 種別及び参加人数 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ 12 19 247 

910 
成年女子 １ 12 16 208 

少年男子 １ 12 16 208 

少年女子 １ 12 19 247 

（注）成年選手は、同種別の監督を兼任することができる。 

 

５ 予選方法 

⑸  ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ３ ３ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ ２ ３ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ３ ２ ３ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 19 16 16 19 
 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 10月３日(金) 10月４日(土) 10月５日(日) 10月６日(月) 10月７日(火) 

成年男子 １ 回 戦 準 々決勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
（削除） 

成年女子 １ 回 戦 ２ 回戦 準 々決勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回戦 準 々決勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 

少年女子 １ 回 戦 準 々決勝 準 決 勝 
３位決定戦 

決   勝 
（削除） 

 

 

３ 種別および参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合計（人） 

成年男子 １ 12 16 208 

910 
成年女子 １ 12 19 247 

少年男子 １ 12 19 247 

少年女子 １ 12 16 208 

 （注）成年選手は、同種別の監督を兼任することができる。 

 

５  予選方法 

(5) ブロック大会区分および代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック 

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ３ ４ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ３ ３ ２ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 16 19 19 16 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
  

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

⑴ 原則として、公益財団法人日本ハンドボール協会に登録したチーム、チーム役員、選手であること。 

 

 

 

 

 

 

⑶ すべての種別のチーム構成は、単一または、２チーム以上の混成チームにしてもよい。 

 

⑷ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ハンドボールコー

チ１、公認ハンドボールコーチ２、または公認ハンドボールコーチ３、公認ハンドボールコーチ４の

いずれかの資格を有すること。また、有効期限は 2025 年３月 31 日以降のものでなければならない。 

 

10 参加上の注意 

 ⑷ ユニフォームは、写真で規程の物であるか確認を行う。競技で使用する全種類のユニフォームの写

真を指定された撮影方法で撮り、鮮明にわかる写真を 2024 年 9 月 4 日（水）までに上記ウ E-mail：

saga2024handball@city.kanzaki.lg.jp に送ること。 

⑺ 試合会場のみ松ヤニ・松ヤニスプレーの使用を認める。練習会場での松ヤニ・松ヤニスプレーの使用

（松ヤニ等の付いたボールも含む）は禁止する。練習会場には、若干数の練習球を用意する。 

 

６  参加資格、所属都道府県および選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

(1) 原則として、公益財団法人日本ハンドボール協会に登録したチーム、チーム役員および選手である

こと。リーグ H及び大学生登録チームは単独チームとしては出場できない。リーグ H加盟チーム選手

及び大学生選手は、「ふるさと登録」制度を利用してのみ、出身小学校・中学校・高校のいずれかの所

在都道府県から出場できる。ただし、居住地や勤務地が出身小学校・中学校・高校のいずれかの所在

地と同一である場合にも、個人として出場が可能となる。強化の実情やチーム編成・体制など、制度

変更の移行期のためのやむを得ない事情がある場合のみ例外として居住地・勤務地での出場を認め

る。（追記） 

(3)  リーグ及び学生連盟に加盟・登録していない種別のチーム構成は、単一または、２チーム以上の

混成チームにしてもよい。 

(4)  監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、（削除）公認ハンドボ

ールコーチ３または公認ハンドボールコーチ４の資格を有すること。また、有効期限は 2026 年３月

31 日以降のものでなければならない。 

 

10 参加上の注意 

(4)  各チーム代表者は、競技に使用する全種類のユニホームを持参のうえ、監督・代表者会議に必ず出

席すること。ユニホームが規定のものかどうかの確認を受け、１回戦の対戦チーム同士で調整を行う。 

(7)  試合会場のみ松ヤニ・松ヤニスプレーの使用を認める。練習会場での松ヤニ・松ヤニスプレーの使

用は禁止する。練習会場には、若干数の練習球を用意する。 

松ヤニ・松ヤニスプレー・松ヤニクリーナーは、出場チームで用意することとする。（追記） 

 

 

  

※(1)～(3)協議事項3での審議対象
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔15〕 １ 期  日   2024 年 10 月６日（日）から 10 月 10 日(木)まで（５日間） 

種 目 
10 月６日

(日) 

10 月７日

(月) 

10 月８日

(火) 

10 月９日

(水) 

10 月 10 日

(木) 

個人ロードレース 

（男子Ａ・男子Ｂ・

女子） 

    決  勝 

１km タイムトライアル 

（男子Ａ・男子Ｂ） 
  決  勝   

500m タイムトライアル 

（女子） 
   決  勝  

ケイリン 

（男子Ａ・男子

Ｂ・女子） 

第１回戦 
敗者復活戦 

 
１/２決 勝 

７～12 位 

決定戦 

決  勝 

 

スプリント 

（男子Ａ・男子

Ｂ・女子） 

予  選 １/８決勝 
１/４決勝 

１/２決勝 

５～８位 

決定戦 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

 

ポイント・レース 

（男子Ａ・男子

Ｂ・女子） 

 予  選 決  勝   

スクラッチ 

（男子Ａ・男子Ｂ・

女子） 

 予  選 決  勝   

４km チーム・パーシュート 

（男子） 
予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

   

チームスプリント 

（男子・女子） 
予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

   

競技日程については、参加人数、参加状況により変更することがある。 

 

１ 期  日   2025 年９月 21 日（日）から９月 25 日(木)まで（５日間） 

種 目 
９月 21 日 

(日) 

９月 22 日 

(月) 

９月 23 日 

(火) 

９月 24 日 

(水) 

９月 25 日 

(木) 

個人ロ ー ド ・ レ ー ス 

（男子Ａ・男子Ｂ・女

子） 

決  勝    （削除） 

１kmタ イ ム ト ラ イ ア ル 

（男子Ａ･男子Ｂ） 
  （削除） 決  勝  

500mタイムトライアル 

（女子） 

※国際基準改定によ

り、現在調整中 

   （削除） 決  勝 

ケイリン 

（男子Ａ・男子Ｂ・女

子） 

（削除） １ 回 戦 
敗者復活戦 

２ 回 戦 
１/２決勝 

７～12 位 

決定戦 

決  勝 

スプリント 

（男子Ａ ・男子Ｂ・女

子） 

（削除） 予  選 １/８決勝 
１/４決勝 

１/２決勝 

５～８位 

決定戦 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

ポイント・レース 

（男子Ａ ・男子Ｂ・女子） 
 （削除） 予  選 決  勝  

スクラッチ 

（男子Ａ ・男子Ｂ・女子） 
 （削除） 予  選 決  勝  

４kmチ ー ム ・ パ ー シ ュ ー ト 

（男子） 
（削除） 予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

  

チ ー ム ス プ リ ン ト 

（男子・女子） 
（削除） 予  選 

３・４位 

決定戦 

１・２位 

決定戦 

  

競技日程については、参加人数、参加状況により変更することがある。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 ２ 会  場   

トラックレース   武雄市 

ロードレース    大分県日田市 

 

３ 種別及び参加人員  

種別 種 目 監督 
スタッ

フ 
選 手 

参加都 

道府県 

合計

（人） 

男子Ａ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

２ 

〈１〉 

３ 

３ 

47 517 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ・レース 

１㎞タイムトライアル 〈１〉 

個人ロードレース <２> 

男子Ｂ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ・レース 

１㎞タイムトライアル 〈１〉 

個人ロードレース <２> 

男子 
トラック 

団体種目 

４km チーム・パーシュート <５> <４> 

チームスプリント <４> <３> 

女子 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン  

 

 

 

<１> 

３ 

 

  

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ・レース 

500ｍタイムトライアル <１> 

個人ロードレース <２> 

トラック 

団体種目 
チームスプリント <３> <２> 

 

(注１) 種別は、最新版のＪＣＦ競技規則第６条１（競技者のカテゴリ（区分））に準じ、男子Ａ（U23 カ

テゴリ以上）、男子Ｂ（ジュニアカテゴリ）、女子（ジュニアカテゴリ以上）の３つで区分する。 

男女ともにユース（U17）以下は参加することができない。 

ＪＣＦ登録者規程第３条（競技者）に準じた選手が参加できる（2022 年競技規則Ｐ52 第３条改

訂する）。 

２ 会  場   

 (1) ロード・レース  東近江市 

 (2) トラック・レース 京都府向日市 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種別 種 目 監督 
スタ

ッフ 
選 手 

参加都

道府県 

合計

（人） 

男子Ａ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

２ <１> 

３ 

３ 

47 517 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ 

１km タイムトライアル <１> 

個人ロード・レース <２> 

男子Ｂ 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ 

１km タイムトライアル <１> 

個人ロード・レース <２> 

男子 
トラック 

団体種目 

４km チーム・パーシュー

ト 
<５> <４> 

チームスプリント <４> <３> 

女子 

トラック 

・ 

ロード 

ケイリン 

３ 

３ 

スプリント 

ポイント・レース 

スクラッチ 

500m タイムトライアル 

※国際基準改定により、 

現在調整中 

<１> 

個人ロード・レース  <２> 

トラック団

体種目 

チームスプリント 
<３> 

<２> 

 

（注１）種別は、最新版の公益財団法人日本自転車競技連盟競技規則第６条１（競技者のカテゴリ(区分））

に準じ、男子 A（U23 カテゴリ以上）、男子 B(ジュニアカテゴリ)、女子(ジュニアカテゴリ以上)の

３つで区分する。男女ともにマスターズ以上、ユース（U17）以下は参加することができない。公

益財団法人日本自転車競技連盟登録者規程第３条（競技者）に準じた選手が参加できる (削除）。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 (注２) 女子監督及びスタッフは男子Ａ・男子Ｂ監督２名のうち１名が兼務をする。 

（注４） ロードレース：１都道府県各種別２名以内とし、トラック個人５種目の中の選手と 

            兼ねることができる。 

（注７） 男子１㎞タイムトライアル、女子 500ｍタイムトライアル出場の選手は、他のトラック 

競技個人種目１種目を兼ねることができる。 

個人種目については、必ずしもトラックレースとロードレースを兼ねる必要はない。 

(注８) 男子Ａの選手は監督を兼務することができる。 

 

 

 

５ 予選方法 

公益財団法人日本自転車競技連盟加盟団体は、都道府県体育・スポーツ協会と連絡の上、本大 

会実施要項に準じて都道府県大会を実施する。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑵ 最新版のＪＣＦ競技規則（競技者のカテゴリ（区分））に準じ、各種別（男子Ａ、男子Ｂ、女子）に参加できる者

の年齢は、次のとおりとする。 

 

８ 表  彰 

 

９ 参加申込み方法 

⑴ 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、所属

都道府県体育・スポーツ協会を通じて、2024 年８月 28 日（水）までに申込み手続きを完了すること。 

 

10 参加上の注意 

⑵ 選手および監督の変更・欠場の手続きは監督会議までとする。手続きは、所定の用紙により総務委員

長に提出する。 

監督会議までの提出先は下記の通りとする。 

ア 〒141-0021 東京都品川区上大崎三丁目３番１号 自転車総合ビル５階 

公益財団法人日本自転車競技連盟 

e-mail gyomu@jcf.or.jp TEL 03-6277-2690 

 

⑶ また、やむを得ない事情で選手の欠場を行う場合については、下記の通りとする。 

ア （トラックレース） 

      当該種目初戦前日の午後４時までに、所定の用紙を総務委員長へ提出する。 

イ （ロードレース） 

     トラックレース表彰式終了時までに、所定の用紙を総務委員長へ提出する。 

 

（注２）監督は１都道府県２名とし、いずれかの監督が２種別の監督を兼務する。 

（注４）ロード・レース： １都道府県各種別２名以内とし、トラック個人５種目の中の選手と兼ねることがで
きる。 

（注７）男子１km タイムトライアル、女子 500m タイムトライアル（※国際基準改定により、現在調整中）出

場の選手は、他のトラック競技個人種目１種目を兼ねることができる。 個人種目については、

必ずしもトラック・レースとロード・レースを兼ねる必要はない。  

（注８）予備登録競技者は各種別２名までとする。 

（注９）男子Ａ及び 19 歳以上の女子の選手は監督を兼務することができる。 
 

 

５ 予選方法 

公益財団法人日本自転車競技連盟加盟団体は、都道府県（削除）スポーツ協会と連絡の上、本大会実施

要項に準じて都道府県大会を実施する。 

 

６ 参加資格等 

(2) 最新版の公益財団法人日本自転車競技連盟競技規則第６条１（競技者のカテゴリ（区分））に準じ、各種別

（男子Ａ、男子Ｂ、女子）に参加できる者の年齢は、次のとおりとする。 

 

８ 表彰方法 

 

９ 参加申込方法 

(1) 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の 

  上、所属都道府県（削除）スポーツ協会を通じて、2025 年８月 20日（水）までに申込み手続きを完了

すること。 

 

10 参加上の注意 

(2) 選手および監督の変更・欠場の手続きは監督・選手受付終了までとする。手続きは、所定の用紙に

より総務委員長に提出する。 

監督・選手受付終了までの提出先は下記のとおりとする。 

ア 〒141-0021 東京都品川区上大崎三丁目３番１号 自転車総合ビル５階 

公益財団法人日本自転車競技連盟 

e-mail gyomu2@jcf.or.jp TEL 03-6277-2690 

   

(3) 選手の変更・欠場は監督・選手受付終了までとするが、その後は当該種目初戦前日の午後３時まで

とする。変更手続きは、所定の用紙により総務委員長に提出する。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔16〕 １ 期  日   2024 年 9 月 21 日（土）から 9月 24 日（火）まで（4日間） 

種  別 9 月 21 日（土） 9 月 22 日（日） 9 月 23 日（月） 9 月 24 日（火） 

成年男子 １・２・３回戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

成年女子 
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

少年男子   
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

少年女子   
１ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ ５ 47 282 

648 
成年女子 １ ５ 21 126 

少年男子 １ ５ 24 144 

少年女子 １ ５ 16 96 

 

５ 予選方法 

⑵ 各ブロック大会主管連盟は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大会に出場する代

表を決定する。ただし、成年男子の代表はブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

⑶ ブロック大会の所属都道府県及びその選抜チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ３ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ２ １ 
 

１ 期  日   2025 年 10 月 3 日（金）から 10 月 6日（月）まで（４日間） 

種  別 10 月 3 日（金） 10 月 4 日（土） 10 月 5 日（日） 10 月 6 日（月） 

成年男子 
１  回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

成年女子 １・２・３回戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

  

少年男子   
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

少年女子   
１ ・ ２ 回 戦 

準 々 決 勝 

準 決 勝 

決     勝 

３～８位決定戦 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ ５ 16 96 

648 
成年女子 １ ５ 47 282 

少年男子 １ ５ 21 126 

少年女子 １ ５ 24 144 

 

５ 予選方法 

(2) 各ブロック大会主管連盟は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大会に出場する代

表を決定する。ただし、成年女子の代表はブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

(3) ブロック大会の所属都道府県及びその選抜チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年 

男子 

少年

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 1 1 1 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 2 2 3 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 2 3 4 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 2 2 2 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 1 1 2 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 2 3 3 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 2 2 2 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 1 2 2 
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 九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ４ ２ 

開催県 佐賀 １ １ １ 

計 21 24 16 
 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 2 4 4 

開催県 滋賀 1 1 1 

計 16 21 24 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔17〕 １ 期   日   2024 年 10 月 5 日（土）から 10 月 9日（水）まで（5日間） 

種  別 
10 月 5 日

（土） 

10 月 6 日

（日） 

10 月 7 日

（月） 

10 月 8 日

（火） 

10 月 9 日

（水） 

成年男子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

成年女子 １ 回 戦 ２ 回 戦 ３ 回 戦 準 々決勝 
準 決 勝 

決   勝 

少年男子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
１次リーグ

準 々決勝 

準 決 勝 

決   勝 

少年女子  １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計(人) 

成年男子 １ ３ 20 80 

460 

成年女子 １ ３ 47 188 

少年男子 １ ３ 32 128 

少年女子 １ ３ 16 64 

※ 成年男子及び成年女子の監督は選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 ⑵ 試合方法 

ア 成年女子は、トーナメント方式によって勝敗を決め、成年男子、少年男子及び少年女子は１次リ

ーグ戦及び決勝トーナメントによって勝敗を決める。なお、１次リーグ戦は、成年男子は各５チー

ム４グループ、少年男子は各４チーム８グループ、少年女子は各４チーム４グループに分け、各グ

ループの１位のチームが決勝トーナメントに進む。 

 

５ 予選方法 

⑵ ブロック大会 

ア ブロック大会を実施する種別は、成年男子、少年男子及び少年女子の３種別とする。 

成年女子は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

⑶ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 
 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年

男子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

１ 期   日   2025 年 9 月 28 日（日）から 10 月 2日（木）まで（5日間） 

種 別 9月28日(日) 9月29日(月) 9月30日(火) 10月1日(水) 10月2日(木) 

成年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 ３ 回 戦 準 々決勝 
準 決 勝 

決   勝 

成年女子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

少年男子 ― １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
準 決 勝 

決   勝 

少年女子 １次リーグ １次リーグ １次リーグ 
１次リーグ 

準々決勝 

準 決 勝 

決   勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計（人） 

成年男子 １ ３ ４７ １８８ 

４６０ 
成年女子 １ ３ ２０ ８０ 

少年男子 １ ３ １６ ６４ 

少年女子 １ ３ ３２ １２８ 

  ※ 成年男子及び成年女子の監督は、選手を兼ねることができる。 

 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(2) 試合方法 

ア 成年男子は、トーナメント方式によって勝敗を決め、成年女子、少年男子及び少年女子は、１次リー

グ戦及び決勝トーナメント方式によって勝敗を決める。なお、１次リーグ戦は、成年女子は各５チーム

４グループ、少年男子は各４チーム４グループ、少年女子は各４チーム８グループに分け、各グループ

の１位チームが決勝トーナメントに進む。 

 

５ 予選方法 

(2) ブロック大会 

ア ブロック大会を実施する種別は、成年女子、少年男子及び少年女子の３種別とする。成年男子は、

ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

(3) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 
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８ 表   彰 

⑶ 各種別の第１位から第５位（４チーム）までの都道府県に、賞状を授与する。なお、成年男子及び少

年女子の種別については、１次リーグ各グループの２位チームを５位入賞とし、成年女子及び少年男

子については、準々決勝で敗退したチームを５位入賞とする。 

 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ４ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ５ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ３ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ４ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ３ １ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ５ ２ 

開催地 佐賀 １ １ １ 

計 20 32 16 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ２ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ ３ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ １ ３ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ２ ５ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 ２０ １６ ３２ 

 

 

８ 表   彰 

(3) 各種別の第１位から第５位（４チーム）までの都道府県に、賞状を授与する。なお、成年女子及び

少年男子の種別については、１次リーグ各グループの２位チームを５位入賞とし、成年男子及び少年

女子については、準々決勝で敗退したチームを５位入賞とする。 
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競技

名 
第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔18〕 ４ 競技上の規程及び方法 

 ⑴ 競技規則は、2024 年度公認野球規則及び別に定める特別規則を適用する。 

      なお、大会規程は、公益財団法人全日本軟式野球連盟規程細則による。 

 

 

 ⑶ 競技服装 

監督、選手は胸に都道府県名（チーム、都市名は認めない）を必ず付けること。 

 

 

５ 予選方法 

 ⑵ ブロック大会 

  イ ブロック大会区分及び選出チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 成年男子 

北海道 北海道 １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ４ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ３ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ５ 

開催県 佐賀 １ 

計 32 

  ウ 各都道府県支部は、ブロック大会参加申込時に 16名の選手(監督含)登録の他に予備登録選手とし

て 9 名まで登録することができる。なお、本大会参加申込の際は、ブロック大会時に申込みを行っ

た予備登録選手を含む 25 名の枠から 16名(選手・監督含)を申し込むこと。 

ただし、ブロック大会参加申込以降、選手の追加・変更は認めない。 

 

９ 参加申込み方法 

⑶ 参加申込み後の選手・監督の変更は、疾病・傷害の場合並びに特別な事由がある場合は、資格審査の

上、予備登録選手内での変更を認める。なお、選手・監督を変更する場合は証明する書類を添付し、

参加選手交代（変更）届を監督会議の３日前《10 月７日（月）17 時》までに下記ア、イ、ウに提出す

ること。なお、監督の変更が生じる場合には、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、また

は公認軟式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４の有資格者とする。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 (1) 競技規則は、2025 年度公認野球規則及び別に定める特別規則を適用する。 

       なお、大会規程は、公益財団法人全日本軟式野球連盟規程細則による。 

    また、規程違反等については、国民スポーツ大会における違反に対する処分に関する 

規程を準用し記録および成績の取り扱いを行う。（追記） 

 (3) （削除） 

ユニフォームの胸には都道府県名（チーム名、都市名は認めない）を必ず付けること。それ以外の

表示は認めない。 

 

５ 予選方法 

 (2) ブロック大会 

  イ ブロック大会区分及び選出チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 成年男子 

北海道 北海道 １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ４ 

四 国 香川、徳島、高知、愛媛 ３ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ５ 

開催県 滋賀 １ 

計 32 

  ウ 各都道府県支部は、ブロック大会参加申込時に 16名の選手（監督含）登録の他に予備登録選手と

して９名まで登録することができる。なお、ブロック大会申込以降に選手の追加または登録選手と

の変更はできない。また、本大会参加申込の際は、ブロック大会時に申込みを行った予備登録選手を

含む 25 名の枠から 16名（選手・監督含）を申し込むことができる。 

 

９ 参加申込み方法 

(3) 参加申込み後の選手・監督の変更は、疾病・傷害の場合並びに特別な事由がある場合は、資格審査

の上、予備登録選手内での変更を認める。なお、選手・監督を変更する場合は証明する書類を添付し、

参加選手交代（変更）届を監督会議の３日前《９月 30 日（火）》までに下記ア、イ、ウに提出するこ

と。また、本国スポ大会の監督会議 3日前を過ぎてから、監督に限り疾病・傷害及び特別な理由によ

り会場で指揮が困難な場合には、資格審査の上、監督の変更を認めることもある。 

監督の変更が生じる場合でも、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、または公認軟式野

球コーチ３、公認軟式野球コーチ４の有資格者とする。 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔19〕   

特記なし 
相
撲
競
技 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔20〕 １ 期  日   2024 年 10 月９日（水）から 10 月 13 日（日）まで（５日間） 

月 日 競技番号 競 技 種 目 

第１日 

10 月９日（水） 

第１競技 成年男子 馬場馬術競技 

第２競技 少  年 馬場馬術競技 

第３競技 成年女子 二段階障害飛越競技 

第４競技 成年男子 トップスコア競技 

第５競技 少  年 スピードアンドハンディネス競技 

第６競技 成年男子 ダービー競技 

第２日 

10 月 10 日（木） 

第７競技 成年女子 馬場馬術競技 

第８競技－１ 成年男子 国体総合馬術競技（馬場馬術） 

第９競技 成年女子 ダービー競技 

第 10 競技 少  年 標準障害飛越競技 

第 11 競技 成年男子 スピードアンドハンディネス競技 

第 12 競技 少  年 団体障害飛越競技 

第３日 

10 月 11 日（金） 

第 13 競技 成年男子 自由演技馬場馬術競技 

第 14 競技 少  年 二段階障害飛越競技 

第 15 競技 成年女子 標準障害飛越競技 

第 16 競技 少  年 リレー競技 

第８競技－２ 成年男子 国体総合馬術競技（障害飛越） 

第４日 

10 月 12 日（土） 

第 17 競技 少  年 自由演技馬場馬術競技 

第 18 競技 成年女子 自由演技馬場馬術競技 

第 19 競技 成年男子 国体大障害飛越競技 

第 20 競技 成年女子 トップスコア競技 

第 21 競技 少  年 ダービー競技 

第５日 

10 月 13 日（日） 

第 22 競技 少  年 トップスコア競技 

第 23 競技 成年男子 六段障害飛越競技 

 

４ 種目別参加都道府県数及び実施要領 

 

 

１ 期  日   2025 年９月 29 日（月）から 10 月３日（金）まで（５日間） 

月 日 競技番号 競 技 種 目 

第１日 

９月 29 日（月） 

第１競技 成年男子 馬場馬術競技 

第２競技 少  年 馬場馬術競技 

第３競技 成年女子 二段階障害飛越競技 

第４競技 成年男子 スピードアンドハンディネス競技 

第５競技 少  年 標準障害飛越競技 

第６競技 成年男子 ダービー競技 

第２日 

９月 30 日（火） 

第７競技 成年女子 馬場馬術競技 

第８競技－１ 成年男子 国体総合馬術競技（馬場馬術） 

第９競技 成年女子 ダービー競技 

第 10 競技 少  年 スピードアンドハンディネス競技 

第 11 競技 成年男子 トップスコア競技 

第 12 競技 少  年 団体障害飛越競技 

第３日 

10 月１日（水） 

第 13 競技 成年男子 自由演技馬場馬術競技 

第 14 競技 少  年 二段階障害飛越競技 

第 15 競技 成年女子 標準障害飛越競技 

第 16 競技 少  年 リレー競技 

第８競技－２ 成年男子 国体総合馬術競技（障害飛越） 

第４日 

10 月２日（木） 

第 17 競技 少  年 自由演技馬場馬術競技 

第 18 競技 成年女子 自由演技馬場馬術競技 

第 19 競技 少  年 ダービー競技 

第 20 競技 成年女子 トップスコア競技 

第 21 競技 成年男子 標準障害飛越競技 

第５日 

10 月３日（金） 

第 22 競技 少  年 トップスコア競技 

第 23 競技 成年男子 六段障害飛越競技 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑴ この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版及び国民スポーツ大会馬術競技規程最新版を適用す

る。（追記） 

⑵ 種目別参加都道府県数及び実施要領は次のとおりとする。（追記） 

馬
術
競
技 
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種
別 

種  目 
都道府 
県数 

実  施  要  領 

成 
 
 

年 
 
 

男 
 
 

子 

国体大障害飛越競技 26 
高さ140ｃｍ以下、幅160ｃｍ以下、水濠幅350ｃｍ以下、
13 障害以内、速度375ｍ～400ｍ/分、全長約500ｍとする。 

スピードアンド 
ハンディネス競技 

26 
高さ 130ｃｍ以下、幅150ｃｍ以下、13 障害以内、全長600
ｍ未満とする。 

ダービー競技 26 
高さ125ｃｍ以下、幅150ｃｍ以下、18障害以内、速度375
ｍ/分、全長約800ｍとする。 

国体総合馬術競技 26 

馬場馬術 国際馬術連盟制定の総合馬術競技・馬場馬術
課目スリースターＢを実施する。 

障害飛越 高さ120ｃｍ以下、幅140ｃｍ以下、障害数 10
～11 個/最大飛越数 14 以内、速度350ｍ/分、
全長約600ｍ以内とする。 

六段障害飛越競技 26 
障害間の距離約11ｍ、最終障害の高さ150ｃｍから行い、
同点者が２名以上の場合は競技を続行し、１位決定まで
行う。その他で減点が同じ場合は同位とする。 

トップスコア競技 26 
高さ90～150ｃｍ、幅180ｃｍ以下、10障害以内、規定時
間60秒とする。 

馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を
実施する。 

自由演技馬場馬術競技 14 
日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目を実
施する。 

成 
 

年 
 

女 
 

子 

標準障害飛越競技 26 
高さ125ｃｍ以下、幅145ｃｍ以下、水濠幅350ｃｍ以下、
13 障害以内、速度350ｍ/分、全長約500ｍとする。 

二段階障害飛越競技 26 
高さ120ｃｍ以下、幅140ｃｍ以下、速度350ｍ/分、全長約
600ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

トップスコア競技 26 
高さ90～140ｃｍ、幅170ｃｍ以下、10障害以内、規定時
間60秒とする。 

ダービー競技 26 
高さ110ｃｍ以下、 幅150ｃｍ以下、18障害以内、速
度350ｍ/分、全長約800ｍとする。 

馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を
実施する。 

自由演技馬場馬術競技 14 
日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目を実
施する。 

少 
 
 
 

年 

標準障害飛越競技 26 
高さ120ｃｍ以下、幅140ｃｍ以下、13障害以内、速度350
ｍ/分、全長約500ｍとする。 

スピードアンド 
ハンディネス競技 

26 
高さ110ｃｍ以下、幅 130ｃｍ以下、13障害以内、全長 600
ｍ未満とする。 

リレー競技 26 
高さ120ｃｍ以下、幅 140ｃｍ以下、12障害以内、全長約
650ｍとする。 

ダービー競技 26 
高さ110ｃｍ以下、幅150ｃｍ以下、18障害以内、速度
350ｍ/分、全長約800ｍとする。 

トップスコア競技 26 
高さ90～140ｃｍ、幅170ｃｍ以下、10障害以内、規定時
間60秒とする。 

二段階障害飛越競技 26 
高さ120ｃｍ以下、幅140ｃｍ以下、速度350ｍ/分、全長
約600ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人競技馬場馬術
課目を実施する。 

自由演技馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定の自由演技ジュニアライダー馬場馬術
課目を実施する。 

団体障害飛越競技 12 
高さ110ｃｍ以下、幅130ｃｍ以下、10障害以内、速度350
ｍ/分、全長約500ｍとする。 

 

 

種別 種   目 
都 道 
府県 数 

実   施   要   領  

成 
 
 

年 
 
 

男 
 
 

子 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 
高さ140cm 以下、幅160cm 以下、水濠幅350cm 以下、13 障
害以内、速度375m～400m/分、全長約500m とする。 

ス ピ ー ド ア ン ド 
ハ ン デ ィ ネ ス 競 技 

26 
高さ130cm以下、幅150cm以下、13障害以内、全長600m未満
とする。 

ダ ー ビ ー 競 技 26 
高さ125cm 以下、幅150cm 以下、18障害以内、速度375m/
分、全長約800mとする。 

国 体 総 合 馬 術 競 技 26 

馬場馬術 国際馬術連盟制定の総合馬術競技・馬場馬術課
目スリースターＢを実施する。 

障害飛越 高さ120cm 以下、幅140cm 以下、障害数 10～11
個/最大飛越数 14 以内、速度 350m/分、全長約
600m 以内とする。 

六 段 障 害 飛 越 競 技 26 
障害間の距離約11m、最終障害の高さ150cm から行い、同点
者が２名以上の場合は競技を続行し、１位決定まで行う。
その他で減点が同じ場合は同位とする。 

ト ッ プ ス コ ア 競 技 26 
高さ90～150cm、幅180cm 以下、10障害以内、規定時間60秒
とする。 

馬 場 馬 術 競 技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実
施する。 

自由演技馬場馬術競技 14 
日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目を実施
する。 

成 
 

年 
 

女 
 

子 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 
高さ125cm 以下、幅145cm 以下、水濠幅350cm 以下、13 障
害以内、速度350m/分、全長約500m とする。 

二段階障害飛越競技 26 
高さ120cm 以下、幅140cm 以下、速度350m/分、全長約600m、
第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

ト ッ プ ス コ ア 競 技 26 
高さ90～140cm、幅170cm 以下、10障害以内、規定時間60秒
とする。 

ダ ー ビ ー 競 技 26 
高さ110cm 以下、幅150cm 以下、18障害以内、速度350m/
分、全長約800m とする。 

馬 場 馬 術 競 技 14 
国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実
施する。 

自由演技馬場馬術競技 14 
日本馬術連盟制定の自由演技国体成年馬場馬術課目を実施
する。 

少 
 

 
 

年 

標 準 障 害 飛 越 競 技 26 
高さ120cm 以下、幅140cm 以下、13障害以内、速度350m/分、
全長約500m とする。 

ス ピ ー ド ア ン ド 
ハ ン デ ィ ネ ス 競 技 

26 
高さ110cm 以下、幅 130cm 以下、13障害以内、全長 600m未
満とする。 

リ レ ー 競 技 26 
高さ120cm 以下、幅 140cm 以下、12障害以内、全長約650m
とする。 

ダ ー ビ ー 競 技 26 
高さ110cm 以下、幅150cm 以下、18障害以内、速度350m/
分、全長約800m とする。 

ト ッ プ ス コ ア 競 技 26 
高さ90～140cm、幅170cm 以下、10障害以内、規定時間60秒
とする。 

二段階障害飛越競技 26 
高さ120cm 以下、幅140cm 以下、速度350m/分、全長約600m、
第１段階７障害、 第２段階５障害以内とする。 

馬 場 馬 術 競 技 14 
国際馬術連盟制定のジュニアライダー団体馬場馬術課目
を実施する。 

自由演技馬場馬術競技 14 
国際馬術連盟制定の自由演技ジュニアライダー馬場馬術
課目を実施する。 

団 体 障 害 飛 越 競 技 12 
高さ110cm 以下、幅130cm 以下、10 障害以内、速度350m/
分、全長約500m とする。 
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５ 予選方法 

(3) 本大会参加人馬実数は、１都道府県最大限８頭 12 名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手

10 名）、最小限１頭３名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手１名）とする。 

 

ただし、開催県は 13頭 14 名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手 12 名）とする。 

ただし、個人競技に５頭以上エントリーする場合は、内国産馬を１頭以上含めること。 

なお、参加都道府県は、この他に３名３頭を予備人馬として登録することができる。 

 

 

 

 

 

（追加） 

(3) 全種目を通じて選手の出場は、１人２種目までとする。 

(4) 全種目を通じて馬の出場は、１頭６種目までとする 

(5) 一つの種目への１都道府県の出場は、１回限りとする。 

(6) 団体障害飛越競技は２名戦で以下のとおり行う（選手は出場枠内で３名まで登録することができ

る）。 

● 競技は１日で行い、チームの馬１頭に２名の選手が騎乗し同一コースを走行する。 

● 後段選手の出場順序は、前段の選手の減点と走行タイムによる成績下位のチームから走行す

る。同点・同タイムの場合は、前段の出場順の早いチームが先に走行する。 

● 前段の選手が失権しても後段の選手は走行可能とする。 

● 出場順は、他の個人競技と同様に組合せ抽選会で決定する。 

● 監督は、競技実施日当日の午前 11 時までに出場選手２名と騎乗順序(前段･後段)を申告す

る。 

＜順位決定方法＞ 

● チーム２名の合計成績（減点及び所要タイム）で順位を決定し、総減点の少ないチームを上

位とする。 

● 同減点の場合は、２名の所要タイムの合計が少ないチームを上位とする。 

● 合計所要タイムが同じ場合は、比較するチームの中で最も所要タイムの速い選手が所属する

チームを上位とする。それでもなお同タイムの場合は同順位とする。 

● １名が失権したチームは、２名が完走したチームの下位とし、完走者の減点と所要タイムに

より順位を決定する。２名とも失権したチームは、１名が失権したチームより下位とし、採点

は国民スポーツ大会馬術競技会規程による。 

(7) 騎乗中は、必ず乗馬競技用ヘッドギアを適正に着用すること。 

(8) 選手は所属する都道府県名を出場する服装に明記すること。違反した場合は出場できない。 

(9) 欠場する場合は、それが判明した時点で速やかに欠場届を総務委員に提出しなければならない。な

お、未提出の場合は、当該都道府県はそれ以降の競技に出場することができない。 

 

５ 予選方法 

(3) 本大会参加人馬実数については、開催県を除く各都道府県はそれぞれ最大限８頭 12名（監督１名、

ホースマネージャー１名、選手 10 名）、最小限１頭３名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手

１名）とする。 

（削除）開催県は 13頭 14 名（監督１名、ホースマネージャー１名、選手 12 名）とする。 

ただし、個人競技に５頭以上エントリーする場合は、内国産馬を１頭以上含めること。 

なお、参加都道府県は、この他に３名３頭を予備人馬として登録することができる。 
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 ア 本大会参加人馬割当表 

ブロック名 都 道 府 県 名 

選 手 数 

選手

合計 

馬 匹 数 
成

年 

男

子 

成

年 

女

子 

少年 

個人 団体 計 個人 団体 計 

北海道 北海道 ３ ３ ２ ２ ４ 10 ７ １ ８ 

東 北 
青森、岩手、宮城、秋田、 

山形、福島 
10 ８ ９ ２ 11 29 20 １ 21 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、 

千葉、東京、神奈川、山梨 
13 11 12 ２ 14 38 25 ２ 27 

北信越 
新潟、長野、富山、石川、 

福井 
９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ７ ５ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

近 畿 
滋賀、京都、大阪、兵庫、 

奈良、和歌山 
10 ８ ９ ２ 11 29 20 １ 21 

中 国 
鳥取、島根、岡山、広島、 

山口 
９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ７ ５ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

九 州 
福岡、長崎、熊本、大分、 

宮崎、鹿児島、沖縄 
12 10 11 ２ 13 35 22 ２ 24 

開催県 佐賀 ４ ３ ３ ２ ５ 12 12 １ 13 

計 84 67 74 20 94 245 168 12 180 

ウ 各種目別出場基準  

    種 目 

 

 

 

ブロック名 

国体大障害飛越競技、標準障害飛越競

技、ダービー競技、スピードアンドハ

ンディネス競技、国体総合馬術競技、

六段障害飛越競技、トップスコア競

技、二段階障害飛越競技、リレー競技 

馬場馬術競技 
少 年 

団体障害飛越競技 

北海道 １ １ １ 

東 北 ３ ２ １ 

関 東 ４ ２ ２ 

北信越 ３ １ １ 

東 海 ２ １ １ 

近 畿 ３ ２ １ 

中 国 ３ １ １ 

四 国 ２ １ １ 

九 州 ４ ２ ２ 

開催県(佐賀) １ １ １ 

合 計 26 頭 14 頭 12 チーム 

(注) 上記の表は、成年男子・成年女子・少年の各種別に適用する。 

ア 本大会参加人馬割当表 

ブロック名 都 道 府 県 名 

選 手 数 
選手 
合計 

馬 匹 数 
成年 
男子 

成年 
女子 

少年 

個人 団体 計 個人 団体 計 

北海道 北海道 ３ ３ ２ ２ ４ 10 ７ １ ８ 

東 北 
青森、岩手、宮城、 
秋田、山形、福島 

10 ８ ９ ２ 11 29 20 １ 21 

関 東 
茨城、栃木、群馬、 
埼玉、千葉、東京、 
神奈川、山梨 

13 11 12 ２ 14 38 25 ２ 27 

北信越 
新潟、長野、富山、 
石川、福井 

９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

東 海 
静岡、愛知、三重、
岐阜 

７ ５ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

近 畿 
京都、大阪、兵庫、 
奈良、和歌山 

９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

中 国 
鳥取、島根、岡山、 
広島、山口 

９ ７ ８ ２ 10 26 17 １ 18 

四 国 
香川、徳島、愛媛、
高知 

７ ５ ６ ２ ８ 20 14 １ 15 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、 
熊本、大分、宮崎、 
鹿児島、沖縄 

13 11 12 ２ 14 38 25 ２ 27 

開催県 滋賀 ４ ３ ３ ２ ５ 12 12 １ 13 

計 84 67 74 20 94 245 168 12 180 

ウ 各種目別出場基準 

    種 目 

 

 

 

ブロック名 

標準障害飛越競技、ダービー競技、スピード

アンドハンディネス競技、国体総合馬術競技、

六段障害飛越競技、トップスコア競技、二

段階障害飛越競技、リレー競技 

馬場馬術競技 
少 年 

団体障害飛越競技 

北海道 １ １ １ 

東 北 ３ ２ １ 

関 東 ４ ２ ２ 

北信越 ３ １ １ 

東 海 ２ １ １ 

近 畿 ３ ２ １ 

中 国 ３ １ １ 

四 国 ２ １ １ 

九 州 ４ ２ ２ 

開催県(滋賀) １ １ １ 

合 計 26 頭 14 頭 12 チーム 

（注）上記の表は、成年男子・成年女子・少年の各種別に適用する。 
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 ７ 競技上の規程及び方法 

⑴ この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版及び国体馬術競技規程最新版を適用する。 

⑵ 団体障害飛越競技は２名戦で以下のとおり行う（選手は出場枠内で３名まで登録することができ

る）。 

・ 競技は１日で行い、チームの馬１頭に２名の選手が騎乗し同一コースを走行する。 

・ 12 チームの前段の選手が走行後、同順序で後段の選手が走行する。 

・ 前段の選手が失権しても後段の選手は走行可能とする。 

・ 出場順は、他の個人競技と同様に組合せ抽選会で決定する。 

・ 監督は、競技実施日の前日までに出場選手２名と騎乗順序（前段・後段）を申告する。 

〔順位決定方法〕 

・ チーム２名の合計成績（減点及び所要タイム）で順位を決定し、総減点の少ないチームを上位

とする。 

・ 同減点の場合は、２名の所要タイムの合計が少ないチームを上位とする。 

・ 合計所要タイムが同じ場合は、比較するチームの中で最も所要タイムの速い選手が所属するチ

ームを上位とする。それでもなお同タイムの場合は同順位とする。 

・ １名が失権したチームは、２名が完走したチームの下位とし、完走者の減点と所要タイムにより

順位を決定する。なお、２名とも失権したチームは順位がつかないものとする。 

⑶ 全種目を通じて選手の出場は、１人２種目までとする。 

⑷ 全種目を通じて馬の出場は、１頭６種目までとする。 

⑸ 一つの種目への１都道府県の出場は、１回限りとする。 

⑹ 騎乗中は、必ず乗馬競技用ヘッドギアを適正に着用すること。 

⑺ 選手は所属する都道府県名を出場する服装に明記すること。違反した場合は出場できない。 

⑻ 欠場する場合は、それが判明した時点で速やかに欠場届を総務委員に提出しなければならない。 

なお、未提出の場合は、当該都道府県はそれ以降の競技に出場することができない。 

 

８ 総合成績決定方法 

    

９ 表  彰 

 

10 参加申込み方法 

⑶ 以下のア～ウを、参加予定馬及び、５(3)に規定する予備馬について、別途指示する方法により、2024

年９月４日（水）必着で送付すること。 

【必要書類】 

ア 馬の検査・注射・薬浴・投薬証明手帳の写し(注１) 

イ 日本馬術連盟乗馬登録証の写し(注２) 

ウ 入・退厩（変更）申込書、予防接種確認票 

(注１) ①表紙、②馬インフルエンザ予防接種証明（基礎接種から最新の補強接種まで全て） 

(注２) 日本馬術連盟乗馬登録証の表裏の写し 

⑷ 参加申込み締切後の人馬の交代は、特別の事情（死亡、負傷、疾病、転勤等）がある場合のみ認める。 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 成績採点方法 

 

８ 表彰の方法 

 

９ 参加申込方法 

(3) 下記の必要書類について、参加予定馬及び、５(3)に規定する予備馬について、別途指示する方法に

より、2025 年９月３日（水）必着で送付すること。 

＜必要書類＞ 

ア 馬の検査・注射・薬浴・投薬証明手帳の写し（削除） 

● 表紙 

● 馬インフルエンザ予防接種証明（基礎接種から最新の補強接種まで全て） 

イ 日本馬術連盟乗馬登録証（表裏）の写し（削除） 

ウ 入・退厩（変更）申込書、予防接種確認票 

(4) 参加申込み締切後の人馬の交代は、特別の事情（死亡、負傷、疾病、転勤等）がある場合のみ認め 
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特別の事情で人馬を交代させる場合は、それを証明する書類を添付し、当該都道府県体育・スポーツ協会

を通じて期限までに下記(ｱ)～(ｳ)宛にそれぞれ文書で届けなければならない。交代する人馬は、いかな

る場合でも予め参加申込書に予備登録人馬として記載されていなければならない。所定の手続きに基づ

き提出された交代届は、監督会議の議を経て承認される。 

 

 

11 参加上の注意 

⑵ 

ア 参加馬の輸送は、2024 年 10 月６日（日）から 10 月８日（火）までの午前８時から午後５時まで

（10 月８日のみ正午まで）に入厩するように計画すること。退厩は、2024 年 10 月９日（水）から

2024 年 10 月 13 日（日）とし、午前８時から午後５時までの間に行うこと。 

イ 今回、防疫検査は入厩前ではなく、入厩後に馬房内で実施するため、「馬の検査、注射、薬浴、投

薬証明手帳」及び「日本馬術連盟乗馬登録証」を入厩後、馬事衛生本部に持参し、検査を受けるこ

と。なお、検査が終わるまでは参加馬を馬房から出すことは一切できない。 

 

ウ 参加馬に対する飼料は、参加都道府県が入厩時に持参し、退厩の際は全て持ち帰ること。 

 

エ 入退厩時の馬具等の運搬については、今回は補助員等を置かないため、原則として選手・監督等

の関係者のみで実施すること。また、貴重品の紛失・盗難等について主催者は責任を一切負わない

ため、各自で責任を持って管理すること。 

オ 最終日は、退厩が集中することから、自身での馬具等の事前積込み、早めの退厩手続きを行うな

ど、各自が迅速な退厩に協力すること。 

 

る。特別の事情で人馬を交代させる場合は、それを証明する書類を添付し、当該都道府県（削除）ス

ポーツ協会を通じて期限までに下記「イ 提出先」(ｱ)～(ｳ)宛にそれぞれ文書で届けなければならな

い。交代する人馬は、いかなる場合でも予め参加申込書に予備登録人馬として記載されていなければ

ならない。所定の手続きに基づき提出された交代届は、各競技の技術代表が確認し大会委員長が承認

する。 

 

10 参加上の注意 

(2) 

ア 参加馬の輸送は、2025 年９月 27 日（土）の午前８時から午後５時まで、９月 28日（日）の午前

８時から正午までに入厩できるように計画すること。退厩は、2025 年９月 29 日（月）から 10 月３

日（金）とし、午前８時から午後５時までの間に行うこと。 

イ 防疫検査は馬降時（入厩前）ではなく、入厩後に馬房内で実施するため、「馬の検査、注射、薬浴、

投薬証明手帳」及び「日本馬術連盟乗馬登録証」を入厩後、馬事衛生本部に持参し、馬管理者立ち

合いのもと検査を受けること。なお、検査が終わるまでは参加馬を馬房から出すことは一切できな

い。 

ウ 参加馬に対する飼料は、参加都道府県または馬管理者が入厩時に持参もしくは調達し、退厩の際

は全て持ち帰ること。 

エ 会場内・外で発生した事故・盗難等は、主催者・会場は一切責任を負わない。貴重品を含む物品

は各自で責任をもって管理すること。また、安全上、厩舎には補助員等を置かないため、入退厩時

の馬具等の運搬については選手・監督等の関係者で実施すること。 

オ 最終日は退厩が集中することから、自身での馬具等の事前積込み、早めの退厩手続きを行うなど、

（削除）迅速な退厩に協力すること。 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔21〕 １  期  日   2024 年 10 月７日（月）から 10 月 10 日（木）まで（４日間） 

種 別 種 目 10 月７日（月） 10 月８日（火） 10 月９日（水） 10 月 10 日（木） 

成年男子 

フルーレ １～２回戦 ３回戦～決勝 
 

 
 

エペ  
 

 
１～２回戦 ３回戦～決勝 

成年女子 

フルーレ １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 

 

 
 

サーブル  
 

 
１ 回 戦 ２回戦～決勝 

少年男子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

少年女子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ３ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ ２ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ３ ２ 

開催県 佐賀 １ １ １ 

計 18 18 18 
 

１  期  日   2025 年９月 29 日（月）から 10 月２日（木）まで（４日間） 

種 別 種 目 ９月 29 日（月） ９月 30 日（火） 10 月１日（水） 10 月２日（木） 

成年男子 

フルーレ １～２回戦 ３回戦～決勝 
 

 
 

サーブル  
 

 
１～２回戦 ３回戦～決勝 

成年女子 

フルーレ １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 

 

 
 

エペ  
 

 
１ 回 戦 ２回戦～決勝 

少年男子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

少年女子 フルーレ  １～２回戦 
準々決勝～ 

決   勝 
 

 

５ 予選方法 

(4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ３ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ２ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ２ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 18 18 18 
 

競
技 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔22〕 １ 期  日   2024 年 10 月 12 日（土）から 10 月 14 日（月）まで（３日間） 

種 別 10 月 12 日（土） 10 月 13 日（日） 10 月 14 日（月） 

成年男子  決 勝 戦 ま で  

女  子   決 勝 戦 ま で 

少年男子 ３ 回 戦 ま で 決 勝 戦 ま で  

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ ５ 18 108 

522 女  子 １ ５ 22 132 

少年男子 １ ５ 47 282 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

 

５ 予選方法 

⑴ 各都道府県は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表を決定する。ただ

し、少年男子の代表は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

⑷ ブロック大会の所属都道府県及びその選抜代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 成年男子 女子 

北海道 北海道 １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ４ 

開催県 佐賀 １ １ 

計 18 22 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

⑷ 女子及び成年男子の本大会に参加する選手は、原則としてブロック大会に出場した選手とする。 

 

１ 期  日   2025 年 10 月 5 日（日）から 10 月 7日（火）まで（３日間） 

種 別 10 月 5 日（日） 10 月 6 日（月） 10 月 7 日（火） 

女  子 ３ 回 戦 ま で 決 勝 戦 ま で  

成年男子  決 勝 戦 ま で  

少年男子   決 勝 戦 ま で 

 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

女  子 １ ５ 47 282 

522 成年男子 １ ５ 18 108 

少年男子 １ ５ 22 132 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

 

５ 予選方法 

(1) 各都道府県は、種別ごとに都道府県大会を実施し、ブロック大会に出場する代表を決定する。ただ

し、女子の代表は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

(4) ブロック大会の所属都道府県及びその選抜代表チーム数は、下記のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 少年男子 成年男子 

北海道 北海道 １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ５ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ３ 

開催県 滋賀 １ １ 

計 22 18 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(4) 成年男子及び少年男子の本大会に参加する選手は、原則としてブロック大会に出場した選手とす

る。 

 

柔
道
競
技 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔23〕 ５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次の表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年

男子 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ２ ２ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ ２ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 13 13 13 13 

 

 

 

５ 予選方法 

 (4) ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次の表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名  
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ １ １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ２ ２ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ １ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ １ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 13 13 13 13 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔24〕 １ 期  日   2024 年 10 月５日（土）から 10 月８日（火）まで（４日間） 

種  別 10 月５日（土） 10 月６日（日） 10 月７日（月） 10 月８日（火） 

成年男子  １ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

成年女子 １・２回戦 ３ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

少年女子  １ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計(人) 

成年男子 １ ３ 16  64 

444 
成年女子 １ ３ 47  188 

少年男子 １ ３ 32  128 

少年女子 １ ３ 16  64 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

 

５ 予選方法 

ブロック大会を通過したチームが本大会に出場する。（成年女子は全都道府県が参加） 

ブロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 
成年 

男子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北 海 道 北海道 １ １ １ 

東  北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ４ ２ 

関  東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ５ ２ 

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ 

東  海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ３ １ 

近  畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ４ ２ 

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ 

四  国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ３ １ 

九  州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ５ ２ 

開 催 県 佐賀 １ １ １ 

計 16 32 16 
 

１ 期  日   2025 年９月 28 日（日）から 10 月１日（水）まで（４日間） 

種  別 ９月 28 日（日） ９月 29 日（月） ９月 30 日（火） 10 月１日（水） 

成年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

成年女子 （削除） １ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

少年男子 （削除） １ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

少年女子 １・２回戦 ３ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計(人) 

成年男子 １ ３ 32 128 

444 
成年女子 １ ３ 16  64 

少年男子 １ ３ 16  64 

少年女子 １ ３ 47 188 

※ 成年選手は監督を兼任することができる。 

 

５ 予選方法 

ブロック大会を通過したチームが本大会に出場する。（少年女子は全都道府県が参加） 

ブロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

北 海 道 北海道 １ １ １ 

東  北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ４ ２ ２ 

関  東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ６ ２ ２ 

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ ２ 

東  海 静岡、愛知、三重、岐阜 ３ １ １ 

近  畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ２ ２ 

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ２ ２ 

四  国 香川、徳島、愛媛、高知 ３ １ １ 

九  州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ５ ２ ２ 

開 催 県 滋賀 １ １ １ 

計 32 16 16 
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技 

  

52



第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔25〕 ４ 競技上の規程及び方法 

 

 

⑼ 使用する弓具 

近的競技、遠的競技とも日本弓具を使用する。 

⑽ 選手は矢を６本（替矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は替矢から使用する。 

⑾ 参加申込書に記載した立順は、変更することができない。 

⑿ 予選の立順及び決勝トーナメント戦の組合せは、抽選により決定する。 

 

５ 予選方法 

⑷ ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 少年 

男子 女子 男子 女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ３ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ３ ２ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ３ ２ ２ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 24 24 19 19 

 

 

 

 

 

 

10 その他 

 

４ 競技上の規程及び方法 

（9） 取矢（追記） 

少年種別は、弓道競技規則第 15 条４）に定められている取矢は行わなくともよいものとする。 

(10)  使用する弓具 

近的競技、遠的競技とも日本弓具を使用する。 

(11)  選手は矢を６本（替矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は替矢から使用する。 

(12)  参加申込書に記載した立順は、変更することができない。 

(13)  予選の立順及び決勝トーナメント戦の組合せは、抽選により決定する。 

   

５ 予選方法 

(4)  ブロック大会区分及び各種別の代表チーム数は、次表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 少年 

男子 女子 男子 女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ２ ２ 

関 東 茨城、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、栃木 ４ ４ ３ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ２ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ４ ４ ３ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 24 24 19 19 

 

10 参加上の注意（追記） 

（1）参加者は健康保険証を持参すること。 

（2）参加者を対象に主催者で傷害保険に一括加入するが、参加者各位においてもスポーツ安全保険に加

入することが望ましい。 

 

11 その他 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔26〕 １ 期  日   2024 年９月 27 日（金）から９月 30日（月）まで（４日間） 

月  日 種          目 

９月 27 日（金） 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） 

９月 28 日（土） 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3P） 

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40） 

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60） 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W） 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J）※ファイナル 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ）※ファイナル 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 精密 30 発） 

９月 29 日（日） 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3P） 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3P）※ファイナル 

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ） 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W）※ファイナル 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60）※ファイナル 

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ） 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ）※ファイナル 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J）※ファイナル 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 速射 30 発） 

９月 30 日（月） 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ）※ファイナル 

10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30 発競技（CFP30） 

 

 

 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月４日（土）から 10 月７日（火）まで（４日間） 

月  日 種          目 

10 月４日（土） 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 精密 30 発） 

10 月５日（日） 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3X20）  

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40）  

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J）（削除） 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60 発競技（CFP60 速射 30 発） 

10 月６日（月） 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3X20）  

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ）  

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J）  

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W）（削除） 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J）（削除） 

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ）  

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30 発競技（CFP30） 

10 月７日（火） 10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60）  
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 ３ 種別（種目）及び参加人員 

種 

   

別 

種       目   （略 称） 

記 

 

 

号 

フル

ァの

イ有

ナ無 

監 

 

 

督 

選 

 

 

手 

参都 

 道      

  府 

加県 

計 

成 

年 

男 

子 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3P） 

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40） 

Ａ 

Ｂ 

有 

無 

１ 

１ 22 

428 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） Ｃ 有 １ 22 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） Ｄ 有 １ 24 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60） Ｅ 有 １ 24 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60発競技（CFP60） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30発競技（CFP30） 

Ｆ 

Ｇ 

有 

無 
１ 47 

成 

年 

女 

子 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3P） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

Ｈ 

Ｉ 

有 

無 
１ 22 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） Ｊ 有 １ 47 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W） Ｋ 有 １ 24 

MIX

成年 
10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 

Ｌ 

Ｍ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

少 

年 

男 

子 

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J） 

Ｎ 

Ｏ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） Ｐ 有 １ 47 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） Ｑ 有 １ 16 

少 

年 

女 

子 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

Ｒ 

Ｓ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） Ｔ 有 １ 22 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） Ｕ 有 １ 16 

MIX

少年 
ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ） 

Ｖ

Ｗ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑶ 銃器・弾薬 

ア  10ｍライフル及びエア・ピストル種目の出場選手は、銃の所持許可証・射手手帳及び会員証を、 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 

   

別 

種       目   （略 称） 

記 

 

 

号 

フル

ァの

イ有

ナ無 

監 

 

 

督 

選 

 

 

手 

参都 

道 

 府 

加県 

計 

成 

年 

男 

子 

50ｍライフル男子三姿勢競技（FR3X20） 

50ｍライフル男子立射 40 発競技（FR40） 

Ａ 

Ｂ 

有 

無 

１ 

１ 22 

428 

50ｍライフル男子伏射 60 発競技（FR60PR） Ｃ 有 １ 22 

10ｍエア・ライフル男子 60 発競技（AR60） Ｄ 有 １ 47 

10ｍエア・ピストル男子 60 発競技（AP60） Ｅ 有 １ 24 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 60発競技（CFP60） 

25ｍセンター・ファイア・ピストル男子 30発競技（CFP30） 

Ｆ 

Ｇ 

有 

無 
１ 47 

成 

年 

女 

子 

50ｍライフル女子三姿勢競技（R3X20） 

50ｍライフル女子伏射 60 発競技（R60PR） 

Ｈ

Ｉ 

有 

無 
１ 22 

10ｍエア・ライフル女子 60 発競技（AR60W） Ｊ 有 １ 24 

10ｍエア・ピストル女子 60 発競技（AP60W） Ｋ 有 １ 24 

MIX

成

年 

10ｍエア・ライフルミックス競技（ARMix） 
Ｌ 

Ｍ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

少 

年 

男 

子 

10ｍエア・ライフル少年男子 60 発競技（AR60J） 

10ｍエア・ライフル少年男子 30 発競技（AR30J） 

Ｎ 

Ｏ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年男子 60 発競技（BR60J） Ｐ 有 １ 22 

ビーム・ピストル少年男子 60 発競技（BP60J） Ｑ 有 １ 16 

少 

年 

女 

子 

10ｍエア・ライフル少年女子 60 発競技（AR60WJ） 

10ｍエア・ライフル少年女子 30 発競技（AR30WJ） 

Ｒ

Ｓ 

有 

無 
１ 24 

ビーム・ライフル少年女子 60 発競技（BR60WJ） Ｔ 有 １ 47 

ビーム・ピストル少年女子 60 発競技（BP60WJ） Ｕ 有 １ 16 

MIX

少

年 

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRMixJ） 
Ｖ

Ｗ 
有 

(1) 

(1) 

(12) 

(12) 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(3)  銃器・弾薬 

ア  10ｍエア・ライフル及びエア・ピストル種目の出場選手は、銃の所持許可証・射手手帳及び会員 
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 50ｍライフル種目及び 25ｍセンター・ファイア・ピストル種目の出場選手は、銃の所持許可証・火薬

類譲受許可証・射手手帳及び会員証を携帯し用具検査の際に提示しなければならない。ただし、省

庁装備銃に関しては、所属長等の発行する携帯証明書をもって所持許可証に代えることができる。 

 

⑹ 競技方法 

ファイナルは下記の 16種目で実施する。  

CFP60 は本戦得点にファイナル得点の加算、ミックス種目は本選３、４位の３位決定戦と１、２位

の優勝決定戦、その他はファイナル得点の勝ち抜き戦方式。 

記  号 種 目 射  撃  方  法 

Ａ FR3P 
40 発（膝射 15、伏射 15、立射 10）で８－７位決定後、40発の得点に

１発（50秒）ごとの得点を加算していく勝ち抜き戦 

Ｃ  FR60PR 
伏射 10 発の得点に２発（１発 30 秒×２）ごとの得点を加算していく

勝ち抜き戦 

Ｄ  AR60 
立射 10 発の得点に２発（１発 50 秒×２）ごとの得点を加算していく

勝ち抜き戦 

Ｅ  AP60 Ｄの AR60 に同じ 

Ｆ  CFP60  本選得点とファイナル速射 20 発の得点合計 

Ｈ  R3P  Ａの FR3P に同じ 

Ｊ  AR60W  Ｄの AR60 に同じ 

Ｋ  AP60W Ｄの AR60 に同じ 

Ｌ/Ｍ  ARMix 本選の１位と２位が金メダルマッチ、３位と４位が銅メダルマッチ 

Ｎ  AR60J Ｄの AR60 に同じ 

Ｐ  BR60J Ｄの AR60 に同じ 

Ｑ  BP60J Ｄの AR60 に同じ 

Ｒ  AR60WJ Ｄの AR60 に同じ 

Ｔ  BR60WJ Ｄの AR60 に同じ 

Ｕ  BP60WJ Ｄの AR60 に同じ 

Ｖ/Ｗ  BRMixJ Ｌ/Ｍの ARMix に同じ 

 

 

 

 

AR30J,AR30WJ は、以下の２ステージ制で行う。 

記  号 種 目 射  撃  方  法 

Ｏ  AR30J 

ステージ１、立射 30 発の得点で上位８人を決定。 

ステージ２、立射 10発の得点に２発（１発 50秒×２）ごとの得点を加

算していく勝ち抜き戦 

Ｓ  AR30WJ Ｏの AR30J に同じ 
 

証を、50ｍライフル種目及び CFP 種目の出場選手は、銃の所持許可証・火薬類譲受許可証・射手手

帳及び会員証を携帯し用具検査の際に提示しなければならない。 

ただし、省庁装備銃に関しては、所属長等の発行する携帯証明書をもって所持許可証に代えるこ

とができる。 

 

⑹ 競技方法 

ファイナルは下記の 16種目で実施する。  

CFP60 は本戦得点にファイナル得点の加算、ミックス種目は本選３、４位の３位決定戦と１、２位

の優勝決定戦、その他はファイナル得点の勝ち抜き戦方式。 

記  号 種  目 射  撃  方  法 

Ａ FR3X20 
40 発（膝射 15、伏射 15、立射 10）で８－７位決定後、40 発の得点に

１発（50秒）ごとの得点を加算していく勝ち抜き戦 

Ｃ   FR60PR 
伏射 10 発の得点に２発（１発 30 秒×２）ごとの得点を加算していく

勝ち抜き戦 

Ｄ  AR60 
立射 10 発の得点に２発（１発 50 秒×２）ごとの得点を加算していく

勝ち抜き戦 

Ｅ  AP60 Ｄの AR60 に同じ 

Ｆ  CFP60  本選得点とファイナル速射 20 発の得点合計 

Ｈ  R3X20  Ａの FR3X20 に同じ 

Ｊ  AR60W  Ｄの AR60 に同じ 

Ｋ  AP60W Ｄの AR60 に同じ 

Ｌ 

Ｍ 
 ARMix 本選の１位と２位が金メダルマッチ、３位と４位が銅メダルマッチ 

Ｎ  AR60J Ｄの AR60 に同じ 

Ｐ  BR60J Ｄの AR60 に同じ 

Ｑ  BP60J Ｄの AR60 に同じ 

Ｒ  AR60WJ Ｄの AR60 に同じ 

Ｔ  BR60WJ Ｄの AR60 に同じ 

Ｕ  BP60WJ Ｄの AR60 に同じ 

Ｖ/Ｗ  BRMixJ Ｌ/Ｍの ARMix に同じ 

 

AR30J、AR30WJ は、以下の 2ステージ制で行う。 

記 号 種 目 射 撃 方 法 

Ｏ AR30J ステージ１：立射 30 発の得点で上位８人を決定 

ステージ２：AR60 のファイナルに同じ 

Ｓ AR30WJ Ｏの AR30J に同じ 
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 ９  参加申込み方法 

⑶ 

イ 提出先 

    (ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

             公益社団法人日本ライフル射撃協会 

             TEL 03-6721-0792 FAX 03-6721-0793 

 

９  参加申込み方法 

(3) 

イ 提出先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

公益社団法人日本ライフル射撃協会 

TEL 03-6721-0792 FAX 03-6721-0793 

E-mail kokutai@riflesports.jp（追記） 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔27〕   

特記なし 
剣
道
競
技 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔28〕 １ 期  日   2024 年 10 月 6 日（日）から 10 月 10 日（木）まで（５日間） 

種 別 
10月６日

（日） 

10月７日

（月） 

10月８日

（火） 

10月９日

（水） 

10月10日

（木） 

成年男子  

予選プール 

決勝トーナメ

ント（1回戦） 

決勝トーナメント 

(順位決定戦) 
  

女  子   

予選プール 

決勝トーナメ

ント（1回戦） 

 
決勝トーナメント 

(順位決定戦) 

少年男子 1 回 戦 ２ 回 戦  
準 決 勝 

5・7 位決定戦 
決   勝 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑶ 成年男子の試合形式 

第１日目は１プール３チームの総当り戦による予選プール方式（計４プール）と予選プールにおいて

各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式の 1回戦とする。 

第２日目は予選プールにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式の順位

決定戦とする。 

⑷ 女子の試合形式 

第１日目は１プール３チームの総当り戦による予選プール方式（計４プール）と予選プールにおいて

各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式の 1回戦とする。 

第２日目は予選プールにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式の順位

決定戦とする。 
 

５ 予選方法 

(5) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 
男子 

女子 
少年 
男子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 １ １ １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ２ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 １ １ １ 

開催県 佐賀 １ １ １ 

計 12 12 12 
 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 10月３日（金） 10月４日（土） 10月５日（日） 10月６日（月） 10月７日（火） 

成年男子 
 

 
  

予選プール/ 決

勝トーナメント  
決勝トーナメント 

女 子 
 予選プール/ 決

勝トーナメント  

決勝トーナメン

ト 
  

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 
 

 

準 決 勝 

５・７位決定戦 
決  勝 

 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(3) 成年男子の試合形式 

第１日目は１プール３チームの総当り戦による予選プール方式（計４プール）(削除)、第２日目は

予選プールにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式（削除）とする。 

 

  
(4) 女子の試合形式 

第１日目は１プール３チームの総当り戦による予選プール方式（計４プール）(削除)、第２日目は

予選プールにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式（削除）とする。 

 

 
 

５ 予選方法 

(5) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 
女子 

少年 

男子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 １ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 12 12 12 
 

競
技 
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 ７ 総合成績決定方法 

⑴ 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競  技  得  点 

成 年 男 子 

女     子 
女    子 

各種別とも１位 40 点、２位 35 点、３位 30 点、４

位 25 点、５位 20 点、６位 15 点、７位（２チーム）

各 7.5 点の競技得点を与える。 

少 年 男 子  

１位 64 点、２位 56 点、３位（２チーム）各 44点、

５位（２チーム）各 28点、７位（２チーム）各 12 点の

競技得点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有し、次の

順位を欠位とする。なお、得点は次の順位のものを加

え、当該都道府県で等分する。 

 

 

 

 

 

10 参加上の注意 

⑸ 成年男子・女子・少年男子の試合球は、次のとおりとする。 

ア 成年男子・女子  ギルバート ＧＢ―９１４９ クオンタム・セブンズ ５号球 

イ 少年男子     セプター ＳＰ－１４Ｓ ワールドモデル ＷＭ―Ⅱ ５号球 

 

７ 総合成績決定方法 

(1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競  技  得  点 

成 年 男 子 

女     子 
女    子 

各種別とも１位 40 点、２位 35 点、３位 30 点、４位 25 点、

５位 20 点、６位 15 点、７位（２チーム）各 7.5 点の競技得

点を与える。 

少 年 男 子  

１位 64 点、２位 56 点、３位（２チーム）各 44 点、５位（２

チーム）各 28 点、７位（２チーム）各 12 点の競技得点を与え

る。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有し、次の 順位を

欠位とする。なお、得点は次の順位のものを 加え、当該都

道府県で等分する。 

＊5-7 位戦 2 試合引き分けの場合、4チームに各 20 点を与え

る。1試合勝敗が付き、1試合が同点の場合、勝者チームに

28 点、敗者チームに 12点、引き分けのチームには各 20 点を

与える。（追記） 

 

10 参加上の注意 

（削除） 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔29〕 １ 期  日   2024 年 10 月 12 日（土）から 10 月 14 日（月）まで（３日間） 

種  別 10 月 12 日（土） 10 月 13 日（日） 10 月 14 日（月） 

成年男子 ボ ル ダ ー予選(B) リ   ー   ド予選(L) 
ボ ル ダ ー決勝(B) 

リ   ー   ド決勝(L) 

成年女子 ボ ル ダ ー予選(B) リ   ー   ド予選(L) 
リ   ー   ド決勝(L) 

ボ ル ダ ー決勝(B) 

少年男子 
リ   ー   ド予選(L) 

リ   ー   ド決勝(L) 
ボ ル ダ ー予選(B) ボ ル ダ ー決勝(B) 

少年女子 リ   ー   ド予選(L) 
ボ ル ダ ー予選(B) 

ボ ル ダ ー決勝(B) 
リ   ー   ド決勝(L) 

 

５ 予選方法 

⑴ 各都道府県連盟（協会）は、都道府県大会を主管して実施し、種別ごとにブロック大会に出場する代

表１チームを決定する。 

 

⑵  ブロック大会主管連盟（協会）は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大会に出場す

る代表を決定する。 

ただし、下記(3)で定める各ブロック大会区分の都道府県数と代表チーム数が同数の種別について

は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

成年男子(北海道、近畿、中国、開催県） 成年女子（北海道、東北、北信越、開催県） 

少年男子(北海道、関東、東海、開催県） 少年女子（北海道、四国、九州、開催県） 

⑶ ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ﾌﾞﾛｯｸ名 都  道  府  県  名 
成年

男子 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ６ ２ ３ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ３ ３ ８ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ５ ２ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ２ ４ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ６ ３ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ １ ２ ２ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ １ ２ ４ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ３ ２ ７ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 26 26 26 25 

 

 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月５日（日）まで（３日間） 

種  別 10 月３日（金） 10 月４日（土） 10 月５日（日） 

成年男子 
ボ ル ダ ー予選 

ボ ル ダ ー決勝 
リ   ー   ド予選 

（削除） 

リ   ー   ド決勝 

成年女子 ボ ル ダ ー予選 リ   ー   ド予選 
リ   ー   ド決勝 

ボ ル ダ ー決勝 

少年男子 
リ   ー   ド予選 

（削除） 
ボ ル ダ ー予選 

リ   ー   ド決勝 

ボ ル ダ ー決勝 

少年女子 リ   ー   ド予選 
ボ ル ダ ー予選 

ボ ル ダ ー決勝 
リ   ー   ド決勝 

 

５ 予選方法 

 (1) 都道府県大会は、都道府県を代表して公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会に加盟し

ている山岳（・スポーツクライミング）連盟（協会）が主管して実施する。（追記） 

 (2) 都道府県連盟（協会）は、種別ごとにブロック大会に出場する代表１チームを決定する。 

 (3) ブロック大会主管連盟（協会）は、本大会実施要項に準じてブロック大会を実施し、本大会に出場

する代表を決定する。 

    ただし、下記（4）で定める各ブロック大会区分の都道府県数と代表チーム数が同数の種別について

は、ブロック大会を行わないで本大会に出場できる。 

   成年男子（北海道、関東、東海、開催県）  成年女子（北海道、四国、九州、開催県） 

   少年男子（北海道、東北、北信越、開催県） 少年女子（北海道、近畿、中国、開催県） 

(4) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック

名 
都 道 府 県 名 

成年

男子 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ６ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ ３ ２ ３ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ５ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ １ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ５ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ５ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ４ ２ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ８ ３ ３ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 ２６ ２６ ２６ ２５ 
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 ６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

 ⑶ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認山岳コーチ１、公認

山岳コーチ２、公認山岳コーチ３、公認山岳コーチ４、公認スポーツクライミングコーチ１、公認ス

ポーツクライミングコーチ２、公認スポーツクライミングコーチ３、公認スポーツクライミングコー

チ４のいずれかの資格を有していなければならない。 

 

８ 表  彰 

⑶ 種別ごとに各種目の第１位から第８位までに、賞状を授与する。 

 

 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

(3) 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、（削除）公認スポーツ

クライミングコーチ１、公認スポーツクライミングコーチ２、公認スポーツクライミングコーチ３、

公認スポーツクライミングコーチ４のいずれかの資格を有していなければならない。 

 

 

８ 表  彰 

(3) 種別ごとに各種目の第１位から第８位までの都道府県に、賞状を授与する。賞状は、その都道府県

名とチーム全員（監督も含む。）の氏名を記載したものを都道府県用に１枚、さらに同様のものをチー

ム全員に授与する。（追記） 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔30〕 １ 期  日 

○ カヌースプリント   2024 年 10 月 11 日（金）から 10月 14 日（月）まで（４日間） 

種  目 10 月 11 日（金） 10 月 12 日（土） 10 月 13 日（日） 10 月 14 日（月） 

カヌースプリント  予  選（Ａ） 
 準 決 勝（Ａ） 

 決  勝（Ａ） 

 予  選（Ｂ） 

 準 決 勝（Ｂ） 
 決  勝（Ｂ） 

 ○ カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 

               2024 年９月 13日（金）から９月 16 日（月）まで（４日間） 

種  目 ９月 13 日（金） ９月 14 日（土） ９月 15 日（日） ９月 16 日（月） 

カヌースラローム 
 

 
決   勝（Ａ）  決  勝（Ｂ）  

カヌーワイルドウォーター 決  勝（Ａ） 
 

 
  決  勝（Ｂ） 

(注)天候・気象の状況により、日程を変更することがある。 
 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 別 種    目 
監

督 

選

手 

参  加 

都道府県 

小計 

（人） 

合計 

（人） 

ス 

プ 

リ 

ン 

ト 

成年男子 
Ｋ－１（カヤックシングル） 

１ 

１ 24 

323 

453 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 24 

成年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 10 

少年男子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） ２ 12 

Ｋ－４（カ ヤ ッ ク フ ォ ア） ４ 12 

少年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

ワ
イ
ル
ド
ウ

―

タ―
 

ス

ラ

ロ

―

ム 

成年男子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） 

１ 

１ 24 

130 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ 10 

成年女子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ 10 
 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月６日（月）まで（４日間） 

種  目 10 月３日（金） 10 月４日（土） 10 月５日（日） 10 月６日（月） 

カヌースプリント  予  選（Ａ） 
 準 決 勝（Ａ） 

 決  勝（Ａ） 

 予  選（Ｂ） 

 準 決 勝（Ｂ） 
 決  勝（Ｂ） 

カヌースラローム  決   勝（Ａ）  決  勝（Ｂ）  

カヌーワイルドウォーター 決  勝（Ａ） 
 

 
  決  勝（Ｂ） 

(注)天候・気象の状況により、日程を変更することがある。 

 

 

 

 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種 別 種    目 
監

督 

選

手 

参  加 

都道府県 

小計 

（人） 

合計 

（人） 

ス 

プ 
リ 

ン 

ト 

成年男子 
Ｋ－１（カヤックシングル） 

１ 

１ 24 

323 

453 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 24 

成年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 10 

少年男子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） ２ 12 

少年女子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） ２ 12 

Ｋ－４（カ ヤ ッ ク フ ォ ア） ４ 12 

 ム 

成年男子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） 

１ 

１ 24 

130 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ 10 

成年女子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ 10 
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 ５ 予選方法 

⑸ ブロック大会区分及び代表の種目数は、下記のとおりとする。 

 

 

種 

別 

種  目 

ブロックごとの本大会出場数割当 

合 

計 
北
海
道 

東 

北 

関 

東 

北
信
越 

東 

海 

近 

畿 

中 

国 

四 

国 

九 

州 

開
催
県 

ス 

プ 

リ 

ン 

ト 

成年男子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

成年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

少年男子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ４ ５ ３ ２ ４ ３ ２ ４ １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ３ ２ ３ ３ ２ ４ １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｋ－４（カヤックフォア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

少年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

ワ
イ
ル
ド
ウ

―

タ―
 

ス

ラ

ロ

―

ム 

成年男子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

成年女子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

５ 予選方法 

 

(5) ブロック大会区分及び代表の種目数は、下記のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 

別 

種  目 

ブロックごとの本大会出場数割当 

合 

計 
北
海
道 

東 

北 

関 

東 

北
信
越 

東 

海 

近 

畿 

中 
国 

四 

国 
九 

州 

開
催
県 

ス 

プ 

リ 

ン 

ト 

成年男子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

成年女子 
Ｋ－１（カヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

少年男子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ４ ５ ３ ２ ３ ３ ２ ５ １ 29 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｃ－１（カナディアンシングル） １ ３ ４ ３ ２ ３ ３ ２ ４ １ 26 

Ｃ－２（カナディアンペア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

少年女子 

Ｋ－１（カヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ 24 

Ｋ－２（カ ヤ ッ ク ペ ア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

Ｋ－４（カヤックフォア） １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ １ 12 

 

ス

ラ

ロ

―

ム 

成年男子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ３ ４ ２ ２ ２ ３ ２ ４ １ 24 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

成年女子 

Ｋ－１（スラロームカヤックシングル） １ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 19 

Ｃ－１（スラロームカナディアンシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 

Ｋ－１（ワイルドウォーターカヤックシングル） １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 10 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔31〕 １ 期  日  2024 年 10 月５日（土）から 10 月７日（月）まで（３日間） 

種  別 10 月５日（土） 10 月６日（日） 10 月７日（月） 

成年女子 

少年女子 

午前 

※用具再検査・全種別 

（再検査と未実施のみ） 

練習・競技 

（クォリフィケーション

ラウンド） 

競技 

（イリミネーションラウ

ンド～セミファイナル） 

 

競技 

（ファイナルラウンド） 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

成年男子 

少年男子 

午後 

練習・競技 

（クォリフィケーション

ラウンド） 

※１ 用具検査は 10 月４日（金）13：00～15：00 に用具検査テントで行い、10月５日（土）の用具 

検査（全種別８：30～９：00）は、10 月４日（金）に未実施のものと、再検査のみとする。 

 

 

 

 

 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小計(選手計) 合計(選手・監督) 

成年男子 
52 名 

１都道府県 

２名以内 

３ 24 72 

280 
成年女子 ３ 24 72 

少年男子 ３ 14 42 

少年女子 ３ 14 42 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 競技の方法 

ウ イリミネーションラウンド進出チームは、成年 16 チーム、少年８チームとする。 

 

５ 予選方法 

⑸ ブロック大会区分及び代表都道府県数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都  道  府  県  名 
成年

男子 

成年

女子 

少年

男子 

少年

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ３ ３ ２ ２ 
 

１ 期  日   2025 年 10 月５日(日)から 10 月７日(火)まで（３日間） 

種  別 10 月５日（日） 10 月６日（月） 10 月７日（火） 

成年男子 

少年男子 

午前 

※用具検査（男子種別） 

（削除） 

練習 

競技 

(クォリフィケーション

ラウンド) 

競技 

(イリミネーションラウンド

～セミファイナル) 

 

競技 

(ファイナルラウンド) 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

成年女子 

少年女子 

午後 

※用具検査（女子種別） 

練習 

競技 

（クォリフィケーション

ラウンド） 

※１ 用具検査は 10 月４日（土）13：00～15：00 に競技会場で行う。 

10 月５日（日）の用具検査（男子８：30～９：00、女子 12：00～12：30）は、10 月 

４日（土）に未検査のものと再検査のみとする。 

 ※３ 10 月４日（土）は、10：00～15：00 までの間、競技会場での練習を認める。（追記） 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監 督 選手 参加都道府県 小計（選手計） 合計（選手・監督計） 

成年男子 
52 名 

１都道府県 

２名以内 

３ 14 42 

280 
成年女子 ３ 14 42 

少年男子 ３ 24 72 

少年女子 ３ 24 72 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(2) 競技の方法 

ウ イリミネーションラウンド進出チームは、成年８チーム、少年16チームとする。 

 

５ 予選方法 

(5) ブロック大会区分及び代表都道府県数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 

成年 

女子 

少年 

男子 

少年 

女子 

北海道 北海道 １ １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ３ ３ 
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 関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ４ ４ ２ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ １ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ３ ３ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ３ ２ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ １ １ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ３ ３ ２ ２ 

開催県 佐賀 １ １ １ １ 

計 24 24 14 14 

 

11 参加上の注意 

⑵ 選手の事情により得点記録に代行者が必要な場合は、監督会議前日までに届け出なければならな

い。また、代行者はチーム内の監督または同的の選手とし、服装は選手と同様とする。 

 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ２ ４ ４ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ ３ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ ２ ２ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ ２ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ ２ ２ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ４ ４ 

開催県 滋賀 １ １ １ １ 

計 14 14 24 24 

 

11 参加上の注意 

(2) 選手の事情により得点記録に代行者が必要な場合は、監督会議前日までに届け出なければならな

い。また、代行者の服装は選手と同様とする。 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔32〕 １ 期  日   2024 年 10 月 12 日（土）から 10 月 14 日（月）まで（３日間） 

種  別 10 月 12 日（土） 10 月 13 日（日） 10 月 14 日（月） 

成 年 男 子 組手（個人） 組手（個人・団体）・形 組手（団体） 

成 年 女 子 組手（個人） 組手（個人・団体）・形 組手（団体） 

少 年 男 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

少 年 女 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

⑴ 成年男子の組手競技（個人戦）は、体重別に下記の３階級とし、１階級につき各都道府県１名とす

る。 

軽量級（65kg に満たない体重）  中量級（65kg から 75kg までの体重） 

重量級（75kg を超える体重） 

⑶ 組手競技（団体戦）は、各都道府県１チーム５人制とし、組手・形競技の選手より、成年男子３名、

成年女子又は少年女子１名、少年男子１名で編成し、当日競技開始前にその都度メンバー表を提出し

て行う。 

ア 先鋒は少年男子 

イ 次鋒は回戦毎に成年女子と少年女子が交互に出場する。なお、１回戦は少年女子とする。 

ウ 中堅以降は成年男子で編成する。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 形競技 

ア 予選(第１ラウンド)、準決勝(第２ラウンド)、３位決定戦、決勝戦の順に競技を行う。 

イ 以下の手順によって行う。 

(ｱ) 予選(第１ラウンド)は、４グループに分けて競技を行う。 

(ｲ) 競技者人数が 18～20 名の場合は上位２名、21 名以上の場合は上位３名が準決勝(第２ラウン

ド)に進出する。予選(第１ラウンド)の得点は準決勝(第２ラウンド)に持ち越さない。 

(ｳ) 準決勝(第２ラウンド)は、２グループに分けて競技を行う。 

(ｴ) 準決勝(第２ラウンド)各グループ１位の競技者が決勝戦へ、２位の競技者が３位決定戦に進出

する。各グループ３位、４位の計４名は５位となる。 

ウ 同点の場合は以下の手順で勝敗を決める 

(ｱ)有効点のうち、最低点が最も高い者 

(ｲ)有効点のうち、最高点が最も高い者 

(ｳ)再試合 

a 再試合の演武はすでに使用したものは出来ない。 

b しかし再試合に使った形は、その後の試合で使用することが出来る。 

エ 一度演武した形は繰り返し演武することはできない。（但し、再試合で演武した形は使用すること

ができる） 

１ 期  日   2025 年 10 月５日（日）から 10 月７日（火）まで（３日間） 

種  別 10 月５日（日） 10 月６日（月） 10 月７日（火） 

成 年 男 子 組手（個人） 組手（（削除）団体）・形 組手（団体） 

成 年 女 子 組手（個人） 組手（（削除）団体）・形 組手（団体） 

少 年 男 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

少 年 女 子 形 組手（個人・団体） 組手（団体） 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

(1) 組手競技（個人戦）の成年男子は、体重別に下記の３階級とし、各都道府県１階級につき１名とす

る。 

軽量級（67kg に満たない体重）  中量級（67kg から 75kg までの体重） 

重量級（75kg を超える体重） 

(3) 組手競技団体戦は、各都道府県１チーム５人制とし、組手・形競技の選手より、成年男子３名、成

年女子又は少年女子１名、少年男子１名で編成し、当日競技開始前にその都度メンバー表を提出して

行う。 

ア 先鋒は回戦毎に少年男子と少年女子が交互に出場する。なお、１回戦は少年女子とする。 

イ 次鋒は成年女子とする 

ウ 中堅以降は成年男子で編成する。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(2) 形競技 

ア トーナメント方式とする。 

イ １回戦は第１指定形、２回戦は第２指定形の中から選ばなければならない。 

ウ ３回戦以降は全空連競技形リストの中から選ばなければならない。 

エ 一度演武した形は繰り返し演武することはできない。（削除） 

（削除） 
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 オ 予選(第１ラウンド)は第一指定形もしくは第二指定形の中から選び、準決勝(第２ラウンド)以降

は全空連得意形リストの中から選ばなければならない。 

 

５ 予選方法 

⑶ 形競技のブロック大会区分及び代表都道府県数については、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 

成
年
男
子 

成
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

８ブロック 
自由 
選択 

登録会員 
数上位 

自由選択 

北海道 北海道 １ １ １ １   

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ １  

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神

奈川、山梨、 
２ ２ ２ ２ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ １ １ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ １  

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ １  

九 州 
福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、

沖縄 
２ ２ ２ ２ １ １ 

開催県 佐賀 １ １ １ １   

計 18 18 18 18 ８ ５ 

 

10 参加上の注意 

⑴  安全具について 

ア 組手競技においては、危険防止のため公益財団法人全日本空手道連盟検定の安全具（ニューメン

ホー〔Ⅶ〕、拳サポーター（ニューメンホー用）[赤・青]、マウスピース［任意とする］、ファール

カップ[男子のみ]、ボディプロテクター、チェストガード[女子のみ]、インステップガード・シン

ガード[赤・青]）を使用すること。ボディプロテクター、インステップガード・シンガードは WKF

検定のものも可とする。チェストガードは WKF 検定のものとする。 

ウ マウスピースを使用する場合は透明もしくは無色のものとする。短く改造して競技中に口腔より

容易に脱落するようなものは使用不可とする。 

 

 

 

 

 

５ 予選方法 

(3) 形競技のブロック大会区分及び代表都道府県数については、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 

成
年
男
子 

成
年
女
子 

少
年
男
子 

少
年
女
子 

８ブロック 
自由 
選択 

登録会員 
数上位 

自由選択 

北海道 北海道 １ １ １ １  未定 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神

奈川、山梨 
２ ２ ２ ２ １ 未定 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ２ ２ ２ ２ １ 未定 

九 州 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿

児島、沖縄 
２ ２ ２ ２ １ 未定 

開催県 滋賀 １ １ １ １   

計 18 18 18 18 ８ ５ 

 

10 参加上の注意 

(1) 安全具について 

ア 組手競技においては、危険防止のため公益財団法人全日本空手道連盟承認の安全具（ニューメン

ホー〔Ⅶ〕（マウスシールド装着）（追記）、拳サポーター[赤・青]、マウスピース［任意とする］、

セフティーカップ[男子のみ]、ボディプロテクター、チェストガード[女子のみ]、インステップガ

ード・シンガード[赤・青]）を使用すること。拳サポーター（追記）、ボディプロテクター、インス

テップガード・シンガードは WKF 検定のものも可とする。チェストガードは WKF 検定のものとする。 

ウ マウスピースを使用する場合は透明もしくは白色のものとする。短く改造して競技中に口腔より

容易に脱落するようなものは使用不可とする。 

エ 安全具の共用は認めない。各自用意すること。（追記） 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔33〕 ５ 予選方法 

⑶ ブロック大会区分及び選出チームは、下表のとおりとする。 

ブロック名 都道府県名 少年男子 

北海道 北海道 １ 

東北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ 

関東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ 

東海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ 

近畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ 

中国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ 

四国 香川、徳島、愛媛、高知 １ 

九州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ 

開催県 佐賀 １ 

計 13 

 

 

 

 

９ 参加申込み方法 

⑶ 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認めるものとし、その取り扱いについ

ては次のとおりとする。 

 

 

 

10 その他 

⑸ この要項に定めるもののほか、競技に関し必要な事項は、主催者側が定めるものとする。 

 

５ 予選方法 

(3) ブロック大会区分及び選出チームは、下表のとおりとする。  

ブロック大会 都  道  府  県  名  少年男子  

北 海 道 北海道  １  

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島  １ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨  ２  

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井  １  

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜  １  

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山  ２ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口  １  

四 国 香川、徳島、愛媛、高知  １  

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄  ２  

開 催 県 滋賀 １  

計 13  

 

９ 参加申込み方法 

(3) 参加申込み締切後の選手及び監督（追記）変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認めるものとする。

ただし、監督の変更は第６項の条件を満たしていることとする。選手兼任監督を変更する場合は、選

手・監督それぞれを所定の様式にて届け出なければならない。（追記）その取り扱いについては次のと

おりとする。  

 

10 その他  

（削除） 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔34〕 ４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 競技方法 

ウ 演技 各種別、指定された「しかけ・応じ」３本を旗形式により行う。 

（成年女子は３本目・６本目・７本目、少年女子は１本目・４本目・５本目） 

 

５  予選方法 

ﾌﾞﾛｯｸ名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年女子 

演技 試合 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ６ ６ ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ ８ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ ５ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ ４ ３ 

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ６ ６ ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ ５ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ４ ４ ３ 

九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ７ ７ ５ 

開催県 佐賀 １ １ １ 

計 47 47 32 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(2) 競技方法 

ウ 演技 各種別、指定された「しかけ・応じ」３本を旗形式により行う。 

（成年女子は２本目・４本目・７本目、少年女子は２本目・３本目・５本目） 

 

５ 予選方法 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

女子 

少年女子 

演技 試合 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ６ ６ ４ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ ８ ５ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ ５ ３ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ ４ ３ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ５ ５ ４ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ ５ ３ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ４ ４ ３ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ８ ８ ５ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 47 47 32 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔35〕 １ 期  日   2024 年 10 月７日（月）から 10 月 11 日（金）まで（５日間） 

種

別 
10 月７日（月） 10 月８日（火） 10 月９日（水） 10 月 10 日（木） 10 月 11 日（金） 

成

年

男

子 

  
個 人 戦 

予選<前半> 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

予   選 

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

予   選 

  
個 人 戦 

予選<後半> 

個 人 戦 

決   勝 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

決   勝 

    

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

決   勝 

成

年

女

子 

  
個 人 戦 

予選<前半> 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

予   選 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

決   勝 

  
個 人 戦 

予選<後半> 

個 人 戦 

決   勝 

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

決   勝 

   

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

予   選 

 

少

年

男

子 

個 人 戦 

予選<前半> 

団 体 戦 

予   選 
   

個 人 戦 

予選<後半> 

個 人 戦 

決   勝 
   

 
団 体 戦 

決   勝 
   

少

年

女

子 

個 人 戦 

予選<前半> 

個 人 戦 

決   勝 
   

個 人 戦 

予選<後半> 

団 体 戦 

決   勝 
   

団 体 戦 

予   選 
    

 

１ 期  日   2025 年９月 29 日（月）から 10 月３日（金）まで（５日間） 

種

別 
９月 29 日（月） ９月 30 日（火） 10 月１日（水） 10 月２日（木） 10 月３日（金） 

成

年

男

子 

  
個 人 戦 

予選<前半> 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

予   選 

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

予   選 

  
個 人 戦 

予選<後半> 

個 人 戦 

決   勝 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

決   勝 

    

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

決   勝 

成

年

女

子 

 
個 人 戦 

予選<前半> 

個 人 戦 

予選<後半> 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

予   選 

団 体 戦 

(２人チーム戦) 

決   勝 

   
個 人 戦 

決   勝 

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

決   勝 

   

団 体 戦 

(４人チーム戦) 

予   選 

 

少

年

男

子 

個 人 戦 

予選<前半> 

個 人 戦 

決   勝 
   

個 人 戦 

予選<後半> 

団 体 戦 

決   勝 
   

団 体 戦 

予   選 
    

少

年

女

子 

個 人 戦 

予選<前半> 

個 人 戦 

予選<後半> 
   

団 体 戦 

予   選 

個 人 戦 

決   勝 
   

 
団 体 戦 

決   勝 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

 ９ 参加申込み方法 

⑶ 

イ 提 出 先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 Japan Sport Olympic Square 5F 

公益財団法人 JAPAN BOWLING 

TEL 03-6804-5605 FAX 03-6804-5606 

 

 

 

なお、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、上記への提出後、別途、所定の手続きにより、

参加申込情報を修正すること。 

 

９ 参加申込み方法 

(3) 

イ 提 出 先 

(ｱ) 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 5F 

                公益財団法人 JAPAN BOWLING 

TEL 03-6804-5605 FAX 03-6804-5606 

MAIL kyougi@japan-bowling.or.jp（追記） 

 

ウ 提出方法 上記メールアドレス宛にメールにて提出すること。（追記） 

なお、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、上記への提出後、別途、所定の手続きにより、

参加申込情報を修正すること。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔36〕 ４ 競技上の規程及び方法 

⑴ ゴルフ規則について 

公益財団法人日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技ローカルルールを適用する。 

 

⑼ 動力付き移動機器の使用について 

   ラウンド中、プレーヤーやキャディーはいかなる形態の動力付きの移動機器に乗車して移動しては

ならない。 

⑽ キャディーについて 

  【少年男子】 

プレーヤーはラウンド中キャディーを使用してはならない。この条件の違反の罰は、キャディーに

支援してもらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きたり、

ホールとホールの間まで継続した場合は、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) ゴルフ規則について 

公益財団法人日本ゴルフ協会ゴルフ規則（2025JGA アマチュア競技ローカルルールと競技の条件を

含む）（追記）及び本競技ローカルルールを適用する。 

(9) 動力付き移動機器の使用について 

ラウンド中、プレーヤーやキャディー（【少年男子】のカート運転手を除く）（追記）はいかなる形

態の動力付きの移動機器に乗車して移動してはならない。 

(10) キャディーについて 

【少年男子】 

ローカルルールひな型 H-1.1（キャディーの使用禁止）を採用する。（大会側が用意した乗用カー

トの運転手を除く）このローカルルールの違反の罰は、キャディーに支援してもらったその各ホー

ルに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きたり、ホールとホールの間まで継

続した場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔37〕 ４ 競技上の規程及び方法 

 ⑵ 競技方法 

ア 一選手が３種目（スイム 1.5km・バイク 40km・ラン 10km）の競技を連続して行い、その合計タイ

ムを競う。なお、正確な距離は競技説明会で選手へ周知される。 

 

５ 予選方法 

各都道府県トライアスロン連合及び協会は、都道府県大会等の予選会を実施し、本大会代表を選考す

る。なお、予選会への参加資格は、各都道府県により決定される。 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 競技方法 

ア  一選手が３種目（スイム 1.5km・バイク 40km・ラン 10km）の競技を連続して行い、その合計タ

イムを競う。(削除) 

 

５ 予選方法 

   各都道府県トライアスロン連合及び協会は、都道府県大会等の予選会を実施し、本大会代表を選考す

る。（削除） 

  ただし、『トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置』を適用する。（追記） 

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kokutai/doc/jg_kitei_12.pdf （追記） 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

特別競技 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔１〕 ４ 競技上の規程及び方法 

⑴ 適用規則は、2024 年度公認野球規則、アマチュア野球内規並びに大会特別規則による。 

 

⑵ 試合方法 

ウ 試合が９回終了時点で同点となった場合は、タイブレーク方式を採用する。 

エ 継続試合を採用する。 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1) 適用規則は、2025 年度公認野球規則、アマチュア野球内規（2025 年）、高校野球特別規則（2025 年

版）並びに大会特別規則による。 

 (2) 試合方法 

ウ 降雨等により試合が成立しなかった場合、その試合を継続試合とする。 

エ 試合が９回終了時点で同点となった場合は、タイブレーク制度を採用する。 

（削除） 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

公開競技 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔１〕 ５ 予選方法 

北海道・東北・関東・北信越・東海・近畿・中国・四国・九州の９ブロックから、各種目１チームの出

場とする。ただし、開催県（佐賀県）を含むブロックは、さらに各種目について１チームを出場させる。 

 

８ 参加申込み方法 

 

 

 

 

 

 

申 込 先 宛   先 提出部数 

公益社団法人 

日本綱引連盟 

〒 160-0013 東 京 都 新 宿 区 霞 ヶ 丘 町 ４ 番 ２ 号       

JAPAN SPORT OLIMPIC SQUARE 408 号    

TEL  03-5843-0457    

Mail  tugofwar@japan-sports.or.jp 

１ 部 

５ 予選方法 

北海道・東北・関東・北信越・東海・近畿・中国・四国・九州の９ブロックから、各種目１チームの出

場とする。ただし、開催県（滋賀県）を含むブロックは、さらに各種目について１チームを出場させる。 

 

８ 参加申込み方法 

 

 

 

 

 

 

申 込 先 宛   先 提出部数 

公益社団法人 

日本綱引連盟 

〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 408 号 

TEL 03-5843-0457 

E-mail   jtwf@tsunahiki.net 

１部 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 
第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 

 
第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔２〕 ５ 予選方法 

(2) 地域ゲートボール協議会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

地 域 協 議 会 加 盟 都 道 府 県 名 男 子 女 子 

北 海 道 北海道 １ １ 

東 北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 ２ ２ 

北 信 越 新潟・長野・富山・石川・福井 ２ ２ 

北 関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉 １ １ 

南 関 東 千葉・東京・神奈川・山梨 ２ ２ 

東 海 静岡・愛知・三重・岐阜  １ １ 

近 畿 滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 ２ ２ 

中 国 鳥取・島根・岡山・広島・山口 １ １ 

四 国 香川・徳島・愛媛・高知 １ １ 

九 州 福岡・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄 ２ ２ 

開 催 県 佐賀 １ １ 

合 計 16 16 

 

７ 表  彰 

⑴ 各種別の第１位から第３位までの都道府県に、賞状を授与する。 

⑵ 参加者には、大会参加記念章を授与する。 

 

５ 予選方法 

(2) 地域ゲートボール協議会区分及び代表チーム数は、次表のとおりとする。 

地 域 協 議 会 加 盟 都 道 府 県 名 男 子 女 子 

北 海 道 北海道 １ １ 

東 北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 ２ ２ 

北 信 越 新潟・長野・富山・石川・福井 ２ ２ 

北 関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉 １ １ 

南 関 東 千葉・東京・神奈川・山梨 ２ ２ 

東 海 静岡・愛知・三重・岐阜 １ １ 

近 畿 京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 ２ ２ 

中 国 鳥取・島根・岡山・広島・山口 １ １ 

四 国 香川・徳島・愛媛・高知 １ １ 

九 州 福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄 ２ ２ 

開 催 県 滋賀 １ １ 

合 計 16 16 

 

７ 表  彰 

各種別の第１位から第３位までの都道府県に、賞状を授与する。 

  (削除) 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔３〕 １ 期  日   2024 年９月 21 日（土）から９月 22日（日）まで（２日間） 

  ※ 実際のエントリー状況により、変更する場合があります 

種  別 ９月 21 日（土） ９月 22 日（日） 

ペア 24 式太極拳（自選） 

（シニア男子・シニア女子） 
47 チーム（第３コート）  

総合太極拳（自選） 

（成年男子・成年女子） 
男子 47 名（第１コート） 女子 47 名（第１コート） 

自選長拳 

（成年男子・成年女子） 
女子 47 名（第２コート） 男子 47 名（第２コート） 

ジュニア太極拳２ 

（少年男子・少年女子） 
 

男子 47 名（第３コート） 

女子 47 名（第３コート） 

国際第一套路長拳 

（少年男子・少年女子） 
女子 47 名（第２コート） 男子 47 名（第２コート） 

 

８ 表  彰 

⑷ 参加者全員に、大会参加記念章を授与する。 

 

１ 期   日   2025 年８月 30 日（土）から８月 31日（日）まで（２日間） 

種  別 ８月 30 日（土） ８月 31 日（日） 

ペア 24 式太極拳(自選) 

（シニア男子・シニア女子） 
47 チーム（第３コート）  

総合太極拳（自選） 

（成年男子・成年女子） 
男子 47 名（第１コート） 女子 47 名（第１コート） 

自選長拳 

（成年男子・成年女子） 
女子 47 名（第２コート） 男子 47 名（第２コート） 

ジュニア太極拳２ 

（少年男子・少年女子） 
 

男子 47 名（第３コート） 

（削除） 

国際第一套路長拳 

（少年男子・少年女子） 
女子 47 名（第３コート） （削除） 

 ※実際の参加エントリー数によりコート数と競技日程が変更となる可能性があります 

 

８ 表   彰 

(4) 参加者全員に、大会参加記念品を授与する。 
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第 79 回国民スポーツ大会（滋賀県）各競技別実施要項（案）における第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）からの主な変更点 
 

競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔４〕 １ 期  日    2024 年９月６日（金）から９月８日（日）まで（３日間） 

種  別 ９月６日（金） ９月７日（土） ９月８日（日） 

成年男子 59 ㎏級 決勝 66～83 ㎏級決勝 93～120 ㎏超級決勝 

成年女子 全階級 決勝   

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子  １～15 47 112 

207 成年女子  １～５ 47 48 

監督（共通） １  47 47 

※成年男子は、都道府県予選会での選手選考、成年女子の選手は、ブロック大会の選手選考の結果に

よる。 

※監督については、男子・女子種別共通として１名推薦すること。 

 

５ 予選方法 

⑴  都道府県大会（成年男子） 

ウ 国スポ本戦出場に必要な参加標準記録は下記②の通りとする。上記イの該当選手は参加標準記

録を突破しなければならない。標準記録未達の為に当該都道府県の出場枠の人数が充足しない場

合、及び都道府県大会の出場人数が代表選手枠数に満たない場合（県大会未開催の場合を含む) 

当該都道府県の所属するブロックのブロック大会に出場枠が移行する事となる。 

エ 都道府県予選会の結果成績は、大会終了後１週間以内に所属ブロックのブロック長に提出する

こと。 

⑵  ブロック大会（成年女子） 

ウ 選考方法は都道府県予選会と同様に、成年男子・成年女子ともに各階級で１位となった選手の

内、IPFポイントの大きい選手から順に出場枠数に達するまで選考するものとし、１位の選手で充

足しない場合は、同様の手順で２位の選手から選考することができる。尚、都道府県予選会同

様、下記②の参加標準記録突破を必要とする。 

① ブロック大会の区分及び都道府県毎の代表選手枠数は、前々年度（2022年度2023年２月

末）の各都道府県協会のＪＰＡ登録選手数に応じて算出した結果、下記のとおりとする。 

 

１ 期   日    2025年９月20日（土）から９月21日（日）まで（２日間） 

種  別 ９月20日（土） ９月21日（日） 

成年男子 59～83㎏級決勝 93～120㎏超級決勝 

成年女子 全階級 決勝  

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小 計 合 計 

成年男子  １～15 47 112 

207 成年女子  １～５ 47 48 

監督（共通） １  47 47 

※各都道府県の成年男子及び成年女子の選手数は、ブロック大会の結果による 

※監督については、男子・女子種別共通として１名推薦すること。 

 

 

５ 予選方法 

(1) 都道府県大会 

（削除） 

ウ 都道府県予選会の結果成績は、大会終了後１週間以内に所属ブロックのブロック長に提出する

こと。 

(2) ブロック大会（削除） 

ウ 選考方法は都道府県予選会と同様に、成年男子・成年女子ともに各階級で１位となった選手の

内、IPFポイントの大きい選手から順に出場枠数に達するまで選考するものとし、１位の選手で充

足しない場合は、同様の手順で２位の選手から選考することができる。（削除） 

 

 

 

 

（削除）ブロック大会の区分及び都道府県毎の代表選手枠数は、前々年度（2023 年度 2024 年 2

月末）の各都道府県の JPA 登録選手数に応じて算出した結果、下記の通りとする。 
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② 国スポ本戦出場に必要な参加標準記録は、次のとおりとする（開催県は免除） 

 

 

６ 参加資格 

⑴ 選手について 

オ 事前にドーピング防止講習会を受講した選手であること（Web による講習会を含む）。大会に参加

する選手は、参加申込時にドーピング防止講習会の受講証明書の控え（コピー）を提出すること。 

事前にドーピング防止講習会を受講していない選手は、大会に出場することができない。講習会

の受講証明書は有効期限内（国スポ開催月が有効期限内）であること。 

大会前日にドーピング防止講習会を受講希望の選手は、申込書の所定の欄にチェックをするこ 

 
ブロック 都道府県 監督 成年男子 成年女子 合計 ブロック 都道府県 監督 成年男子 成年女子 合計 

北海道 

東北 

ブロック 

北海道 １ ５ ２ ８ 

近畿 

ブロック 

京都府 １ １ 

７ 23 

青森県 １ １ 

２ 16 

大阪府 １ ５ 

岩手県 １ １ 兵庫県 １ ３ 

宮城県 １ ２ 奈良県 １ １ 

秋田県 １ １ 和歌山県 １ １ 

山形県 １ １ 

中国 

ブロック 

鳥取県 １ １ 

２ 15 

福島県 １ ２ 島根県 １ １ 

関東 

ブロック 

茨城県 １ ３ 

21 70 

岡山県 １ ２ 

栃木県 １ ２ 広島県 １ ３ 

群馬県 １ １ 山口県 １ １ 

埼玉県 １ ５ 

四国 

ブロック 

香川県 １ １ 

２ 10 
千葉県 １ ７ 徳島県 １ １ 

東京都 １ 14 愛媛県 １ １ 

神奈川県 １ ８ 高知県 １ １ 

山梨県 １ １ 

九州 

沖縄 

ブロック 

福岡県 １ ４ 

３ 23 

甲信越 

ブロック 

新潟県 １ ２ 

３ 15 

佐賀県 １ １ 

長野県 １ ２ 長崎県 １ １ 

富山県 １ １ 熊本県 １ １ 

石川県 １ １ 大分県 １ １ 

福井県 １ １ 宮崎県 １ １ 

東海 

ブロック 

静岡県 １ ２ 

４ 19 

鹿児島県 １ １ 

愛知県 １ ６ 沖縄県 １ ２ 

三重県 １ ２ 開催県 滋賀県 １ ５ ２ ８ 

岐阜県 １ １ 総合計 47 112 48 207 
 

（削除） 

 

 

 

 

 

６ 参加資格 

(1) 選手について 

オ 事前にドーピング防止講習会を受講した選手であること（Web による講習会を含む）。大会に参加

する選手は、参加申込時にアンチ・ドーピング講習会の受講証明書の控え（コピー）を提出するこ

と。事前にドーピング防止講習会を受講していない選手は、大会に出場することができない。講習

会の受講証明書は有効期限内（2024 年９月１日以降）であること。大会前日にドーピング防止講習

会を受講希望の選手は、申込書の所定の欄にチェックをすること。尚、講習会は 2025 年９月 19日 
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と。尚、ドーピング防止講習会は、５日：19:00～、６日：19:00～、７日：19:00～大会会場にて開

催予定。申し込みはシクミネットの「イベント」より選択を行う。 

⑵ 監督について 

 

ウ 監督は、JADA の「日本アンチ・ドーピング規程」違反を理由として資格停止の対象となっていな

いこと。また、ドーピングに関連して、JPA の「ドーピング防止規程」に基づく処分や、同じく、ド

ーピングに関連して、刑事上有罪または所属する団体、事業所等で職務上の処分を受けていないこ

と。 

 

７ 表  彰 

⑴ 成年男子は階級別に第 1位から第６位までに、成年女子は軽量級(47kg,52kg)・中量級(57kg,63kg)・

重量級（69kg～84kg 超級）の３つのグループとし、それぞれ IPF ポイントの第１位から第６位までに

賞状を授与する。 

⑶ 選手、監督、競技役員を含めて参加者全員に大会参加記念章を与える。 

 

 

10 参加上の注意 

⑹ 使用機材：ラック ONI、シャフト ONI 

⑺ 事前検量用体重計は、大会会場にて木曜・金曜・土曜共に 16:00～18:00 の設置とする 

 

(金)19：00～、20日(土)の 19：00～より、大会会場にて開催予定。申し込みについては、シクミネッ

トの「イベント」より選択、応募多数の際は着順となります。 

(2) 監督について 

ウ 監督者は本大会に帯同を基本とする。（追記） 

エ 監督は、JADA の「日本アンチ・ドーピング規程」違反を理由として資格停止の対象となっていな

いこと。また、ドーピングに関連して、JPA の「ドーピング防止規程」に基づく処分や、同じく、ド

ーピングに関連して、刑事上有罪または所属する団体、事業所等で職務上の処分を受けていないこ

と。 

 

７ 表   彰 

(1) 成年男子は階級別に第 1位から第６位までに、成年女子は軽量級(47、52kg)・中量級(57、63kg)・重

量級(69～84kg 超級)の３つのグループとし、（削除）第１位から第６位までに賞状を授与する。 

 

（3）選手、監督、（削除）に大会参加記念品を与える。 

 

 

10 参加上の注意 

(6) 使用機材：ラック ONI、シャフト ONI ※変更となる場合があります。 

(7) 事前検量用体重計は、大会会場にて（削除）金曜・土曜共に 16:00～18:00 の設置とする。 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔５〕 ４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 大会内容 

ア 大会は、交歓大会（３ラウンド）と交流大会（１ラウンド）とする。 

 

 

イ 交歓大会は、団体ゲーム（都道府県対抗）と個人ゲームを３ラウンドで同時に行い、それぞれの順

位を決定する。 

ウ 交流大会は個人ゲームとし、８ホール×１ラウンドで行う。 

エ 組み合わせは公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会が行う。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

 (2) 大会内容 

   ア 大会は、交歓大会（３ラウンド）と交流大会（１ラウンド）とする。 

   イ スタートは、各組が第１ホールから第８番ホールまで時間差でスタートするワンウェイ方式で実

施する。（追記） 

   ウ 交歓大会は、団体ゲーム（都道府県対抗）と個人ゲームを３ラウンドで同時に行い、それぞれの

順位を決定する。 

   エ 交流大会は個人ゲームとし、８ホール×１ラウンドで行う。 

   オ 組み合わせは公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会が行う。 

 

グ
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔６〕 １ 期   日   2024 年８月 24 日（土）から８月 25日（日）まで（２日間） 

種  別 ８月 24 日（土） ８月 25 日（日） 

男子 １回戦 ２回戦から決勝戦 

女子 １回戦 ２回戦から決勝戦 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小 計 合計(人) 

男子 ０～１ ４ 
47 都道府県 

ブロック代表 17 
256 

(上限) 

512 ～ 600 
女子 ０～１ ４ 

47 都道府県 

ブロック代表 17 
256 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

⑵ 競技方法 

ア 各種別とも１回戦はリーグ戦、２回戦以降はトーナメント方式によって勝敗を決める。 

ウ 競技は、シングルス２名、ダブルス１ペアの３ポイントによるチーム対抗戦とする。 

対戦は、第１シングルス・ダブルス・第２シングルスの順とする。 

 

エ リーグ戦の順位は、次の順位により決定する。 

① 勝率 

② ゲームの勝率(勝ちゲーム数÷全ゲーム数) 

③ ポイントの勝率(勝ちポイント数÷全ポイント数) 

④ ②と③が同じ場合抽選とする。 

 

 

５ 予選方法 

⑵ 各ブロック代表チームの選考については、2023 年度ブロック選手権大会上位入賞者の所属都道府県

にポイントを付与し、ポイント合計１位の都道府県にブロック選出枠として出場資格を付与する。 

⑶ 都道府県代表およびブロック大会の代表チーム数は下記のとおりとする。 

ブロック 都道府県名 都道府県代表 ブロック代表 

北海道 北海道 １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ６ ２ 

関 東 
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京 

神奈川、山梨 
８ ２ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ ２ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ ２ 
 

１ 期   日   2025 年９月 20 日（土）から９月 21日（日）まで（２日間） 

種  別 ９月 20 日（土） ９月 21 日（日） 

男子 予選リーグ 予選リーグ・１回戦から決勝戦 

女子 予選リーグ 予選リーグ・１回戦から決勝戦 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 監  督 選  手 参加都道府県 小 計 合計(人) 

男子 ０～１ ５ 47 都道府県 240 (上限) 

480～576 女子 ０～１ ５ 47 都道府県 240 

 

 

 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(2) 競技方法 

ア 各種別とも、（削除）リーグ戦及び（削除）トーナメント方式によって勝敗を決める。 

ウ 競技は、ダブルス２ペア、シングルス１名の３ポイントによるチーム対抗戦とする。 

対戦は、第１ダブルス・シングルス・第２ダブルスの順とする。また、対戦ごとに、試合の順番及

び出場する種目を変更することができる。 

エ リーグ戦の順位は、次の項目を順に比較して決定する。 

(ｱ) 団体戦の勝率 

(ｲ) マッチの勝率(勝ちマッチ数÷全マッチ数) 

(ｳ) ゲームの勝率(勝ちゲーム数÷全ゲーム数) 

(ｴ) ポイントの勝率(勝ちポイント数÷全ポイント数) 

(ｵ) (ｱ)から(ｴ)までが同じ場合は、抽選とする 

 

５ 予選方法 

(2) 都道府県代表のチーム数は、男女１チームずつとする。ただし、開催県のみ男女２チームずつとす

る。 

（削除） 
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10 参加上の注意 

⑸ 開会式は全員、閉会式については２日目の競技出場者は全員参加すること。 

 

 

 

⑹ 昼食は参加者各自で用意すること。 

⑺ ゴミ等は各自持ち帰ること。 

⑻ 飲食は所定の場所で行うこと。 

⑼ 会場周囲を含め喫煙を禁止する。 

 

 

⑽  所持品等の管理は各自の責任とし、大会会場内での盗難、紛失、破損等について主催者側は一切責

任を負わない。 

⑾  バウンドテニスに共通するマナーや心得及び主催者側が定めたその他の規約を遵守すること。 

⑿  天災等の緊急時は、施設管理者及び主催者側の指示に従うこと。 

⒀  新型コロナウイルス感染防止のため、決められた対策を遵守すること。なお、大会当日は検温し参

加すること。 

 

11 個人情報の取り扱いについて 

 

12 その他 

⑴ 荒天時及び不測の事態の場合には主催者側が開催の可否を決定し、国スポ実行委員会の公式 Web サ

イトで周知する。主催者側から参加者に対して、個別に連絡は行わない。 

 

 

11 参加上の注意 

(5) 開会式及び閉会式については、全員参加すること。 

(6) チェンジコートの際のみ、監督及び出場選手によるコーチングを可とする。（追記） 

(7) 予選リーグにおいて、審判は相互審判とし、対戦チームから毎試合１名ずつ出すこと。 

決勝トーナメントの審判は、大会本部及びリーグ戦敗者チームの選手が担当する。（追記） 

(8) 昼食は、参加者各自で用意すること。 

(9) 飲食は、所定の場所で行い、ゴミ等は各自持ち帰ること。 

 

(10) 受動喫煙防止のため、会場周囲を含め禁煙とする。 

(11) 試合、会場の様子などを撮影し、動画を SNS に上げる場合は、映像に映っている方すべての方の

承諾を得ること。（追記） 

(12) 所持品等の管理は各自の責任とし、大会会場内での盗難、紛失、破損等について主催者側は一切

責任を負わない。 

(13) バウンドテニスに共通するマナーや心得及び主催者側が定めたその他の規約を遵守すること。 

(14) 天災等の緊急時は、施設管理者及び主催者側の指示に従うこと。 

（削除） 

 

 

12 個人情報の取り扱いについて 

 

13 その他 

(1) 荒天時及び不測の事態の場合には主催者側が開催の可否を決定し、わた SHIGA 輝く国スポ・障ス

ポ草津市実行委員会の公式 Web サイトまたは日本バウンドテニス協会のホームページ（追記）で周

知する。主催者側から参加者に対して、個別に連絡は行わない。 
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競技名 第 78 回国民スポーツ大会（佐賀県）実施要項 第 79 回国民スポーツ大会実施要項（案） 

〔７〕 １ 期   日   2024 年８月 24 日（土）から８月 25日（日）まで２日間 

種  別 ８月 24 日（土） ８月 25 日（日） 

成年混合 

 

成年女子 

成年女子 

成年女子 

成年男子 

成年男子 

AD 種目チャレンジ・チーム 

 

AD 種目シニア女子Ⅰ 

AD 種目シニア女子Ⅱ 

AD 種目シニア女子Ⅲ 

AD 種目シニア男子Ⅰ 

AD 種目シニア男子Ⅱ 

 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

 

フライト種目シニア A 

フライト種目シニア B 

フライト種目マスターズ 

フライト種目グランドマスターズ 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 選 手 チーム／選手 小 計 合計（人） 

 

成年混合 

 

成年女子 

成年女子 

成年女子 

成年男子 

成年男子 

AD 種目 

チャレンジ・チーム 150 

 

シニア女子Ⅰ18 

シニア女子Ⅱ20 

シニア女子Ⅲ25 

シニア男子Ⅰ10 

シニア男子Ⅱ10 

 

 

 

 

 

233 

 

538 

 

成年混合 

成年混合   

成年混合 

成年混合 

 フライト種目 

シニア A 65 

シニア B 60 

マスターズ 90 

グランドマスターズ 90 

 

 

305 

 

 

５ 予選方法 

 

ブロック 

 

都道府県 

AD 種目   

チーム 

AD 種目              

シングル 

フライト種目 

混合（最大） 男子 女子 混合 

第１ブロック 北海道、秋田、青森、岩

手、宮城、山形、福島 
20 名 ２名 ７名 50 名 

 

１ 期   日   2025 年 8 月 23 日（土）から 8月 24 日（日）まで２日間 

種  別 8 月 23 日（土） 8 月 24 日（日） 

成年混合 

少年混合 

成年女子 

成年女子 

（削除） 

成年男子 

成年男子 

AD 種目チャレンジ・チーム 

AD 種目ティーンズ 

AD 種目シニア女子Ⅰ 

AD 種目シニア女子Ⅱ 

（削除） 

AD 種目シニア男子Ⅰ 

AD 種目シニア男子Ⅱ 

 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

 

フライト種目 Over18 

フライト種目 Over30 

フライト種目 Over50 

フライト種目 Over60 

 

３ 種別及び参加人員 

種  別 選 手 チーム／選手 小 計 合計(人) 

 

成年混合 

少年混合 

成年女子 

成年女子 

（削除） 

成年男子 

成年男子 

AD 種目 

チャレンジ・チーム 240 

ティーンズ 25 

シニア女子Ⅰ30 

シニア女子Ⅱ30 

（削除） 

シニア男子Ⅰ16 

シニア男子Ⅱ15 

 356 

571 

 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

成年混合 

 フライト種目 

Over18 60 

Over30 50 

Over50 55 

0ver60 50 

215 

 

５ 予選方法 

ブロック 都道府県 
AD 種目チーム AD 種目シングル       フライト種目 

混合(最大) 男子 女子 混合 

北海道 

ブロック 
北海道 20 名 ３名 ３名 15 名 

東北 

ブロック 

青森、秋田、岩手 

宮城、山形、福島 
20 名 ２名 ３名 35 名 

 

競
技 
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第２ブロック 茨城、栃木、群馬 

埼玉、新潟、千葉 

東京、神奈川、山梨 

 

30 名 

 

６名 

 

13 名 

 

50 名 

第３ブロック 富山、石川、福井 

長野、静岡、愛知 

三重、岐阜 

 

30 名 

 

４名 

 

11 名 

 

50 名 

第４ブロック 滋賀、京都、大阪 

兵庫、奈良、和歌山 
20 名 ４名 ９名 50 名 

第５ブロック 鳥取、島根、岡山 

広島、香川、徳島 

愛媛、高知 

 

20 名 

 

２名 

 

９名 

 

50 名 

第６ブロック 山口、福岡、佐賀 

長崎、大分、熊本 

宮崎、鹿児島、沖縄 

 

30 名 

 

２名 

 

14 名 

 

55 名 

合 計 150 名 20 名 63 名 305 名 

 

 

 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

（公社）日本エアロビック連盟の当該年度選手登録を完了した選手であること。（チームはメンバー

内１名のみで可とする。）出場選手は開催年の 4月１日現在、18歳以上の男女とする。 

 

 

⑴ AD 種目シニア女子Ⅰ部門に出場できる選手は 18 歳から 39歳までの女子とする。 

⑵ AD 種目シニア女子Ⅱ部門に出場できる選手は 40 歳から 55歳までの女子とする。 

⑶ AD 種目シニア女子Ⅲ部門に出場できる選手は 56 歳以上の女子とする。 

⑷ AD 種目シニア男子Ⅰ部門に出場できる選手は 18 歳から 49歳までの男子とする。 

⑸ AD 種目シニア男子Ⅱ部門に出場できる選手は 50 歳以上の男子とする。 

⑹ フライト種目シニア A部門に出場できる選手は 18 歳から 34 歳までの男女とする。 

⑺ フライト種目シニア B部門に出場できる選手は 35 歳から 49 歳までの男女とする。 

⑻ フライト種目マスターズ部門に出場できる選手は 50 歳から 59 歳までの男女とする。 

⑼ フライト種目グランドマスターズ部門に出場できる選手は 60歳以上の男女とする。 

 

７  表   彰 

  参加者全員に、大会参加記念章を授与する。 

 

 

関東 

ブロック 

茨城、栃木、群馬 

埼玉、新潟、千葉 

東京、神奈川、山梨 

40 名 ８名 21 名 50 名 

北陸 

ブロック 
富山、石川、福井 20 名 ２名 ４名 5 名 

中部 

ブロック 

長野、静岡、愛知 

三重、岐阜 
30 名 ５名 16 名 25 名 

近畿 

ブロック 

滋賀、京都、大阪 

兵庫、奈良、和歌山 
30 名 ５名 10 名 25 名 

中国 

ブロック 
鳥取、島根、岡山、広島 20 名 ２名 ３名 15 名 

四国 

ブロック 
香川、徳島、愛媛、高知 20 名 ２名 ３名 ５名 

北九州 

ブロック 

山口、福岡、佐賀 

長崎、大分 
20 名 ５名 11 名 25 名 

南九州 

ブロック 
熊本、宮崎、鹿児島、沖縄 20 名 ２名 ６名 15 名 

合 計 240 名 36 名 80 名 215 名 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

（公社）日本エアロビック連盟の当該年度選手登録を完了した選手であること。（チームはメンバー

内１名のみで可とする。）少年の部出場選手は開催年の４月１日現在、15 歳以上 18 歳未満の男女、 

成年の部出場選手は開催年の４月１日現在、18歳以上の男女とする。 

(1) AD 種目ティーンズ部門に出場できる選手は 15 歳から 17歳までの男女とする。（追記） 

(2) AD 種目シニア女子 1部門に出場できる選手は 18 歳から 49歳までの女子とする。 

(3) AD 種目シニア女子Ⅱ部門に出場できる選手は 50 歳以上の女子とする。 

（削除） 

(4) AD 種目シニア男子Ⅰ部門に出場できる選手は 18 歳から 49歳までの男子とする。 

(5) AD 種目シニア男子Ⅱ部門に出場できる選手は 50 歳以上の男子とする。 

(6) フライト種目 Over18 部門に出場できる選手は 18 歳から 29 歳までの男女とする。 

(7) フライト種目 Over30 部門に出場できる選手は 30 歳から 49 歳までの男女とする。 

(8) フライト種目 Over50 部門に出場できる選手は 50 歳から 59 歳までの男女とする。 

(9)  フライト種目 Over60 部門に出場できる選手は 60 歳以上の男女とする。 

 

７  表   彰 

  参加者全員に、大会参加記念品を授与する。 
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８ 参加申込み方法 

⑴ 都道府県連盟は、所定の「参加申込書」に必要事項を記入の上、下記宛に 2024 年６月１日（土）

から６月 15 日（土）までの期間内に郵送またはメールのいずれかで提出すること。 

 

申込先 宛先 提出部数 

公益社団法人 

日本エアロビック連盟 

事務局 

〒140-0011 

 東京都品川区東大井 5-7-10 クレストワン３F 

TEL：03-5796-7521／FAX：03-5796-7527 

Mail:athlete2@aerobic.or.jp 

 

１部 

 

⑵ 選手は各自のマイページより 2024 年６月 20日（木）から６月 30 日（日）までに申し込みを完了

すること。 

 

９ 参加負担金 

⑴ 成年種別 AD種目チャレンジ・チーム部門は１人 4,800 円とする。 

 

⑵ 成年種別 AD種目シニア男女部門は１人 7,200 円とする。 

⑶ 成年種別フライト種目各部門は１人 6,100 円とする。 

 

10 参加上の注意 

⑴ 競技実施中の傷害、疾病に関しては主催者が応急処置を行うが、その後の処置は選手の責任とす

る。 

⑵ 会場までの移動は各自の負担とする。 

⑶ 交通、宿泊は各自の負担とする。 

⑷ 荷物の管理は各自の責任とする。 

８ 参加申込み方法 

(1) 都道府県連盟は、所定の「参加申込フォーム」に必要事項を記入の上、下記宛に 2025 年６月１日

(日)から６月 15日(日)までの期間内にメールで提出すること。 

 

（削除） 

 

 

 

 
 
(2) 選手は各自のマイページより 2025 年６月 20 日(金)から６月 30日(月)までに申し込みと支払いを

完了すること。 

 

９ 参加負担金 

(1) 成年種別 AD 種目チャレンジ・チーム部門は１人 4,800 円とする。 

(2) 少年種別 AD 種目ティーンズ部門は１人 5,900 円とする。（追記） 

(3) 成年種別 AD 種目シニア男女部門は 1人 7,200 円とする。 

(4) 成年種別フライト種目各部門は１人 6,100 円とする。 

 

10 参加上の注意 

 (1) 大会保険、怪我等について 

ア  発生した傷害の補償について本連盟が加入するスポーツ傷害保険の範囲とする。 

イ  会場における疾病、負傷に対する応急処置は主催者側で行うが、その他の責任は、自己責任と

する。また、会場との往復経路における事故等に関しても自己責任とする。 

ウ 参加選手、大会関係者は、大会期間中は自己責任において健康管理を行うものとし、事前にス

ポーツ傷害保険等への加入を推奨する。 

(2) 会場までの移動は各自の負担とする。 

(3) 交通、宿泊は各自の負担とする。 

(4) 荷物の管理は各自の責任とする。 

 

申 込 先 宛  先 

公益社団法人日本エアロビック連盟 業務部 
（削除） 

Mail:athlete2@aerobic.or.jp 
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１　基本情報 ４　成果目標及び到達目標の達成に向けた今期の具体的な取組内容

２　成果目標

地域スポーツの最適化 多様性の尊重

スポーツ・インテグリティの強化 ○ 次世代に繋ぐ新たな仕組みの実現

６　成果目標及び到達目標の達成に向けた課題点

７　次年度以降の取組予定と目標

３　到達目標経年データ

８　フィードバック（中期計画部会・総合企画委員会・理事会）

評価指標② 2022（基準値） 2023（実績） 2024（目標）

国体（国スポ）チャンネル
累計PV数

本大会166万PV
冬季54万PV

本大会　472万PV
冬季　46万PV

本大会５００万PV
冬季　50万PV

オリンピックなど国際競技大会で活躍す
るようなトップアスリート参加率

4.0% 2.7% 4.0%

2025（目標） 2026（目標） 2027（最終目標）

6.0% 7.0% 8%以上

単にPV数が伸びた、下がったではなく、委員会（推進部）の取組がPVにどのように影響したのか、評価する指標と
してPV数がふさわしいのかについて改めて検討すべきではないか。今後も評価指標とするのであれば、カウントす
るPV数の前提条件（チャンネル数、投入資源等）を明確に設定する必要があるのではないか。
また、今後の施策を検討するにあたっては、PVのより詳細な要因分析を行うことが大前提である。

トップアスリートの参加率向上に向けては、トップアスリート参加率が上がらない要因並びに各NFの考えを丁寧に
把握・分析しながら、その実態を踏まえてNFへ働きかけていくことが重要である。
また、評価指標については、全体参加者を母数とするのではなく、トップアスリート特例措置対象者を母数としたほ
うがより実態を表す数字としては相応しいのではないか。

2025（目標） 2026（目標） 2027（最終目標）

本大会５５０万PV
冬季55万PV

本大会　600万PV
冬季　60万PV

本大会200万PV、
冬季60万PV以上

主な連携先
※誰と共に行うか

開催地
ブランド戦略委員会
国スポ実施中央競技団体

（１）国体（国スポ）チャンネル　累計PV数
　　国スポチャンネルのPV数の詳細な内容を分析し、効果的な配信や広報について検討する。
（２）オリンピックなど国際競技大会で活躍するようなトップアスリート参加率
　　NFに対してトップアスリートの出場を促すとともに、トップアスリートの定義についてNFに確認する。（トップア
スリートとしてカウントすべき出場選手がいる可能性がある）
　　また、トップアスリートが参加しやすい環境についてNFにヒアリングを行う。

評価指標① 2022（基準値） 2023（実績） 2024（目標）

５　成果目標及び到達目標に対する現状分析
（今期の取組への評価や、３.到達目標経年データの評価指標で表すことが出来ない成果など）

（１）国体（国スポ）チャンネル　累計PV数
　　　本大会のPV数は目標数を大幅に超えて達成している。
　　　周知の成果や、一般的にインターネット配信に対する認知が広がっていると思われる。
　　　冬季は減少しているが、チャンネル数の増減やPV数のカウント方法の変更が影響していると考えられる。
（２）オリンピックなど国際競技大会で活躍するようなトップアスリート参加率
　　　予選会免除やトップアスリート特例を設けるなど、各種取組をしているが参加増につながっていない。
　　　他の競技会日程に左右される。

重点項目

成果目標
№ 19

JSPOは、様々な競技のトップアスリートが一堂に会する国民体育(スポーツ)大会の
熱戦を、全国にお届けしたいと考えています。
　そこでJSPOは、オリンピックなど国際競技大会で活躍するようなアスリートの国体
（国スポ）への参加をさらに促進するとともに、インターネット動画配信サイト「JSPO
国体(国スポ)チャンネル」を更に充実させることにより、スポーツを見る楽しさ、応援
する楽しさを全国へ届けます。

（１）国体（国スポ）チャンネル　累計PV数
　　国体（国スポ）チャンネルの認知をさらにあげることで国スポのブランディングに寄与できるようにしていく必要
があると考えられる。
（２）オリンピックなど国際競技大会で活躍するようなトップアスリート参加率
　　トップアスリートが出場する魅力ある大会にすることはもとより、国際大会等出場アスリートが出場しているにも
かかわらず、トップアスリート出場選手数として計算されていない場合があるため、NFごとに確認をすることも必
要。受益者（団体）

※誰に対して行うか
出場選手関係者（親族、コーチなど）
競技愛好者

2023年度　成果目標レポート

記載日 2024/3/5 レポートNo. 19-2023 （１）国体（国スポ）チャンネル　累計PV数
　①開催県、中央競技団体（NF）に対する周知、広報協力依頼
　②SNSでの周知
（２）オリンピックなど国際競技大会で活躍するようなトップアスリート参加率
　①NFへの協力依頼

担当委員会 国民スポーツ大会委員会

評価指標
進捗状況自己評価 A

委員長 山本　浩

担当部署 国スポ推進部

部長 江橋　千晴

評価指標進捗状況自己評価

「S」：評価の段階で最終目標を既に達成している。

「A」：当該年度の目標を達成している。

「B」：当該年度の目標を達成していないが、現状を継続すれば最終目標を達成見込。

「C」：当該年度の目標を達成しておらず、最終目標の達成に向けて改善が必要。
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１　基本情報 ４　成果目標及び到達目標の達成に向けた今期の具体的な取組内容

２　成果目標

地域スポーツの最適化 多様性の尊重

スポーツ・インテグリティの強化 ○ 次世代に繋ぐ新たな仕組みの実現

６　成果目標及び到達目標の達成に向けた課題点

７　次年度以降の取組予定と目標

３　到達目標経年データ

８　フィードバック（中期計画部会・総合企画委員会・理事会）

イベント事業を実施する競技団体の割合

37.5％ 47.5% 50%

NFや都道府県（市町村）の取組実態の把握・分析なくして説得力や効果のある働きかけはありえない。NFが各都
道府県で実施している既存の事業やイベントを有効活用していくことも重要な考え方であり、そのためにも実態把
握は必要不可欠である。
好事例を横展開をするなど、イベント事業を通じて国スポを盛り上げていく、機運を高めていくといった流れを改
めて形作っていくべきではないか。
なお、、2023年度の実績は基準値から10％アップとなっており、評価基準に照らし「A」評価として問題ない。

2025（目標） 2026（目標） 2027（最終目標）

60% 65% 70％以上

主な連携先
※誰と共に行うか

中央競技団体
開催都道府県・市町村

イベント事業を実施していないNFに対して、事業を実施していない要因を調査する。
イベント事業の実施事例、成果などを取りまとめ、各種会議等でNFに共有することや開催都道府県へ周知するこ
とで、イベント事業の実施を促進していく。

評価指標 2022（基準値） 2023（実績） 2024（目標）

５　成果目標及び到達目標に対する現状分析
（今期の取組への評価や、３.到達目標経年データの評価指標で表すことが出来ない成果など）

イベント事業を実施したNFからの報告では、地域住民への競技の普及だけでなく、開催都道府県・市町村と開催都
道府県競技団体とが連携し、事業を開催する等、団体間の連携関係が構築されるなど、一過性にとどまらない成果
が得られていることが確認できた。
イベント事業の実施により、体験する、みる、知るなど、様々な形で競技の面白さを地域住民に伝えることができ
た。

重点項目

成果目標
№ 20

国民体育（スポーツ）大会は、トップアスリートが集う競技会を開催することはもとよ
り、一般の方も参加できる競技のイベント事業も開催することにより、地域住民が新
たなスポーツの楽しさに出会う機会を創出することとしています。
そこでJSPOは、各競技会のイベント事業を一層充実することにより、国民体育（ス
ポーツ）大会の魅力をより一層高めます。

イベント事業を実施していないNFの要因が把握できていない。
実施にあたってNFの人的・財政的負担などが考えられる。
また、開催都道府県・市町村ごとに地域事情も開催可否の要因となっていることも考えられる。

受益者（団体）
※誰に対して行うか

国スポ開催県の地域住民

2023年度　成果目標レポート

記載日 2024/3/5 レポートNo. 20-2023 中央競技団体（NF）の国スポ担当者が集まる競技運営部会の場において、イベント事業の実施に関する協力依頼
を行った。

担当委員会 国民スポーツ大会委員会

評価指標
進捗状況自己評価 A

委員長 山本　浩

担当部署 国スポ推進部

部長 江橋　千晴

評価指標進捗状況自己評価

「S」：評価の段階で最終目標を既に達成している。

「A」：当該年度の目標を達成している。

「B」：当該年度の目標を達成していないが、現状を継続すれば最終目標を達成見込。

「C」：当該年度の目標を達成しておらず、最終目標の達成に向けて改善が必要。



１　基本情報 ４　成果目標及び到達目標の達成に向けた今期の具体的な取組内容

２　成果目標

地域スポーツの最適化 多様性の尊重

スポーツ・インテグリティの強化 ○ 次世代に繋ぐ新たな仕組みの実現

６　成果目標及び到達目標の達成に向けた課題点

７　次年度以降の取組予定と目標

３　到達目標経年データ

８　フィードバック（中期計画部会・総合企画委員会・理事会）

開催地ローテーション化の準備状況

ー
NFと協議

開催可能県と協議
NFと協議

開催可能県と協議

成果目標に掲げている最も重要なポイントは、「冬季大会を持続可能な形で開催していくこと」である。その点で、
評価指標の「開催地ローテーション化の準備状況」は、成果目標からは飛躍した評価指標となっているほか、各年度
の目標設定についても「協議を行うことでどのような状態を目指すのか」に関する具体的な記載とすることが望ま
しく、指標・数値目標とも再検討すべきではないか。
常に意識されているとは思うが、目先の調整を図ることのみならず、より本質的な課題は何かについて率直な議
論を重ねることが重要ではないか。
なお、自己評価はCであるが、JSCからの助成率の改定が実現できたことは一定の成果と評価できる。

2025（目標） 2026（目標） 2027（最終目標）

NFとの協議
開催可能県と協議

NFとの協議
開催可能県と協議

ローテーション化の
確立

主な連携先
※誰と共に行うか

中央競技団体（同上）
冬季大会開催可能都道府県

全国高等学校体育連盟などとも連携を取りながら、冬季大会開催地の選定を進める。
開催可能都道府県に対して、負担軽減策を説明し理解を得ていく。
NFとは、実施種目内容も含めて検討する。
また、３巡目国スポ在り方検討プロジェクトにおいて冬季大会を含めて検討する。

評価指標 2022（基準値） 2023（実績） 2024（目標）

５　成果目標及び到達目標に対する現状分析
（今期の取組への評価や、３.到達目標経年データの評価指標で表すことが出来ない成果など）

令和4年度に示したワーキンググループの提案内容を具現化し、冬季大会開催地の負担軽減に取り組んだ。
　①交付金の増額（3000万円から6000万円）
　②式典の簡素化（開始式、表彰式の簡素化／冬季大会は実施しないことも可）
　③プログラムの電子化（開催基準要項の改定[総合プログラム、競技別プログラムの電子化]）
上記3つの取組によって、従来よりも開催都道府県の負担が軽減されたものと考える。

重点項目

成果目標
№ 21

近年、国民体育(スポーツ)大会冬季大会は、開催できる施設を有する都道府県が少
ないため、開催地の決定に難航する傾向にあり、今後、冬季大会の安定的な開催が
危ぶまれる状況にあります。
　そこでJSPOは、冬季大会開催地を固定開催化も含めたローテーション化等を検討
することにより、冬季大会の持続的な開催を実現します。

インターハイなどの国スポ以外の冬季競技大会もあり、国スポ以外の大会を念頭に置いた、開催都道府県のロー
テーション化を検討する必要がある。

ローテーション化を確立するためには、開催可能都道府県すべての了解を得る必要があることや都道府県ごとに
事情もあることから、ローテーション化の確立はハードルが高い。

受益者（団体）
※誰に対して行うか

中央競技団体（NF)
　・全日本スキー連盟
　・日本スケート連盟
　・日本アイスホッケー連盟

2023年度　成果目標レポート

記載日 2024/3/5 レポートNo. 21-2023 ○ NFと連携し、開催可能都道府県に対するアプローチを実施
○ JSCの国スポ冬季大会競技会開催支援事業助成金助成率の改定に向けて取り組み、開催都道府県の財政面に
おける負担軽減を実現（助成率を4分の３から5分の４に改定）担当委員会 国民スポーツ大会委員会

評価指標
進捗状況自己評価 C

委員長 山本　浩

担当部署 国スポ推進部

部長 江橋　千晴

評価指標進捗状況自己評価

「S」：評価の段階で最終目標を既に達成している。

「A」：当該年度の目標を達成している。

「B」：当該年度の目標を達成していないが、現状を継続すれば最終目標を達成見込。

「C」：当該年度の目標を達成しておらず、最終目標の達成に向けて改善が必要。
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